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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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名めい誉よを越こえた闘たたかい







　　　　一




　鍛か冶じ屋やの跡あと取とりは言った。

「殷いん雷らいとやら。先せん鋒ぽう、中ちゆう堅けんと続けて勝ち抜ぬくとは、さすがに準じゆん決けつ勝しようまで残るだけの事はある。だが、俺おれは今までの二人とはわけが違ちがうからな！」

　なにがどう違うんでございましょうかな？　と、殷雷は考えたが口には出さない。

　聞けば答えが返るだろう。そう、わざわざ口に出して、懇こん切せつ丁てい寧ねいに違いを教えてくれるだろうが、そんなものには興きよう味みがなかった。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの体に長い髪かみ、袖そで付つきの黒い外がい套とうを羽は織おった青年、殷雷は聞こえるように大きく溜ため息いきをついた。

「へいへい。なんでもいいからとっとと始めようじゃないの」

　別に相手を挑ちよう発はつする気持ちなんか、これっぽっちもなかったが、鍛冶屋の跡取りは愚ぐ弄ろうされたと感じた。

「ほおう。えらい自信じゃないか」

　間ま違ちがっても殷雷には、試し合あいを盛もり上げようなどというつもりはなかった。しかし、思惑おもわくに反し、鍛冶屋の跡取りとの会話に観かん衆しゆうは一いつ層そうの興こう奮ふんを見せた。

　客席を見上げ、まあ、よくこれだけの客が入ったものだと殷雷は今いま更さらながら感心した。

　闘とう技ぎ場じよう自体も結けつ構こうな広さがある。丸や四角ではなく、八角形の大きな闘技場だ。

　闘技場とはいえ、見ている限かぎりには大人おとなの腰こし程ほどの分ぶ厚あつさのある、八角形の大きな板に過ぎない。板には、水面に垂たらした墨ぼく汁じゆうのような奇き妙みような模も様ようがあった。

　その闘技場を囲かこむように、すり鉢ばち状じようの観かん客きやく席せきが組まれている。観客席は満まん員いんで、観客数はざっと五千人と殷雷は見た。

「殷雷！」

　闘技場のすぐ横に立つ、一人の娘むすめが殷雷の名を叫さけんだ。淡あわい桜さくら色いろをした唇くちびるに、細い顎あご、澄すんだ黒色の瞳ひとみの上には、少し太めの眉まゆ毛げがのっかっていた。

　十五、六の年頃の娘らしく、小さな耳みみ飾かざりを着つけ、年頃の娘らしからぬ、袖の大きな道どう服ふくを着ていた。

　道服。仙せん人にんや道どう士しが羽織る、袖の大きな服だ。似に合あっていないわけではないが、若い娘の道士姿すがたは珍めずらしかった。

　道服の娘の名は和かず穂ほ。

　和穂は慌あわてふためいていた。和穂の隣となりにはもう一人青年がいて、和穂と同じように慌てている。

「殷雷君！　よそみをしている場合じゃ！」

「なんだ？　典てん源げんの大たい将しように、和穂まで大声出してからに」

　和穂の隣の青年を、殷雷は典源と呼よんだ。武ぶ人じんの眼がん光こうを持つ殷雷に比くらべれば、どこにでもいそうな普ふ通つうの男だった。

　二人が何に驚おどろいているか、殷雷は薄うす々うす感かんづいていた。どうせ、鍛冶屋の跡取りが面おも白しろい大だい道どう芸げいでもやっているのだろう。

　仕し方かたなく殷雷が視し線せんを戻もどすと、確たしかに鍛冶屋の跡取りは、尋じん常じようならざる事になっていた。殷雷は素す直なおな感かん想そうを述のべた。

「おお。燃もえとる。派は手でに燃えておる」

　鍛冶屋の跡取りを中心に、巨きよ大だいな炎ほのおの渦うず巻まきが天に向かい荒あれ狂くるっている。

　鍛冶屋の跡取りが先せん刻こくの試合で、炎を操あやつっていたのを殷雷は見ていた。だから驚きはしない。いや、これがたとえ初戦でも、殷雷は驚きはしなかっただろう。

　驚いて当とう然ぜんのような能力を持った奴やつが、この大会には多すぎた。風やら氷こおりやら雷かみなりを操る出場者がゴロゴロいて、なぜ今更、炎で驚く必ひつ要ようがあるのか。

「くっくっく。殷雷とやら。そんなに落ち着いていて大だい丈じよう夫ぶなのか！　貴き様さまらごときに村長の座ざは渡わたさん！」

　殷雷はバツが悪そうに耳の後ろを搔かいた。

　これは無む意い味みではないが、それほど有ゆう意い義ぎな戦たたかいじゃない。鍛冶屋の跡取りは、宝貝の持ち主ではないからだ。

「こっちも負けるわけにゃ、いかねえんだ」

「……大だい体たい、貴様のような村むら人びとでもない部外者が、なぜこの大会に参加している」

　もっともな疑ぎ問もんだと殷雷は思った。

「ま、そこの典源の助すけっ人とだ」

「……典源か。村長の御ご子し息そくであるな。確か前大会までは、村長と兄あに者じやで組んでおったのではないか？」

「色いろ々いろ事情があるんだよ。それはそうと、村長決定武道大会に参加しておいて、こんな事を言うのもなんだがな、どうして、そんなに村長になりたがるんだ？」

「たわけ！　村人と生まれたからには村長を目め指ざすのは当然の理ことわり！」

　鍛冶屋の跡取りの堂どうに入いった声に、観衆は思わずどよめく。

　和穂は少し困こまった顔で、首を傾かしげた。

「そ、そういうもんかな？」

「やめとけ和穂。考えるだけ無む駄だだ。それより、鍛冶屋のあんちゃんよ。そこでボウボウ燃えてるだけじゃ勝しよう負ぶは終わらんぞ」

　鍛冶屋の跡取りは、紅ぐ蓮れんの炎の中心で不ふ敵てきに笑った。

「殷雷よ。お前は一つの間ま違ちがいを犯おかしている。貴様は俺の能力が炎を操るものだと推すい理りしてるな」

　推理も何も、目の前で炎の柱はしらになっているのだ。

「違うのか！」

「本当は、決勝まで明あかすつもりはなかったが、ここで負けては元もとも子もないからな。

　見るがいい！　真の姿すがたを！」

「真の姿を！　ってあんちゃんよ……」

　炎の渦うずが一ひと際きわ、火か力りよくを増ました。まるで溶よう岩がんのようなとろみを持つ炎に、さらに闘技場の光が凝ぎよう縮しゆくしていく。

　炎と光が混まざり、ゆっくりと人の形が現あらわれていく。巨大な人ひと影かげだった。鍛冶屋の跡取りの身長の楽に三倍はある。

　それだけの巨体を支ささえるのだから、当然だと訴うつたえるような太い足が、鍛冶屋の跡取りに覆おおい被かぶさっていくが、彼は全まつたく圧あつ迫ぱく感かんを感じていないようだった。

　炎の化ばけ物ものだった。

　だが、決して醜みにくくはない。炎には幾いくつもの色がある。肉体を形作る紅くれないの炎を覆うように、紫むらさきの炎が燃え上がり鎧よろいをかたどった。

　鍛冶屋の跡取りは勝利を確かく信しんし、言った。

「これが、炎を統すべる冥めい界かいの鬼き神しんだ。

　俺はこの鬼神を操るんだよ」

　観衆は一いつ斉せいに驚おどろきの声を上げた。そして、その驚きをかき消すような声で、炎を統べる鬼神は吠ほえた。

「るおおおう！」

　鬼神の姿に一番驚いたのは、闘技場横の典てん源げんだった。和穂の胸むなぐらを摑つかみ、飛とび跳はねながら叫さけぶ。

「かかかかか、和穂君。どうしよう！　あんなのに勝てる道理はないぞ！　殷雷君が負けたら、次は中ちゆう堅けんの和穂君の番で、その次は大たい将しようの僕ぼくだ！　そ、そうだ！　殷雷君が負けたら棄き権けんしよう！」

　典源に振り回される和穂だったが、どうにか口を開いた。

「でも、この武道大会じゃ怪け我がはしないんでしょ？」

「しない！　でも痛いたいものは一いち応おう痛いし、熱あついものは熱いんだ！　試合が終われば治なおるけども、終わるまではつらいぞ！　棄権だ棄権だ！」

「棄権してもいいんですか？」

「い、嫌いやだ！　せっかくここまで勝ち抜けたのに棄権なんか嫌だ！　でも熱いのは嫌だし、僕は村長になりたいんだ！　決勝で親父おやじに勝ちさえすれば、僕が村長なのに！」

　殷雷は後ろを振り向き、典源を怒ど鳴なりつけた。

「やかましい、勝かつ手てに盛もり上がるな。負けやしねえよ」




　　　　＊




　炎を統すべる鬼神と殷雷を見つめ、村長は言った。村長、すなわち前大会の優ゆう勝しよう者しやの一人である。

「ほお、面おも白しろい。どう見る嫁よめ御ごよ」

　村長の声には帝てい王おうの風ふう格かくがあった。

　精せい神しんと肉にく体たいは不ふ可か分ぶんだ。精神あっての肉体であり、逆もまたしかり。

　静かに猛たけり狂くるう魂たましいは、その屈くつ強きような体たい軀くの中にしか居い所どころを見み出いだせない。

　そろそろ老人と呼んでも差さし支つかえない年ねん齢れいであったが、外がい見けんの上に老おいはなかった。

　問い掛ける村長に、嫁御と呼ばれた一人の娘が答えた。

「常じよう識しきでは鬼神の勝ちでございましょう。でも、典源さんの連れてきたあの助すけっ人と、底そこが知れませぬ」

　村長は一いつ見けん粗そ雑ざつな椅い子すに座すわっていた。適てき当とうに木を組んだだけの粗そ末まつな椅子に見える。

　だが、それこそが村長の証あかしであった。観かん客きやく席せきより下、闘とう技ぎ場じようと同じ高さに置かれた椅子だが、背の高さがあるので、戦たたかいがよく見えた。

　肘ひじ掛かけの上には、村長のゴツゴツした腕うでがのり、どこからが腕で、どこからが椅子か瞬しゆん時じには判はん断だん出で来きなかった。だが、幾いくら村長が身動きしようが、椅子は全まつたく軋きしまなかった。装そう飾しよくはないが、名のある職しよく人にんの手で作られた椅子だった。

　娘は椅子の少し後ろに、控ひかえるように立っていた。村長の気き迫はくのこもる言葉にも、全く動じていない。

　瞳ひとみの大きな娘だった。年としの頃ころなら二は十た歳ち過ぎだろうが、独どく特とくの落ち着つきがある。

　短いが柔やわらかい髪かみが、サラサラと風になびいていた。娘は、村長の息子むすこ、典源の兄の妻つまであった。

　二人の視し線せんと、観衆の視線は闘技場の上に注そそがれている。

　観衆は息をのみ、村長と嫁の会話だけが不自然なまでに響ひびき渡わたっていた。

　いつ現れたのか、村長の長ちよう男なんは妻の肩かたに手を置いた。

　母親に似にたのか、ほっそりとした顔の男だった。口くち許もとに笑えみを浮うかべ、妻に囁ささやく。

「だが、どちらにしろ、我われ等ら三人の勝ちで終わるはずだ。典源の馬ば鹿かが我等に反はん旗きを翻ひるがえそうがどうにもなるまい。

　村長の地位は安あん泰たいだよ」

　村長決定武ぶ道どう大会。

　その名のとおり、村長を決定する為ための武道大会であった。三人で一つの組を作り、勝ち抜ぬきで戦うのだ。

　当然、村長になれるのは一人だけだがそれ以外の二人にも莫ばく大だいな賞品が与あたえられる。

　今回で八回目を迎むかえる大会であったが、今までの大会は全すべて、初代村長の組が優勝をおさめていた。




　　　　＊




「駄だ目めだぁ。ここで負けるんだ！　負けるのは嫌いやだけど、どうせ負けるなら熱あつい思いもしたくない！　和穂君。どうにかならないか！　もう少しで、君きみたちの御お陰かげで大たいした苦く労ろうもせずに村長の座ざが手に入るのに！」

　良くも悪くも噓うそのつけない人だと、和穂は典源の事を考えた。相手を騙だまして利用しようとする人間よりはましだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。さっきは私も少し慌あわてましたけど、よく考えたら殷いん雷らいは……」

　和穂はそこまで言って、言葉から力を抜いた。これは、殷雷に口くち止どめされている事だと思い出したからだ。

　慌てる典源は、和穂の不ふ自し然ぜんな物言いにまで注意が回らない。

「そりゃ、殷雷君は強いけど、炎ほのおを浴あびれば強いもへったくれもないじゃないか！　鍛か冶じ屋やの若わか旦だん那なは炎の中に居いるし、どうやっても勝ち目はない！」

　鍛冶屋の跡取りは間ま合あいを詰つめ、その動きに遅おくれず鬼き神しんが続く。そして、鬼神の巨大な拳こぶしが殷雷に向かい放はなたれた。

　典源は思わず、顔を覆おおった。

「くはあ、手遅れかもしれんが、殷雷君も棄き権けんしてくれていいよ！」

　へらへら笑って殷雷は言った。

「嬉うれしい心こころ遣づかいだねえ。でも、棄権などするか！」

　そして、一いつ瞬しゆんにして笑顔は消え去り、真ま面じ目めな顔になった殷雷は、鍛冶屋の跡取りに尋たずねた。

「さて、どうあっても自分の拳で戦たたかうつもりはないんだな。力りき量りようはどうあれ、真しん摯しに戦う奴やつにはそれなりの礼れい儀ぎで答えるつもりなんだが」

　殷雷の言葉には少し寂さびしさがあった。

　だが、答えは返らない。次の瞬しゆん間かんに起きた事は、観衆の誰だれにも予よ想そうは出来なかった。鬼神の拳は殷雷を捉とらえ、殷雷は炎に包つつまれる。

　が、殷雷は火ひ達磨だるまにはならない。せいぜい桶おけの中の水を引ひっ掛かけられたように、殷雷の髪かみがなびいただけだった。

　鬼神を操あやつる鍛冶屋の跡取りと同じように、殷雷も炎には全まつたく動じなかった。

　そして、鬼神など存そん在ざいしないかのように、ツカツカと鍛冶屋の跡取りの側そばにより、拳を放つ。

　ドスンと重い音を立て、殷雷の拳は腹はらを打った。重い拳は彼を吹ふっ飛とばす。

　宙ちゆうを舞まいながら、鍛冶屋の跡取りは、呟つぶやいた。

　鬼神の炎で焼やけなかった男。鍛冶屋の跡取りに考えられる理由は一つだけであった。

「ま、まさか。貴き様さまも炎を操る術じゆつ者しやか！」

　が、素そっ気けなく否ひ定ていの言葉が返る。

「違う」

　生あい憎にくと俺おれは宝ぱお貝ぺいなんで炎は平気なんだよ。

　殷雷は説明してやりたかったが、今回はそういうわけにもいかなかった。

　今回の回かい収しゆうは、極ごく秘ひのうちに行わなければならないのだ。




　　　　二




　おとぎ話に民みん謡わに童どう話わ、あまたの物語で語られる、不ふ思し議ぎな能力を持った道具を宝貝と呼ぶ。

　時の流れを駆かけ戻もどる砂すな時ど計けいや、人の形をとる刀かたななど、常じよう識しきの一線をちょいと超こえたこの道具たち、実は仙せん人にんの手により造つくられた物であった。

　本ほん来らいは仙せん界かいにあったこの宝貝だが、ある時一人の仙人の手て違ちがいで、人間界にばらまかれてしまった。宝貝により人間界に大だい混こん乱らんが起きるのは、必ひつ至しであった。

　宝貝をばらまいた仙人は責せき任にんを感じ、自みずから宝貝を回収する事を願ねがい出た。

　だが、宝貝の回収には一つの条じよう件けんがあったのである。

　これ以上、人間界に混乱を起こさない為ために仙術は全すべて封ふうじる事。

　かくて、仙術の使えない仙人は宝貝回収の為に、人間界に舞い降おりたのだ。

　その仙人の名は和穂。そして、彼女の護ご衛えいは殷雷刀とう。人の姿すがたもとれる刀の宝貝である。




　　　　＊




　勝しよう負ぶを決めた殷雷は、ヒョイと闘とう技ぎ場じようを飛び降り、和穂たちのそばに寄よった。満まん面めんの笑えみを浮うかべて典てん源げんは出で迎むかえたが、男の歓かん待たいなど殷雷には嬉うれしくもなんともなかった。

「凄すごいぞ、殷雷君！　ついに決けつ勝しよう戦せんじゃないか！　この調ちよう子しで親父おやじもやっつけちゃってくれたまえ！」

　殷雷は大きく伸のびをしながら、闘技場の向こうを見た。

　鍛か冶じ屋やの跡あと取とりが悔くやしそうにこちらを見つめていたが、怪け我がはしていないようだった。

　典源を呼び寄せ、殷雷は言った。

「悪いが典源の大たい将しようよ。茶と、何か食う物を持って来てくれ。さすがに腹はらが減へった」

　不ふ服ふくそうに典源は答えた。

「ええっ。僕は大将なのに、先せん鋒ぽうの使いっ走りはないだろ」

「……言う事聞かねえと、棄き権けんするぞ」

「判わかったよ。でも、水なら近くに選せん手しゆ用の水みず瓶がめが置いてあるぞ」

「うるせえ。俺おれは熱い茶が飲のみたいんだ。観かん客きやく席せきの外に屋や台たいが出てるだろ？　そこまで行って買って来い。決勝戦までには、たっぷり時間があるだろ。それに働はたらいた者をねぎらうのも、村長の仕事。今のうちから練れん習しゆうだ」

「おおう」

　ポンと納なつ得とくの手を打ち、典源はスタコラと買い出しに出で掛かけた。典源の姿すがたが消えたのを見て、殷雷は安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「やっと消えたか、あのスットコドッコイ。

　それにしても、素す性じようを隠かくしての回収は、神しん経けいを使うな」

　噓うそをついている訳わけではないが、隠し事をするのに和穂も少し疲つかれていた。

　幸さいわい、典源は和穂たちの素性にあまり興きよう味みはないらしく、噓をつく必ひつ要ようも無なかった。

「そうだよね、殷雷。でも、どうして私たちの正しよう体たいを明あかしちゃいけないの？　大おお慌あわてでこの大会に参加して、全ぜん然ぜん説明してくれなかったじゃない」

　殷雷は答える代かわりに闘技場を蹴けった。元もとより、腰こしの高さ程ほどの厚あつみがあるので蹴り応ごたえは充じゆう分ぶんだった。

「こいつは擬ぎ戦せん盤ばん。闘技場のふりをしてやがるが、立りつ派ぱな宝ぱお貝ぺいだ」

　闘技場が小声で答えた。

「うるせえぞ殷の字。こっちも好きでやってるんじゃねえんだ。なまくら刀がたなのくせにでかい口を叩たたくんじゃねえぞ！」

　ドカスカと擬戦盤を殴なぐる殷雷を抑おさえ、和穂は言った。

「よしなよ、殷雷。でも、闘技場の宝貝なんて初めて見た」

　闘技場は少々柄がらが悪かった。

「誰だれが闘技場だ、話はちゃんと聞きやがれ、この術じゆつの使えぬ仙せん人にんよ！」

　どこを見て喋しやべればいいのか、和穂は少し迷まよった。仕し方かたがないので殷雷が蹴り飛ばしていた辺あたりに向かい口を開いた。

「擬戦盤さん。あなたは何の宝貝なんですか？」

「け。術の使えぬお嬢じようちゃんにゃ、ちょいと難むずかしいかもしれねえが、俺は戦術計算用の宝貝なんだ」

　確たしかにちょいと難しい。和穂はすぐには理り解かい出来なかった。

　殷雷が説明した。

「こいつは、そんなにたいした宝貝じゃねえよ。計算で盤とくりゃ算そろ盤ばんの親しん戚せきみたいなもんだな」

　擬戦盤は大いに不ふ服ふくだったが、殷雷は文もん句くを却きやつ下かし説明を続けた。

「戦たたかいの前に相手の戦力が判わかったとしよう。当然、自分の戦力は判っているから勝しよう算さんがどちらにあるか計算出来るな。

　ただ、戦いは数字だけじゃ割わり切きれないのも事じ実じつだ。そこで、こいつを使う。

　簡かん単たんな例たとえ話をするぞ。

　敵てきが槍やりを使うと判った。こっちは大おお斧おのを使う。戦いは湿しつ地ちで行われるとする。

　これらの条じよう件けんを擬戦盤に掛けると、湿地で行われる戦せん闘とうが、仮か想そうの空間に再さい現げんされるんだ。

　重じゆう要ようなのは、その仮想の世界に自分も参加出来るようになっているところだな。仮想とはいえ、実じつ戦せんさながらの戦闘だ。主おもに精神的な子よ測そう外がいの出来事も調ちよう査さ可か能のうときている。

　もしも斧の攻こう撃げき力りよくが槍より勝まさっていても、実際に戦ってみたら、戦闘の恐怖で腰こしが引けるなんて可能性もあるからな」

「なるほど」

　殷雷は刀の宝貝。擬戦盤は武ぶ器きの宝貝ではないが、戦いに関係する宝貝だった。

　殷雷は武器の宝貝に顔がきくが、恐おそらく擬戦盤とも面めん識しきがあったのだ、だから最初から擬戦盤の能力を知っていたのだろう。

「あ、そうか。仮想の戦いっていうぐらいだから、戦いで怪け我がをしても実際には傷きずを負おわないんだ。

　この武道大会で、勝しよう負ぶが決まれば怪我が消えるのもそのせいなんだ。この武道大会も仮想の戦いなんだね」

　殷雷は首を縦たてに振ふった。

「そうだ。見み事ごとな茶ちや番ばんじゃねえか、擬戦盤よ！　一応武道と名のつくこの大会に、敬けい意いを表して、棍こんも使わずに素す手でで参加してみりゃ、風だ氷こおりだ鬼き神しんだと、とんでもない奴やつばかりではないか」

「黙だまれ。好きで茶番に手を貸かすか。全すべては使用者の望のぞみなのだ」

　擬戦盤も戦いに縁えんのある宝貝だ。このふざけた大会に力を貸すのは乗り気ではなかったのだろう。これだけの説明では、どうして自分たちの素す性じようを明あかしてはならないのか、和穂には理解出来なかった。

「それじゃ、大会に参加している村の人は、自分で好きな能力を決めて、その能力同士の仮想の戦いをしているんだ。

　でも、それはそれとして、どうして私たちの正しよう体たいを知られちゃ駄だ目めなの？」

　擬戦盤を殴なぐる殷雷の拳こぶしは、悪あく友ゆうを諌いさめる拳に近かった。

「そうだ。こいつの能力がなんであろうと、さっさと破は壊かいして回収すれば関係はない。

　だがな、こいつの間ま抜ぬけな欠けつ陥かんのせいで、そうはいかないんだ。

　仮想の戦闘に参加している人間に、こいつは仙せん術じゆつ的てきな力を貸している。普ふ通つう、力を貸す能力がある宝貝は、自分が破壊されればその力は無む害がいとなり消しよう滅めつする。

　擬戦盤先生は、そこに欠陥がありやがる。擬戦盤が破壊されれば、与あたえられている力が制せい御ぎよを失うしない暴ぼう走そうを始めるんだ。

　暴走といっても、せいぜい爆ばく発はつだろうが、生なま身みの体じゃ耐たえられやしない。

　出場登とう録ろくした選せん手しゆは、闘とう技ぎ場じようの上以外では普通の人間だ。でも、登録した時点で仙術的な力は与えられてしまう。

　力が解かい除じよされるのは、試合に負けた時だけと、こいつは使用者に設せつ定ていされてるんだ」

「だったら、殷雷。武道大会が終わった後に回収すれば？」

　擬戦盤が答えた。戦いに関係する宝貝であるからなのか、その口く調ちようは殷雷に似にていた。

「話はちゃんと理解しろよ、能のうなしの元仙人め。負けた奴やつは安全だ。逆に言えば、優ゆう勝しようした奴は、次の大会まで力を預あずけっぱなしになるだろ。常に誰だれかが力を背せ負おってるんだ。

　使用者が変へん更こうしない限り、その設定は永えい遠えんに有ゆう効こうときてる」

　事情がだんだんとのみ込めてきたが、自分たちが武道大会に参加しなければならない理由が判わからない。和穂の疑ぎ問もんを見み越こしたのか、擬戦盤は言葉を続けた。

「そして、設定はもう一つある。『大会に優勝した者が、俺おれの新たな所しよ持じ者しやとなる』

　判ったな？　大会に優勝し、俺の所持者となって、『全すべての力を解除』しなければ、安全な回収は無理なんだよ。もしも、殷の字たちが、宝貝の回収を狙ねらっていると知れたら使用者、今の村長が設定を変更するかもしれないだろ？　下へ手たすれば参加者の命を人ひと質じちにするやもしれん。だから、お前らは素す性じようを隠かくしてこの大会に優勝せねばならんのだ！」

　殷いん雷らいの正せい拳けんが擬戦盤に飛んだ。

「なにが優勝せねばならんのだ！　だ。ふざけるなよ、こっちの身にもなれ！」

　和穂は最後の疑問をぶつけた。

「でも、擬戦盤さん。そんな情じよう報ほうを私たちに教えていいんですか？」

　意い外がいと真ま面じ目めな声で擬戦盤は言った。

「構かまわん。命令はちゃんとこなしてるし、大会に手て心ごころも加えん。やるべき仕事はしておるんだ。それよりも早く、俺をこんな茶ちや番ばん劇げきの舞ぶ台たいなんていう役割から解かい放ほうしてくれ！」

　それが本ほん音ねであった。

　和穂たちがそこまで話し終えると、大きな紙かみ袋ぶくろと、茶ちや瓶びんを持った典てん源げんが帰ってきた。

　袋の口からは何本もの竹たけ串ぐしが見えていた。

「いやあ、待たせたね殷雷君。焼やき鳥とりで良かったかな。しかし、どうしてこういう所の屋や台たいって、値ね段だんが高いんだろうね」

　典源の素そ振ぶりから、殷雷が闘技場と会話をしていたのはバレていないようだ。

「そりゃ、お前。買う奴がいるからだよ」

　和穂も焼き鳥を一本貰もらいながら言った。

「典源さん。前の大会までは、家族の人と組んでいたそうですが、どうして今回は私たちみたいな部ぶ外がい者しやと組んだんです？」

「きいてくれるか、和穂君。前の大会で、親父おやじと兄あに貴きと僕ぼくの組は優勝したんだ。いや、今までの大会は全すべてその組で優勝していたんだよ。ところが、業ごう突つく張ばりのあの親父は、兄貴や僕には一度も村長の座ざを譲ゆずろうとはしないんだよ。

　兄貴は別にそれでも良いみたいだが、僕は村長になりたいんだ。それで仕し方かた無なく親父たちとの組を解かい散さんして、他の出場者を探さがしていたんだ。他の連中は親父に遠えん慮りよして、僕と組みたがらなかったから、殷雷君たちに出会えた時はホッとしたよ」

　タレを使わず塩をふっただけの焼き鳥だったが、意外と美う味まいと殷雷は思った。

「村長か。そんなに大おお騒さわぎしてまで、なりたい職しよく業ぎようかね」

　典源は、それは嬉うれしそうに答えた。

「それはもう、莫ばく大だいな金が手に入ります」

　和穂は不ふ思し議ぎだった。武ぶ道どう大会の活かつ気きを除のぞけば、この村はごく普通の村に見える。そんな村の村長が儲もうかるのだろうか。

　逆に、そんなに儲かるのなら、村長になった人は、その地位を独どく占せんしたくなるのではないだろうか。擬戦盤の話では、勝しよう負ぶはきちんと公正に行われているらしいから、余よ計けいに判わからない。




　　　　三




　周しゆう囲いには村長の声が響ひびいている。いつものように、風ふう格かくと貫かん禄ろくのある声だ。

「ほお。ついにここまでやってきたか典源。どこのどいつか知らぬが、ここまできて、いまだ手ての内うちを明あかさないとは、なかなかの助すけっ人とではないか」

　一いち撃げき必ひつ殺さつばかりで、氷こおりやら鬼き神しんを使わない殷雷の事を言ってるのであろう。

　村長の言葉は続く。

「だが、それもここまでだ。

　我われ等らの前に貴き様さまたちは敗はい北ぼくするのだ！」

　典源も村長に向かい言い放はなつ。

「親父おやじよ。貴様は老おいさらばえた。もはや村長である資し格かくはない！」

　観かん衆しゆうがどよめき、決けつ勝しようへ向けていやが上にも盛もり上がりを見せた。

　和穂は言った。

「……老いさらばえた村長って、別に居いても不思議じゃないような」

　殷雷が答えた。

「やかましい。こんな茶ちや番ばんに常じよう識しきを持ち込むんじゃねえ」

　村長と典源の会話は、会場中に響き渡ったが、和穂と殷雷の会話はざわめきの中にかき消えていた。恐おそらく、村長が選えらんだ会話だけを擬戦盤が拡かく声せいしているのだ。

　でもなぜだろう？　もしかしたら、この武道大会の真の意味を私は理り解かいしてないのじゃないかと、和穂は考えた。

「殷雷。たとえ茶番劇でも茶番劇なりの意味があるんじゃないの？」

　殷雷は答えず、静かに首をひねっていた。




　　　　四




　かくて決勝戦が始まった。

　長ちよう男なんが操あやつる『人間の生と死を司つかさどる冥めい府ふの役やく人にん』を殷雷は打うち砕くだいた。（生あい憎にく殷雷は人間ではなく宝ぱお貝ぺいなので、この戦たたかいは只ただの殴なぐり合いにしかならなかった）

　長男の嫁よめは『猫ねこ』を操あやつった。

　豹ひようよりもでかい『猫』が、虎とらとどう違ちがうのか、殷雷は理解に苦しんだ。まあ、確かに三み毛けの虎はいないだろうが。

　だが、この戦いで番ばん狂くるわせが起きた。

　嫁を場外に吹ふき飛とばした殷雷は、一いつ瞬しゆん油ゆ断だんをし、その隙すきに『猫』の体当たりを食らったのだ。真しん剣けん勝しよう負ぶなら、大だい事じに至いたらない攻こう撃げきだったが、殷雷はうっかりと場外に転てん落らくしてしまった。判はん定ていは相あい打うちとなった。




　　　　＊




　典源は慌あわてていた。

「わ。どうしたんだい殷雷君！　こんなつまらない負け方をして！」

「うるさいな。実じつ戦せんと競きよう技ぎじゃ勝かつ手てが違うんだよ」

　観衆のざわめきは頂ちよう点てんに達たつしていた。

　これが歓かん声せいの一ひと言ことで済すませられるのか、闘とう技ぎ場じようのすぐ側そばの和穂には判わからなかった。

　これに一番近いのは、地じ鳴なりだと和穂は感じた。地鳴りと同時に空気が震ふるえている感かん触しよくだった。人が作り出す地鳴りと共ともに村長は動いた。

　ゆるりゆるりと、闘技場の上に村長は登のぼった。一瞬、和穂は村長の動きが地鳴りを巻き起こしているように錯さつ覚かくする。

　典源が自分を見ていると、和穂は気がついた。彼の額ひたいに不ふ自し然ぜんに流れているのは冷ひや汗あせなんだろうか。

「どうしたんです、典源さん？」

「……どうしたって、次は和穂君の番だよ」

「あ、そうでした」

　和穂がどんな戦たたかい方をするのか、典源は知らなかった。

　今まで大会に参加していて、典源は薄うす々うす感かんづいていた。尋じん常じようならざる力を得ているとはいえ、出場者が全すべて尋常ならざる力を持っているなら、結局は実力の勝負にしかならないのではないだろうか？

　確たしかに親父おやじは普ふ段だんから、腕うでっぷしが立つ。それが優ゆう勝しようの原因なのかもしれない。

　ならば、和穂が親父に勝てるだろうか？

　勝しよう算さんはなさそうだ。かといって、自分が親父に勝てるかというと、これも怪あやしかった。

「和穂君。きみはどんな戦い方をするんだったっけ？」

　口を開こうとした和穂を抑おさえ、殷雷が答えた。

「それが典源、和穂は刀かたなを操あやつると決めていたんだそうだ」

　モゴモゴともがきつづける和穂の口を押さえたまま、殷雷は和穂に言った。

「和穂、俺おれが刀に戻もどるから、お前はそれで戦え」

　手が緩ゆるみ、和穂も小声で答えた。

「……まあ、優勝しなくちゃはじまらないんだからそうするけど」

「よし。あ！　典源、足元に金かねが落ちているぞ！」

「え、どこどこ？」

　そして、殷雷の体が弾はじけ、爆ばく煙えんが漂ただよう。

　尋常ならざる現げん象しようだが、この大会を見み慣なれた者にとっては騒さわぐ程ほどの現象ではなかった。

　爆煙の中から現あらわれた刀を和穂は手にとる。

　黒い鞘さやの普通の刀だった。

　和穂は左手に鞘、右手に柄つかを持ち、一いつ気きに刀を抜ぬき放った。雷らい光こうを思わせる輝かがやきが、刃やいばに宿やどっている。金を探さがし、地面を見つめていた典源は顔を上げる。

「お金なんて落ちてないよ。

　ありゃ、和穂君。殷雷君は？」

「気にしない、気にしない」

「はあ？」

　和穂は闘とう技ぎ場じようへ向かい飛とび跳はねた。道どう服ふくの袖そでが、鳥の羽はばたきのようにバサバサと鳴った。殷雷刀とうは刀の宝ぱお貝ぺいである。その刀を持つ者には尋常ならざる達たつ人じんの技わざを与あたえる。

　今の和穂の肉体は殷雷刀が操っているのであった。




　　　　＊




「そろそろけりをつけようではないか。

　悴せがれや嫁よめは派は手でにやってくれたようだが、生あい憎にくわしの『術』はそんなに凄すごいものじゃなくてな。簡かん単たんなものなんだ」

　村長の手が天へと差し出され、雪のような細こまかい光が凝ぎよう縮しゆくしていく。

　咄とつ嗟さに和穂は背はい後ごに飛びすさり、間ま合あいを外はずすが、村長は追い掛けない。天へと向けられた手には、一ひと振ふりの刀が握にぎられていた。

　刀としては異常に長い。装そう飾しよく等に凝こった部分は無ないが、大たい剣けんぐらいの長さがあった。

　刃やいばの厚あつみは、普通の刀と同じなので、まるで直線状に硬こう直ちよくした鞭むちや、棍こんの姿すがたを思い浮うかばせた。

「奇き遇ぐうだな。わしもお嬢じようも刀を操るとは」

　和穂の顔に不ふ服ふくそうな表情が浮かんだ。それは殷雷の不ふ快かい感かんであった。

「長い刀ってのは、黒い白はく馬ばぐらい意味の無い言葉だぞ。長いのがいいなら、剣にしろ」

　当然、戦たたかいに水を差すような鋭するどい突つっ込こみは拡かく声せいされない。

　村長は闘とう技ぎ場じようを軋きしませる巨大な声で、吠ほえた。

「いくぞ！」

　長い刀は、空くうを切きり裂さきながら和穂に向かい放はなたれる。

　長い刃やいばは闘技場の上に存そん在ざいする、村長以外の者を全すべてなぎはらうように振り回された。

　だが、殷雷刀にとって、それは長い縄なわ跳とびにしか過ぎなかった。動きに合わせて刃の上を飛び越こえれば済すむだけの話だったのだ。

　打ち込めばすぐに終わりそうだったが、一いち応おう用よう心じんの為ため、殷雷刀は構かまえを取った。

　その構えを見た途と端たん、村長は驚おどろきの声を上げた。

「そ、その構え泰たい山ざん四し皇おう剣けん法ぽう！」

　和穂は顔の前で、手を振った。

「違う違う。第一、刀を使って剣法でもないだろうに。刀なら刀とう法ほうだ」

　やはり、和穂の声だけは、拡声されなかった。

　村長は誰だれに説明するのか、親しん切せつに説明を始めた。

「泰山四皇剣法。

　その源げん流りゆうは古こ代だいの四よん皇こう帝ていの時代にまで遡さかのぼるという、伝説の剣法。途と絶だえたと思っていたが、その使い手がいたとはな」
















「……古代の四皇？　三さん皇こうだろ？　それに百歩譲ゆずってそうだとしても、途絶えた剣法の構えを、なんであんたが知ってるんだよ」

　殷雷の結けつ構こう鋭するどい突っ込みに、村長の頰ほおに照てれの赤あかみが差した。だが、観かん衆しゆうには伝説の剣法の使い手と相あい対たいして、村長の顔に力が漲みなぎってるとしか映うつらなかった。どよめく観衆。

　和穂は心を通して殷雷に話し掛けた。

『どうして、この大会に参加している人って戦たたかいに関係のない話を、ベラベラ喋しやべるんだろうね？』

『……判わからん。三流どころの使い手が、相手を挑ちよう発はつして喜よろこんでるようなものかと最初のうちは思っていたが、そうでもなさそうだ』

『あのさ。戦い方の指さし図ずが出来るとは思ってないけど、早く勝しよう負ぶをつけてあげたら？』

　和穂に武ぶ芸げいの心こころ得えはほとんどない。だが、幾いく度どとなく殷雷の真剣勝負を見てきているのだ、村長の腕うでの程てい度どは充じゆう分ぶんに判った。

　どう見ても素人しろうとだ。

　和穂の頭の中で、ゆっくりと武ぶ道どう大会に対する謎なぞが解とけていった。

　村長に与あたえられる莫ばく大だいな富とみ。やたらと喋る出場者。客席を埋うめ尽つくす観衆。屋や台たい。

『あ！　判った。村の人はみんな、この戦いを盛もり上げようとしているんだ！』

『だから、なんでそんな事をするんだよ。

　……そうか！』

　全すべては最初から判っていたのだ。判っていないのは典てん源げんだけだったのだ。その典源に合わせて考えていたから、こんな単たん純じゆんな意味が判らなかったのだ。

　この大会は、村の名めい物ぶつ、客寄せの観かん光こう名めい所しよみたいなものなのだ。村長の座を巡めぐる、この世のものとも思えぬ超ちよう絶ぜつ的てきな戦い。

　村長の地位が問題じゃない。戦い自体が目的なのだ。村人の中では典源だけが観衆と同じように、この戦いを間違って理り解かいしていたのだ。

　村長に莫大な富が与えられようが、それは大会を盛り上げる為ための仕し掛かけでしかない。

　意味が判れば、村長の苦く労ろうが少しは理解出来た。やむなく殷雷は、それっぽい動きで切りかかり、受けるまでもない村長の攻こう撃げきを大おお袈げ裟さに防ぼう御ぎよし、数度刃やいばを交まじえる。

　その都つ度どまきおこる観衆のどよめきにクラクラしつつも、ついに村長の足を打った。

　さすがの村長も、フラフラと膝ひざをつく。

　殷雷刀を持った和穂は言った。

「そこまでだな」

　さあ、やっとこのふざけた回かい収しゆう劇げきが終わったと殷雷が思った途と端たん、村長は最後のハッタリを仕掛けた。

「くはっ。やるなお嬢じよう。とうとうこの左手の封ふう印いんを外はずす時が来たようだな！」

　村長はゆっくりと、左手に着つけていた腕うで輪わに手を伸のばす。和穂はゆらりと村長に近づきひくつく笑え顔がおで、腕輪を握にぎる村長の手をさらに握り、言った。これ以上は付き合う義ぎ理りもなかろう。

「外はずさんでよろしい」

　そして、和穂は殷雷刀の柄つかでドスンと村長の腹を打った。たまらず闘とう技ぎ場じよう、いや『舞ぶ台たい』に崩くずれ落ちる村長。

　さて、ちゃんとけりはつけてやろうじゃないかと、殷雷は行動を開始した。

　和穂は天に向かい殷雷刀を掲かかげ、勝利を宣せん言げんした。沸わき立たつ観衆、歓かん声せいを受けて典源も闘技場に登のぼり、和穂に抱きつき飛とび跳はねて喜よろこんだ。

「やった。これで僕ぼくがついに村長なんだ」

　殷雷の眼がん光こうを持つ和穂は、大きくうなずいた。

「だが、典源。経けい緯いはどうあれ、肉にく親しん同士が戦う武道大会など悲かなしいじゃないか。この戦いで、俺おれ……私は戦いの虚むなしさを知った」

　典源と和穂の会話は大だい音おん声じようで会場に響ひびき渡わたった。シンとなる会場。

　両手を広げ、和穂は観衆に向かい言った。村長や鍛か冶じ屋やの跡あと取とりと同じだ。彼らは、殷雷や和穂にではなく観衆に向かって語りかけていたのだ。和穂も観衆に語る。

「願わくば、典源新村長殿どの。これからは、武道大会などで争あらそわず平和に暮くらしてほしい。この大会はこれで最後にしようじゃないか」

　判はん断だんに困こまる典源の耳みみ元もとで、和穂は囁ささやいた。

「納なつ得とくしろよ典源。この武道大会をやめちゃえば、これから先はずっとお前が村長でいられるんだぞ」

　典源はパッと明るい表情になった。闘技場にうずくまっていた元もと村長は、慌あわてて立ち上がろうとするが足元がおぼつかない。

「そ、そうだね。よし、この大会をもって村長決定武道大会は終しゆう了りようだ」

　おおう、と観衆は歓かん喜きの声を上げた。闘技場の周しゆう囲いにいた村人も声を上げたが、それは歓喜の声ではない。

「ば、馬ば鹿か！　典源、意味が判ってるのか」

　観衆の声の前に、村人の声は消えた。

　和穂は静かに言った。

「さて、典源村長。武道大会を終了したのなら、この闘技場はいらないよな。よければ、記念にこの闘技場を私にくれないかな？」

「……こんなの、嵩かさ張ばるだけじゃないか。

　でも欲ほしいのなら進しん呈ていするよ」

「ありがたい。それでは、この闘技場、擬ぎ戦せん盤ばんをいただき、私は退たい散さんしましょう」

　道どう服ふくの娘むすめは腰こしのひょうたんを外はずし、床ゆかに向け、叫さけぶ。途と端たんに闘技場は一いち陣じんの風となり、ひょうたんの中に吸すい込まれた。

　訳わけも判らず、ただ観衆は盛もり上がった。村人たちは絶ぜつ望ぼうの声を上げ和穂に迫せまったが、道服の娘は疾風はやてのように、会場を駆かけ抜ぬけていく。和穂の姿すがたを見み失うしなった村人たちは、典源に怒いかりの矛ほこ先さきを変えた。

　一人気がつかぬ典源は、それを新村長に対する歓かん迎げいの証あかしだと勘かん違ちがいした。

「おお！　みんなそんなに喜んでくれるのか！」




　　　　＊




　村長決定武道大会を観光の目玉とし、莫ばく大だいな利り益えきを上げていた、くだんの村のその後を和穂は知らない。が、擬戦盤を客寄せの道具とした柔じゆう軟なんな発はつ想そうを持つ村長がいるのだ。

　心配はないだろうと和穂は思った。

　心配なのは、村人に袋ふくろ叩だたきにあって村長の座ざから引きずり降おろされたであろう、典源だった。でも、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。たぶん、きっと。




『擬戦盤』

　仮か想そう戦せん闘とうを行う宝ぱお貝ぺい。欠けつ陥かんは本体破は壊かい時じに使用者の安全が保ほ証しようされない事。
















その男の名は







　　　　一




「はっはっは。お嬢じようちゃん。

　確たしかに俺おれの店は、酒さか場ばや食しよく堂どうにしちゃ立りつ派ぱだろうけど、生あい憎にく本当は宿やど屋やなんでね。

　だから、あんまり珍めずらしい酒は置いてないんだ。けど変わった名前の酒だね。酒にゃ少しうるさいが『宝ぱお貝ぺい』なんて酒は初はつ耳みみだ」

　男はそう言って、豪ごう快かいに笑った。

　男の言葉に噓はなく、ここは酒場と食堂と宿屋を一つにしたような店だった。

　一階から二階は吹ふき抜ぬけで、一階の石いし畳だたみの上には幾いくつかの卓たくが置かれている。

　昼ちゆう食しよくには遅おそく、夕ゆう飯はんには早いこの時じ刻こく、ほとんどの卓の上には、椅い子すがひっくり返かえして置かれたままだ。

　石畳には所ところ々どころ小さな水みず溜たまりがあった。

　掃そう除じを済すませて、挨ほこりを抑おさえる為ために軽く水をうったのだろうか。

　男が座すわる卓には三つの丼どんぶりが置かれている。

　一つにはこぼれ落ちんばかりの、えんどう豆の莢さやが入れられている。

　一つには取り出された、えんどう豆。当とう然ぜんのようにもう一つの丼には、まだ莢に収おさまったままのえんどう豆が入っていた。

　男は楽しそうに笑ったまま、ゴツゴツとした太い指で、えんどう豆を莢からはぐ。

　宿屋の入り口で、男に声をかけたのは一人の少女だった。

　年の頃ころなら十五、六、ほっそりとした顎あごに黒こく曜よう石せきのような輝かがやきを持つ瞳ひとみをしていた。

　温おん和わな顔の中で、意い志しの強そうな少し太めの眉まゆが目立つ。だが、全体に調和のとれた顔立ちをしている。

　娘むすめの名は和かず穂ほ。

　和穂は首を横に振り、言葉を続けた。

「あの、違うんです。お酒の話をしているんじゃなくて。宝貝をですね……」

　宝貝。

　仙せん人にんが、己おのれの秘ひ術じゆつの限りを尽つくし、造つくり出した神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　人の姿すがたをとる刀かたなや、その内部に莫ばく大だいな空間を持つひょうたんなど、人間の常じよう識しきを遥はるかに超こえた道具たちである。

　だが、その存在を知らない者にとっては、お伽とぎ話ばなしの中だけのものに過ぎない。

　男にとっても、それは同じだった。男の頭の中で、『宝貝』の名前をつけられて一番不ふ思し議ぎでないものは酒だった。『炎えん帝てい』やら『鬼き哭こく』など、とかく豪ごう快かいな名前の酒は多い。

　いきなり宝貝の話をされればえんどう豆の男のような反応をするのが普ふ通つうなのかもしれない。

　至し極ごくまっとうな反応に、和穂が逆に言葉を詰つまらせた時、若い女の声がした。

「ほらほら、馬ば鹿かみたいにいつまでも笑ってるんじゃないよ。お嬢ちゃんが困こまってるじゃないか。気にしなくてもいいよ。

　この人は年がら年じゅう、間ま抜ぬけに笑ってるんだから。一いつ体たい、何が面おも白しろいんだろうね」

「へへ。俺は元もと々もとこういう顔なんだよ。渋しぶい面つらしてるより愛あい想そうがよくていいだろうが」

　店の一いつ角かくが簡かん単たんな厨ちゆう房ぼうになっていた。厨房を囲かこむように少し高めで、細長い卓が置いてある。女はその厨房の中に腰こし掛かけて、芋いもの皮を剝むいていた。シャリシャリと手て慣なれた仕し種ぐさで、女は包ほう丁ちようを操あやつる。

　男も女も三十前だろうか。料理の下ごしらえをしながらも、二人にはどこかくつろいだ雰ふん囲い気きがあった。

　そうか、ここはこの人たちの家なんだと和穂は考えた。この二人は従じゆう業ぎよう員いんなどではなくて、ここの経けい営えい者しやなのだ。若い夫ふう婦ふか何かなのだろうか？

　男の屈くつ託たくのなさをたしなめた女だったが、彼女の顔にも柔やわらかな笑え顔がおが浮うかんでいる。

　兄妹きようだいというより、小さな店を切り盛もりする惚とぼけた夫と、しっかり者の妻つまに見えた。

　和穂は言った。

「ええぇと、それじゃ宝貝は持ってらっしゃらないんですね？」

　笑顔の男は冗じよう談だんで言った。

「そ。宝貝を持ってる人間が、こうやってせっせとえんどう豆を剝いて、夕飯の準じゆん備びに精せいを出すと思うかい」

　男は全ぜん然ぜん本気にしていないが、確たしかにこの付近に宝貝はあるはずだった。和穂の耳につけられた、小さな白い耳みみ飾かざりは宝貝の存在を和穂に教えているのだ。

　宝貝の在あり処かを探さぐる耳飾り、この耳飾りもまた宝貝であった。名は索さく具ぐ輪りん。

　が、和穂にはこの二人が噓うそをついているようには到とう底てい思えなかった。

　少し困った顔をして女は言った。

「生あい憎にく宝貝はないけど、食事なら出で来きるよ。昼の残りだからちょっと冷さめてるけど。

　しばらくしたら夕飯の時間になるけどね」

　和穂を押おし退のけるように、一人の青年が店の中に入ってきた。黒く長い髪かみに、袖そで付つきの外がい套とうを着ている青年だ。

　青年は銀色に輝かがやく棍こんを両肩に担かつぎ、その棍にだらしなく両手を絡からめている。

　まるで礫はりつけになった罪ざい人にんか、田んぼの中の案か山か子しのようであった。

「どうだ、和穂。宝貝はそいつらが持ってるのか？」

「あ、殷いん雷らい。この人たちじゃないよ」

「……どうして、そうだと判わかる？」

「だって、宝貝を持ってるぐらいなら、えんどう豆の皮を剝いたりしないって」

　理り屈くつが通っているのかどうか、よく判らない話だ。

「それで、『はい、そうですか』って納なつ得とくしたってのか」

「……借しや金きんの取り立てが満まん足ぞくに出来ない子こ分ぶんを叱しかってる親おや分ぶんみたいな言い方はやめてよ。

　でも、本当に知らないそうよ」

　殷雷は面おも白しろそうに口くち笛ぶえを吹ふく。

「ほお。ま、和穂よ。お前の言葉を信じてやろうじゃないの」

　そして、宿屋の二人に向かい笑顔を振りまいた。

「さてと、お二人さんよ。ちょいと質問を変えさせてもらうぜ。

　この宿屋に怪あやしい泊とまり客はいないか？」

「そうさな。怪しいかどうかは知らないが、泊まりの客は一人しかいないぜ」

　厨ちゆう房ぼうの女は慌あわてたが、すでに手て遅おくれだ。

「ちょっと、そう簡かん単たんにお客さんの事をばらしてどうすんのよ！　厄やつ介かい事ごとは御ご免めんだよ」

「居場所を知られて困こまるような客なら、そいつを庇かばう方が厄介だろ」

「で、そいつの部へ屋やはどこだ？」

　宿屋は吹き抜けになっている。

　壁かべ沿ぞいに階かい段だんがあり、一階を見み下おろす手すり付きの廊ろう下かが、階段の先に続いていた。

「階段上がって、角かどから二つ目の部屋だ。名前は桂けい双そうっていう若い男だぜ」

　和穂と殷雷は階段に向かう。

「そうか、ありがとよ。出来るだけ静かにやるが、ちょっとドタバタするかもな」

　殷雷はソロリソロリと廊下を歩み、扉とびらの前に立つ。続いて和穂も後あとを追う。

　宿屋の男は面白そうに、一階から殷雷たちの動きを見けん物ぶつしていた。

　少しばかり楽しそうな男の表情に、女は不満そうだった。男は女に言った。

「心配するな。俺は今の生活で満足してる」

　そして、殷雷は扉を蹴け破やぶり、部屋の中に突とつ入にゆうした。慌てて和穂も後を追う。

　女は肩をすくめた。

「何が、出来るだけ静かにやる、よ」




　　　　二




　犬と猫を三十匹ずつ一つの狭せまい部屋に閉とじ込めたような騒さわぎが、客室の中で巻き起こった。一階からは中の様よう子すは全ぜん然ぜん判わからないが、宿屋の男は別に慌てる様子もない。しばしの騒そう動どうの後、突とつ然ぜんの爆ばく発はつが起き、客室の扉は吹ふっ飛とび、一階へ向けて落ちていった。

　女がたまらず言った。

「喧けん嘩かぐらいならいいけど、火か薬やくは勘かん弁べんしてよ。ちょっとあんた、黙だまらせてきて」

「いいじゃないの。やらせておけ。

　それよか、あれは火薬の煙けむりじゃないぜ」

　と、その時、扉をなくした客室の入り口から和穂が転ころげ出た。

　あまりに強い勢いきおいに、手すりをへし折おり二階から一階に向けて、先せん刻こくの扉のように宙ちゆうを舞まう。

　と、同時にもう一つの人ひと影かげが部屋から飛び出した。死に物もの狂ぐるいのイタチのように、体たい勢せいを低くし、階段を一いち陣じんの風のごとく駆かけ降おり、そのまま宿屋の出入り口に向かう。

　宙を舞う和穂に、出口へ向かう影。

　次の瞬しゆん間かん、尋じん常じようならざる幾いくつかの行こう動どうが起きた。

　宿屋の男は、ヒョイと立ち上がり、三つの丼どんぶりを右手と左手に一つずつ、もう一つを胸むねの高さまでに上げた左足の膝ひざ頭がしらの上に乗せた。

　その動きから全まつたく途と切ぎれずに、左足で卓たくを強く押した。

　蹴ったのではない。

　強く押された卓は、石いし畳だたみの上をガラガラと滑すべり、落らつ下かする和穂と、地面の間に入る。

　卓と和穂は激げき突とつし、壮そう大だいな音を立てて質しつ素そな卓が木こっ端ぱ微み塵じんにへし折れた。

　だが、和穂にとっては、石畳に叩たたきつけられるより、遥はるかに少ない衝しよう撃げきですんだ。

　男の動きは途切れずに、今度は左足の爪つま先さきを今まで座すわっていた椅い子すに絡からめ、そのまま蹴り飛ばす。

　宙を飛ぶ椅子は一直線に逃とう亡ぼうを図はかる影の後こう頭とう部ぶに向かう。

　空くうを切る奇き妙みような音に、影は何なに気げなく振り向いた。不運にも、椅子はその瞬しゆん間かん、影の顔がん面めんに命中した。

　影は額ひたいを押さえ、悲ひ鳴めいにも似にた叫さけびをあげた。

「何をする！　それが客に対する態たい度どか！」

　和穂と激突した卓は、細こまかい木の屑くずと埃ほこりを撒まき散ちらしていた。

　挨の向こうで男は言った。

「桂けい双そうさん。本日の宿やど代だいはまだ貰もらってませんよ。宿代を踏ふみ倒たおすのは泥どろ棒ぼうと一いつ緒しよで、泥棒は見み逃のがせませんな」

「や、やかましい。俺は急いでいるんだ！」

　宿屋の男の顔にはいまだに笑顔があった。それが普ふ段だんの顔なのだろうか？　それとも、今、降こう参さんすれば痛いたい目にはあわせないでやるという『優やさしい』意い思しの表あらわれなのだろうか？

　桂双はゴクリと唾つばを飲のみ込んだ。

　第一、こいつは何者だ？　身のこなしが尋じん常じようではない。こんな男から逃にげきるのは不ふ可か能のうなのではないか？

「判った……」

　桂双が逃亡する気力をなくしたのを確かく認にんして、男はコクリとうなずく。

　しばしの沈ちん黙もくが周しゆう囲いを包つつむ。沈黙が男に冷れい静せいさを取り戻もどさせ、宿屋の中のなかなか素す敵てきな惨さん状じようが目に入る。卓なんか、冗じよう談だんみたいに木っ端微塵だ。

　悪戯いたずらが見つかった子供のような表情で、男は女に言った。

「すまねえ、虎こ蘭らん。ちょっと散らかっちまったな」

　厨ちゆう房ぼうの女、虎蘭は頭ず痛つうを堪こらえるように、額ひたいに手を当てた。

「まったく、しょうがない人だね。

　厄や介かい事ごとは勘かん弁べんしてって言ったのに」
















　へへへと恥はずかしそうに笑いつつ、宿屋の男は言った。

「はて？　部屋の中には、三人いたはずだよな虎蘭？」

「そこでのびてるお嬢じようちゃんに、宿代踏み倒し男でしょ。そういや棍こんを持った、髪かみの長い兄にいちゃんは、どうしたんだろうね？

　嫌いやだよ、部屋の中で死んでるんじゃないだろうね」

「まさか。あの兄ちゃんが、こいつに殺されたりするもんか。あいつは、凄すご腕うでの武ぶ人じんだったんだぞ」

　臨りん戦せん態たい勢せいであろうが、完全に気を抜ぬいた状じよう態たいであろうが、武人には常つねに独どく特とくの仕し種ぐさがついてまわる。それは、獲え物ものを狩かるのが上う手まい豹ひようも下へ手たな豹も、動作の根こん幹かんに潜ひそむものが同じであるのと一緒だった。

　一ひと目めで殷雷の腕前に気付いていたこの男もまた、一いつ端ぱしの腕前を持っていたのだ。

　二人の会話が聞こえていたのか、もう一つの影が扉とびらのない客室から現あられる。

　足あし元もともおぼつかぬふらふらとした人影。

　顔色一つ変えずに和穂を助け、桂双を捕つかまえた宿屋の男ではあったが、その人影の顔を見た瞬しゆん間かん大声をあげた。

「あ！」

　部屋からは桂双がもう一人出てきたのだ。

　虎蘭は叫んだ。

「ちょ、ちょっと、一体どうなってるの！」

　無ぶ様ざまに叫んだ姿すがたを取とり繕つくろい、少しばかりやせ我が慢まんし、宿屋の男は余よ裕ゆうを見せた。

「決まってるだろ。宝ぱお貝ぺいのせいだぜ虎蘭」
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　こんなにも理り不ふ尽じんな話があっていいものかと、桂双はわめき続けた。

　正せい確かくには、宿屋から逃げ出そうとした方の桂双だ。彼は蓑みの虫むしのように、縄なわでグルグル巻きに縛しばられていた。

　彼を縛りつけたのは、宿屋の男である。椅い子すがぶつかって出来たタンコブに、硫黄いおうの臭においがする膏こう薬やくを塗ぬりこんでくれたが、包ほう帯たいまでは巻いてくれない。

　宿屋の男の名は狼ろう憂ゆうといった。

　桂双は怒ど鳴なった。だが、狼憂の底知れぬ実力を恐おそれているのか、誰だれに対する怒ど号ごうなのかがよく判わからない。

「こんな馬ば鹿かな話があるか！　和穂と殷いん雷らいをどうにかしのいで、逃げる機き会かいを見み事ごとにつかんだのに、宿屋の親父おやじに捕つかまっただと！

　そんな理り不ふ尽じんな話があってたまるか！

　お前のその動き、兵へい隊たい崩くずれか何かだな！　たまたま泊とまった宿屋の経けい営えい者しやが、都つ合ごうよく兵隊崩れだったなんて、そんな馬鹿な」

　大声が一番響ひびいたのは、案あんの定じよう自分のタンコブであった。尋じん問もんというには、少しばかり奇き妙みような雰ふん囲い気きだった。

　宿屋の卓たくには、グルグル巻きの桂双が座すわり、その正しよう面めんには虎蘭と狼憂が居いる。

　後あとから部屋を出た方の桂双も卓についているが、放ほう心しんしているかのようにボウっとしていた。和穂は、壊こわれた卓の上から別の卓に動かされ、そこでのびたままだ。気付けに酒でも浴あびせる手もあったが、狼憂はそこまでする必要はないと考えた。

　息いきはハッキリしている。すぐに正しよう気きに戻もどるはずだ。

　虎蘭の手には包ほう丁ちようも芋いももない。さすがに、夕ゆう飯はんの準じゆん備びどころではないだろう。

「失しつ礼れいね。うちの旦だん那なは、兵隊崩れじゃないわ。

　ちゃんと勤つとめあげた、兵隊上がりよ。報ほう奨しよう金きんで宿屋を開いて、文もん句くを言われる筋すじ合あいはないからね」

　狼憂は虎蘭と違ちがい、えんどう豆の莢さや剝むきを続けたままだった。豪ごう胆たんそうな風ふう体ていだが、意外にも指先を動かしていた方が落ち着つく性た質ちなのだ。

　桂双は舌した打うちした。

「もういい！　さっさと役人に突き出せ！」

　人をつきうごかすのは、名めい誉よや金だけではない。好こう奇き心しんも立りつ派ぱな行動の理由になる。

　虎蘭は嬉うれしそうに、もう一人の桂双、おし黙だまったままの桂双を指ゆび差さす。

「そうしようかと思ったけど、こんな不ふ思し議ぎなものを見せられちゃ、そうもいかないでしょ。実は双ふた子ごでした、なんて言ったら、グルグル巻きのままドブに捨すてちゃうからね」

　さっきまで、厄やつ介かい事ごとは嫌いやだと騒さわいでいた割には楽しそうじゃねえかと、狼憂は妻つまの顔を見て考えた。

　俺おれが、ちょいとちゃらんぽらんなものだから、普ふ段だんは分ふん別べつのあるふりをしてやがるが、自分だって好奇心をくすぐられて瞳ひとみを輝かがやかせている。からかってやろうかとも思ったが、所しよ帯たいやつれした顔より、ガキみたいな無む邪じや気きな好奇心にかられている顔の方がいい。

　桂双は話わ題だいをすり替かえようと、必ひつ死しになった。

「なあ、判わかるだろ？　宝ぱお貝ぺいは本当にこの世の中にあるんだよ。もう一人の俺も、宝貝のせいでここにいるんだ。

　宝貝をお前らに渡わたす訳わけにはいかないが、代かわりに金をやる。色いろ々いろとぶっ壊こわしちまった物の弁べん償しようなんてチャチな額がくじゃないぞ。

　こんな宿屋を切り盛もりしなくても、一いつ生しよう遊あそんで暮くらせるだけの額だ」

　虎蘭は桂双の頰ほおをつねった。

「こんな宿屋で悪かったね。夫ふう婦ふ二人でやっていくには丁ちよう度どいい広さなのよ」

「いでで、いでで！」

　腕うでを組みつつ狼憂は静かに言った。

「生あい憎にくだけど桂双さん。一生遊んで暮らせるぐらいの銭ぜには持ってるぜ。一生遊んで暮らせて、人間一人殺しても弁償出来るぐらいの銭はある」

　桂双の背せ筋すじをゾクリと悪お寒かんが走った。

「はっはっは。冗じよう談だんだってば。弁償出来るからって、人を殺したりするか！」

　修しゆ羅ら場ばを見た人間の冗談は冗談には聞こえないのだと、桂双は知った。

　窮きゆう地ちの真まん中なかで沈ちん黙もくすれば途と端たんに恐きよう怖ふが増ぞう大だいすると、桂双は今までの人生で学まなんでいた。考えても仕し方かたがない時に、考えるとろくな事にはならないのだ。

「そんなに金があるなら、なんで宿屋なんかやってるんだ！」

「遊んでばかりだと、遊ぶ事が楽しくなくなるでしょ。働はたらいてないと、休日の嬉うれしさが判わからなくなるのよね」

　今までの言動から虎蘭も狼憂も一いつ般ぱん常じよう識しきをわきまえた、人じん格かく者しやであると桂双には判ってきた。

　良くも悪くも、怒おこらせない限りは普ふ通つうの連中だ。が、万まんが一いち彼らの逆げき鱗りんに触ふれたのなら何が起きるのか予よ想そうがつかない。

　狼憂は立ち上がり、丼どんぶりの中の莢さやを塵ちり箱ばこの中へ投げ捨すてた。

「うわっはっは。そんなに怖こわがらんでもいいって。ちゃんと事じ情じようを説せつ明めいしてくれたら、宿代の踏ふみ倒たおしは大おお目めに見てやるからさ。

　で、一いつ体たい何がどうなったんだ？」

「判った。説明はする。だがな、信じられないからといって、噓うそをついているとは思わないでくれ」

　狼憂はうなずき、のびている和穂の側そばに寄よった。

「あんたの言い分だけじゃ不ふ公こう平へいだから、お嬢じようちゃんにも起きてもらうか」

　そして、そのまま和穂の上じよう体たいを起こし、背せ中なかの点てん穴けつ（ツボ）をグイと突つく。

　息の塊かたまりを吐はき出すような、大きな咳せきと共ともに和穂は正しよう気きづいた。

「げほっ！」

　慌あわてる和穂に優やさしく虎蘭は囁ささやく。

「はいはい、大だい丈じよう夫ぶよ。桂双は捕つかまえてあるからね。

　とにもかくにも事情を教えて頂ちよう戴だいな」

「あ！　殷雷が！」

「落ち着いて。あんた、お茶をいれてよ」

「へいへい」
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『ここにいる、虎とらと狼おおかみは人になれていて、とてもおとなしいのです。髯ひげを引ひっ張ぱろうが、牙きばを叩たたこうが、決して嚙かみついたりはしませんよ。

　ここにいるのは、とても優しい虎と狼、悪い人以外には危き害がいを加えません。

　そして、俺は悪い人と普通の人との境きよう界かい線せんにいるのだ。

　誰だれかと誰かが戦たたかっていて、片方が善ぜん人にんだと知れたら、戦っている相手が悪人だと思うのが人にん情じようではないのだろうか。慌あわてている和穂を、虎蘭は根こん気きよくなだめている。

　必ひつ死しに旅の同どう行こう者しや、殷雷の無ぶ事じを心しん配ぱいしている姿すがたは、健けな気げに見える。

　これが、自分の本ほん性しようを隠かくした芝しば居いであるのならば、突つき崩くずせるかもしれないが、生あい憎にくそうではないのだ。

　桂双は考えた。どうすれば、宝ぱお貝ぺいを持ったままこの死地を抜ぬけられるのか？

　目の前には、自分と同じ姿をした他人がいる。こいつが鍵かぎだ』

　桂双は深く深く考え、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。




　和穂はどうにか落ち着きを取り戻もどした。

　そして、思い詰つめているのか何も考えていないのか判はん断だんに苦しむ表ひよう情じようを浮うかべた、もう一人の桂双を見つめた。

「殷雷！　しっかりしてよ！」

　答えは返らない。

　これは興きよう味み本ほん意いで首を突っ込むような事件じゃなかったのかと、少し心配しながらも虎蘭は言葉を繫つなげた。

「まあ、心配なのは判るけど、何がどう心配なのか判らないんじゃ、私たちも協きよう力りよくしようがないじゃない。最初から話してね」

　そして和穂は語り始めた。

　自分が元もと仙せん人にんである事。ある日誤あやまって欠けつ陥かん宝貝の封ふう印いんを破やぶり、人間の世界に宝貝をバラまいてしまった事。責せき任にんを感じ、全すべての仙せん術じゆつを封印して宝貝の回かい収しゆうに出た事。

　狼ろう憂ゆうは笑う。

「んな馬ば鹿かな話を信じられるかよ。

　と、言いたいがやっぱり『コレ』は宝貝の仕し業わざなのか？」

　指ゆび差さしたのは、二人の桂双だった。和穂はうなずいた。

「はい。宝貝の反はん応のうを探さぐる宝貝があるんですけど、細こまかい場所までは判らなくて。

　それで、さっき狼憂さんに尋たずねたんです。

　で、結けつ局きよく桂双さんの部屋に入って……」

　先せん刻こくまでの騒そう動どうを虎蘭は思い出す。

「……とっくみあいになったんだね、お嬢じようちゃん」

「そうです。それで桂双さんが、懐ふところから小さな筆ふでを出して殷雷に何かをしたと思ったら、突とつ然ぜん爆ばく発はつが起きて、殷雷が桂双さんになっちゃったんです」

　宝貝の存そん在ざいを否ひ定ていしないなら、全ぜん然ぜん不ふ思し議ぎな話ではない。狼憂が火か薬やくではないと、分ぶん析せきしたのは正せい解かいだった。あれは宝貝が作さ動どうした時の爆発だったのだ。

　宝貝の正確な能のう力りよくが判れば、全すべてに道どう理りが合うのだろう。丁てい寧ねいに『さん』付けをしていたが、だんだんと桂双を見つめる虎蘭の目に鋭するどさが増ましていった。

「……さて、桂双さん。その宝貝ってのはどこにあるの？」

「なあ、あんたたち。

　あんたたちには、俺おれは宿代を踏ふみ倒たおして、その上、拾ひろった宝貝を返さない悪人に見えてるだろうが、それは違ちがうぞ。宝貝の尋じん常じようならざる能力を知れば、俺の行動だって納なつ得とくいくぜ」

「……いいからどこにあるの？」

「……懐の中だ」

　いわれるまでもなく、狼憂は桂双の縄なわを解ほどきにかかった。

　冗じよう談だんみたいに、グルグル巻きにしていたので少しばかり手て間ま取どる。

　その間にも、もう一人の桂双は頭ず痛つうでもするのか、胎たい児じのような格かつ好こうで頭を強く抱かかえていた。

「お、思い出せない」

「殷雷……」

　しばしの時が流れ、ようやく桂双のいましめが解とかれた。血の巡めぐりを元もとに戻もどそうと肩かたを動かす桂双の鼻はな先さきに狼憂は指を突き立てた。

「動くな」

　桂双に宝貝を使われるのを警けい戒かいしての言葉だった。

　用よう心じん深く狼憂は懐を探さぐるが、それらしい物は全まつたくない。

「思っていたよりいい度ど胸きようじゃないか。

　宝貝はどこだ！」

「な、ないだと！　まさか、さっきふん縛じばられた時に落としたのか！」

　桂双の頭の中を嫌いやな想そう像ぞうが駆かけ巡る。宝貝の在あり処かを隠かくすという行動は、虎とらと狼おおかみの逆げき鱗りんにチョッピリ触ふれる気がした。

　しかし、本当に知らないのだ。言いい訳わけをする前に冷ひやや汗あせがダラダラと流れる。

「ありゃ、これかな？　卓たくの下に落ちていたが？」

　冷や汗は安あん堵どの汗になり、どちらにしろ桂双の体は汗だらけになった。額ひたいのタンコブに汗が染しみてヒリヒリする。

　卓の上に置かれたのは、小さな白い筆ふでだった。宝貝と呼ぶには、あまりにも可愛かわいらしい筆である。それでも、虎こ蘭らんは用心深く筆を手に取った。

　狼憂は素す直なおに桂双に頭を下げた。

「すまん。疑うたがったりして。おわびに、今度は手首だけで勘かん弁べんしてあげよう」

　簡かん単たんだが恐おそろしく硬かたい結むすび目めで、桂双の手首は後うしろ手でに括くくられた。

「もがくと締しまるから、静かにしろよ。

　しかし、それが本当に宝貝か？　筆は筆でも、そいつは化け粧しよう用ようの筆じゃないのか？　眉まゆを塗ぬったり、頰ほお紅べにを散ちらしたりするやつじゃないか。夫ふう婦ふになってから、あんまり使わないよな、虎蘭お嬢じようさま」

　筆をもてあそぶ虎蘭の背中が、一いつ瞬しゆんビクリとした。続いて女の顔に驚きよう愕がくの表ひよう情じようが浮かんだ。

「本物よこれ！」

「虎蘭や。なんで本物だと判わかる？　お前は宝貝を前に見た覚おぼえでもあるのか？」

「違ちがう！　筆が教えてくれたのよ！

　自分の能力に略りやく歴れき、使い方、名前に欠けつ陥かんまでもよ。

　名前は照しよう双そう筆ひつ。幾いくつかの失敗作を経へて造つくられた、変へん化げ術じゆつの宝貝の完成品！　変化術の宝貝はこの照双筆の完成をもって、終しゆう了りようしたんだって！」

　和穂には思い出すところがあった。

「そういえば、龍りゆう華か師し匠しようは変化の術が苦にが手てで変化術に係かかわる宝貝も、あんまり出で来きがよくなかったんです。

　まさか、完成品があったなんて」

　只ただ一人、狼憂だけは疑ぎ心しん暗あん鬼きだった。

「いまいち、信しん用よう出来ないな。どれ、貸かしてみな」

　百の説明よりも、触さわる方がいいだろうと、虎蘭は照双筆を手渡す。狼憂の背せ筋すじも一瞬ビクリとしたが、彼は慎しん重ちようだった。

「なるほど。だがな、虎蘭よ。これだけで信用したんじゃ、甘あまいぜ。実際に使えるか調べてみないとな。……そうだな」

　照双筆を狼憂は自分の顔に使った。変化術の宝貝ならば、実じつ際さいに変化させてみるに限かぎる。

　さらさらと筆は走り、狼憂の周しゆう囲いが突とつ然ぜん爆ばく発はつした。

「あんた！」

　煙けむりは朝もやのように、すぐさま晴はれ、そこには和穂がいた。

　顔は勿もち論ろん、体たい格かくから服ふく装そうまで全まつたく和穂と同じ姿すがたをしている。虎蘭と和穂は呆あつ気けにとられるが、狼憂本人だけはすぐに実感が湧わかなかった。

　が、自分の指先がほっそりとした女のものになっているのを見、変化が実現したのを知った。

「これは！　よし虎蘭、俺はちょっと水みず浴あびをしてくるぞ！」

　途と端たんに虎蘭の張はり手てが、狼憂が化ばけた和穂の頰ほおに炸さく裂れつした。身も疎すくむような断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから転ころげ落ちたとてつもなく巨きよ大だいな牛うしが、海かい面めんに叩たたきつけられるような音がした。

　爆ばく煙えんを上げながら狼憂は吹ふき飛とび、変化は解とかれた。

「ぶべっ！　ほんの冗じよう談だんだろうに」

「冗談が年とし寄よりくさいわよ！」

　自分が殴なぐられたのではないが、自分と同じ姿をしたものが、あれだけの勢いきおいで殴られたのだ、和穂は思わず涙なみだ目めになり、自分の頰を摩さすった。

「い、痛いたそう！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、あれぐらい」

　そうだ、それよりも早く殷いん雷らいを元に戻もどさねばと和穂は思い出した。

「それじゃ、照双筆の能力で殷雷は桂けい双そうさんの姿になってるんですね……でも、どうして元に戻らないんです？」

　虎蘭は狼憂を手て招まねきする。

「照双筆には欠けつ陥かんがあるでしょ。それがこれなのよ」

　狼憂の胸むなぐらを摑つかみ、虎蘭はサラサラと照双筆で狼憂の顔に細さい工くをした。

　またしても爆発が起こり、狼憂は再ふたたび和穂となった。

　それの何が欠陥なのか和穂には判わからない。

「それがどうしたんです？」

「それがどうしたんです？」

　二人の和穂は同じ声で同じ質問をした。狼憂がふざけているのかと和穂は思ったが、そうではなさそうだ。

　二人の和穂の中で疑ぎ問もんが渦うず巻まく。困こまっている時の自分はこんな顔をしているのかと、本物の和穂は少し照てれた。

　二人の和穂を見て、虎蘭は言った。

「自分で変へん化げをしたのなら、これに欠陥はない。けど、他人に変身させられれば自分が何であるかを忘れてしまう……いや、正確には魂たましいまでも複ふく製せいされちゃうのよ」

　腕うでを縛しばられていた桂双が口を挟はさむ。

「自分に変化する意い思しがないと、変へん身しん行こう為いに精せい神しんが巻き込まれるんだ」

　狼憂の和穂は大きくうなずく。

「へえ、そうなんですか。あ！　それじゃ殷雷は無理やり変身させられたから、自分が殷雷だって判らなくなっちゃってるんだ」

　まさに完かん璧ぺきな変化であったが、自分の旦だん那なが完璧にこなす娘むすめの姿に、虎蘭の顔が引きつる。

　本物の和穂が続いて喋しやべる。

「でも、狼憂さんを私に変えたって事は、元に戻す方法も判ってるんですよね」

　虎蘭は卓たくを見回す。和穂と桂双が二人ずついる卓は壮そう観かんと言えば壮観だったが、かなりややこしい状じよう況きようだった。

「そうよ。馬ば鹿かみたいだけど、こうすれば変化は解とけるって照しよう双そう筆ひつは教えてくれた」

　むんずと狼憂の和穂の胸むなぐらを摑つかみ、虎蘭は力ちから任まかせに揺ゆさぶった。

「いい？　あんたは和穂じゃなくて、狼憂なのよ！」

「なに言ってるんですか。私は和穂です」

「いいや違ちがう、狼憂、狼憂狼憂狼憂」

　名前を繰くり返かえすだけだが、それが呪じゆ文もんであった。自分の名前。それがたとえ変身の呪じゆ縛ばくの中でも本ほん来らいの自分を呼よび覚さます。

　またしても爆発が起き、途と端たんに狼憂は元の姿に戻る。

「あれ？　俺おれはどうしたんだ？」

「いいから黙だまってなさいよ。

　ま、そういう事。髪かみの長い兄にいちゃん……殷雷だっけ？　彼の名前を繰り返し耳元で唱となえれば元に戻る」

　安あん堵どの溜ため息いきが和穂の口から漏もれた。

　後ろ手の桂双が文もん句くを挟はさむ。

「待まて！　むざむざ宝ぱお貝ぺいを返す必要なんかないんだぞ！　その小こ娘むすめも幾いくつか宝貝を持ってるはずだ。そいつを倒せば、お前たちにも宝貝が手に入るんだ！」

　虎蘭はポンと手をうった。

「言われてみれば、それもそうね。和穂ちゃんと桂双さんを倒すのなんて簡かん単たんだものね」

「そうだな虎蘭。そうするか？」

　桂双の顔から血の気がひいた。手首を縛しばられた桂双に、狼憂が迫せまり虎蘭は和穂の前に立ちふさがった。桂双はわめく。

「わわわ判った。照双筆は渡わたすから命だけは助けてくれ！」

　ゆるりと虎蘭は和穂の胸ぐらを摑む。

　が、和穂は微笑ほほえんだ。

「怖こわがったりしませんよ、虎蘭さん。冗じよう談だんなんでしょ？　静かに生きるのに、宝貝なんか必要ないですもん」

　狼憂は両手を上げた。

「若いのにたいした眼がん力りきだ。俺たちがもう望のぞむ物は全すべて手に入れてると見み抜ぬくとはな。

　宝貝なんて余よ分ぶんな物は欲ほしくない。欲しいのは日常と、たまの刺し激げきだ。和穂お嬢じようちゃんよ、あんたにゃ悪いが、今回の騒そう動どうはいい刺激になったぜ」

　和穂は首を横に振り、冷ひや汗あせを流す桂双を横目に、卓にうずくまる桂双に語りかけた。

「しっかりして殷いん雷らい。あなたは殷雷、刀かたなの宝貝なのよ。あなたの名前は殷雷。殷雷刀とうよ。思い出して。殷雷、殷雷、殷雷」

「さて、あとはこいつを役人に引き渡して、そいつがポンと弾はじけて元の兄ちゃんに戻もどればめでたしめでたしだ」

　和穂は何度も、殷雷の名を繰くり返した。

　が、桂双はいつまでたっても桂双のままであった。




　　　　五




　半はん刻こく（一時間）後。

　状じよう況きようがかなりやばくなったと、桂双は肌はだで感じた。気の抜ぬけた桂双は、いつまでも桂双で殷雷には戻らない。

　これこそ最後の手段だと、照双筆が狼憂の手でへし折おられてからも、かなりの時間が経けい過かしていた。

　しかし、それでも変へん化げは解とけなかった。照双筆が壊こわれても、変化そのものは解けなかったのだ。

　腹はらの中のどこかに余よ裕ゆうを見せていた、虎こ蘭らんと狼憂の顔からも笑えみが完全に消えていた。

　和穂は完全に青ざめ、何度も殷雷の名を呼ぶが状況は変わらなかった。

　八やつ当たりの矛ほこ先さきが、いつ自分に向けられるかと思うと桂双は気が気ではない。

「ちょっと、ちょっと殷雷。本当にしっかりしてよ！」

　非ひ力りきな娘むすめとはいえ、これだけ長い間揺ゆさぶられ続け、桂双の顔からは、さらにしまりがなくなっていく。

「…………」

　軽く握にぎった拳こぶしで、コンコンと虎蘭は頭を叩たたいた。

「こりゃやばいね」

　狼憂は言った。

「あ、照双筆を使って、もう一度この桂双を殷雷に変化させりゃよかったんだ」

　妙みよう案あんだった。この提てい案あんの前に、照双筆を壊こわせば殷雷は元に戻ると力りき説せつして実行さえしなけりゃ惚ほれ直なおしていたのにと、虎蘭は呻うめく。

　卓の上の照双筆は、真まっ二ぷたつに折られている。

「先に言いなさいよ、あんた！」

「殷雷ぃぃ。元に戻って！」

　ついでに後うしろ手での桂双も叫さけぶ。

「俺のせいじゃないぞ！　逃にげる為ための時間稼かせぎぐらいのつもりで、照双筆を使ったんだからな！」

　叫びの後には、重い沈ちん黙もくが流れた。

　打つ手をなくした和穂は、惚ほうけたままの桂双の顔を抱だき締しめた。

　もはや祈いのりしか頼たよれるものがない和穂は、桂双の髪かみを優やさしく撫なでて言った。

「お願い……」

　和穂の瞳ひとみから一ひと筋すじの涙なみだが零こぼれ、桂双の髪に触ふれた。

　その途と端たん、桂双は和穂の手を優しく解ほどき、立ち上がった。タンコブをこしらえている桂双も自分の事なのか他人ひと事ごとなのか、少し混こん乱らんしながらも、もう一人の自分の行動を見る。

　今までの虚うつろな瞳に、少しばかり輝かがやきが戻っているようだった。祈りは通じたのかと、狼憂と虎蘭も息を吞のんだ。

　和穂と宿やど屋や夫ふう婦ふ、そしてタンコブの桂双の注ちゆう目もくを浴あび、桂双は言った。

「いや。私は桂双だ」

　舌した打うちしながら虎蘭と狼憂は、和穂から桂双をひっぺがし、その拳を桂双の顔に炸さく裂れつさせ二人で同時に叫ぶ。

「ここで、元に戻れば盛もり上がるのに！」

　もう一人の桂双のようにタンコブは出で来きなかったが、それでも痛いたいものは痛い。

「んな事言われても！」

　和穂は力をなくし、フラフラと石いし畳だたみの上にへたりこんだ。

　狼憂と虎蘭は加か減げんしながらも、タンコブのない方の桂双をポカポカ殴なぐった。

「ほれ、可哀かわいそうじゃないか、こんなに落ちこんで！」

「でも、私は桂双で殷雷じゃない！」

「くあ！　いつまでそんな意い地じを張はるか」

　意地ではないと知りつつも、夫婦は八やつ当たりを続けた。

　と、その時。和穂がふいに笑い始めた。屈くつ託たくのない明るい笑顔に、さすがの宿屋夫婦の背せ筋すじにも冷たいものが走った。

「しっかりしな。あんたがしっかりしなくてどうする！」

　和穂は涙を拭ふいた。それは悲しみの涙ではなく、笑いの涙だった。

「はっはは！　簡かん単たんな話じゃないですか。さっき虎蘭さんは狼憂さんを、私に化ばけさせましたよね」

「そうだけど」

「あの時の狼憂さんて、やる事まで私にそっくりだったでしょ」

　姿すがた形かたちは当とう然ぜんとし、言葉や考えかたまでも確たしかに一いつ緒しよであったと虎蘭は思い出す。あの時の狼憂は魂たましいまで本物の和穂を写うつしていた。

　和穂は続けた。

「でも、この二人の桂双さんが似にているのは姿だけです。行こう動どうは全ぜん然ぜん似ていません。だから……」

　あっと、虎蘭は理り解かいしたが、狼憂には判はん断だんがつかない。

「それがどうしたんだい、お嬢じようちゃん」

「完全な複ふく製せいが出来るはずなのに、本物と複製の行動が違ちがうんですよ。

　それはどういう時に可能かと言えば」

　狼憂も答えに辿たどり着ついた。

「！　本物の方が普ふ段だんと違う行動を取っている！」

　和穂はうなずき、虎蘭たちは一いつ斉せいに桂双を指差した。立ち上がった桂双ではなく、後ろ手に括くくられたタンコブの桂双の方だ。

　そして、三人は言った。

「こっちが、殷雷だ！」

「な、なんだと俺おれは、俺は、俺は……」

　途と端たん、タンコブの桂双は爆発に包つつまれた。

　爆ばく煙えんの中から、殷雷は姿を現あらわした。立ち上がっていた桂双は両手を上げる。

「判わかった。私の負けだ」




　　　　＊




　殷雷は卓たくに座すわったまま、えんどう豆の莢さやを剝むいていた。彼の記き憶おくは、桂双が照しよう双そう筆ひつを使った時点から途と絶だえていた。ゆえに、自分の額ひたいになぜ、タンコブがあるのか殷雷には理解出来なかった。

「……ともかく、こいつら二人に世せ話わになったのは判わかったぞ和穂」

　和穂は厨ちゆう房ぼうの中で芋いもの皮を剝く。意外と器き用ように包ほう丁ちようを扱あつかっている。

「でしょ。二人が助けてくれなきゃ、もっと厄やつ介かいな事になってた。お礼れいはしなくちゃね」

「判っているが、和穂。なんで謝しや礼れいの金かねを包むんじゃ駄だ目めなのだ？」

　虎蘭と狼憂は、殷雷と同じ卓の上で、チビチビと酒を吞のんでいた。

　虎蘭は言った。

「やるべき仕事をやらずに済すむのが、楽しいんじゃないの。金なんかいらないから、夕ゆう飯はんの準じゆん備びを頼たのむよ」

　殷雷が切り返す。

「だから、謝礼の金で二、三日休きゆう養ようでもすりゃ」

　狼憂は酒をあおる。

「休むんじゃなくて、さぼるのが楽しいんだよ。兄にいちゃん、まだまだ若いな。

　ほら、虎蘭。もう一いつ杯ぱいいきな」




『照双筆』

　他人に化ばける為ための宝貝。龍りゆう華かはこの能のう力りよくを持つ宝貝を幾いくつか製せい造ぞうしたが、照双筆をもってほぼ完成の域いきに達たつした。

　場合により、変へん化げの村たい象しよう人じん物ぶつの人じん格かくまで複ふく製せいしてしまう欠けつ陥かんを持つ。
















揺ゆるぎなき誓ちかい







　　　　一




「和かず穂ほ、僕ぼくが宝ぱお貝ぺいだ」

　少年は優やさしく微笑ほほえみながら、道どう服ふくの娘むすめ、和穂にそう告つげた。

　少年といっても、子供ではない。青年と少年の丁ちよう度ど境きよう界かいのような年とし頃ごろだった。

　どことなく中性的な雰ふん囲い気きがある華きや著しやな少年であったが、その体を形作る骨こつ格かくは男性のものであった。

　長い髪かみではなかったが、柔やわらかい髪質なのか、弱い風にもゆっくりとそよいでいる。

　細ほそ身みであるが、病的な感じは一いつ切さいない。その為ため、彼の白はく髪はつは銀ぎん髪ぱつにしか見えなかった。

　少年は林の中にいた。

　林といっても、深いものではなかった。どうにか日ひ射ざしは遮さえぎっていたが、深い林の持つ独どく特とくの湿しめり気けまではなかった。

　草も踏ふみ固かためられていて、恐おそらく地じ元もとの人間が近道として使っている場所なのだろう。

　少年の笑え顔がおは、真の笑顔と言えた。善ぜん意いにしろ悪あく意いにしろ、喜よろこびにしろ自や棄けにしろ、理由のある笑顔とは違ちがっていたのだ。真の笑顔の前に、和穂は少し気を吞のまれた。

「ええと、あの、その、それじゃ回かい収しゆうさせてもらいます」

　和穂も少女と娘の境界に立っているような年頃だったが、少年がギリギリに少年であるように、和穂はギリギリに娘であった。

　まだ幼おさなさが残る顔には意い志しの強さを表あらわす、しっかりとした眉まゆ毛げが、のっている。

　ほっそりした顎あごの少し上には、どんな口くち紅べにでも作れないような、淡あわい紅べに色いろをした唇くちびるがあった。彼女の細い指は、耳につけられた小さな耳みみ飾かざりに添そえられたままであった。

　少年の正しよう体たいが少年ではなく、和穂の正体も普ふ通つうの人間と、少し違ちがうように、その耳飾りも尋じん常じようの耳飾りではなかった。

　耳飾りの名は索さく具ぐ輪りん。地上にある宝貝の在あり処かを示しめす宝貝であった。

　仙せん人にんが造つくり出した、神しん秘ぴの道具を宝貝と呼よぶ。仙人が己おのれの仙せん術じゆつをもって造った道具である。宝貝は尋常ならざる能力を持っていた。

　宝貝の在り処を探さぐる索具輪であったが、索具輪は少しばかり精せい度どに問題があった。

　近くに宝貝があると、和穂に示してはいたが、実じつ際さいにどれが宝貝かまでは教えていなかったのだ。

　林の中には、少年以外にも小道を行く人の姿すがたがあった。キョロキョロと周しゆう囲いを見回す和穂に対して少年は、先に自分の正体を語ったのであった。

「さっさと、自分の正体を白はく状じようするとはいい心こころ掛がけじゃねえか」

　和穂の後ろに立つ青年が口を開いた。青年の名は殷いん雷らい。男にしては長い黒くろ髪かみを持ち、髪と同じような黒い袖そで付きの外がい套とうを羽は織おっている。肩かたには銀色の棍こんを担かついでいた。

　それほど低い声ではなかったが、相手を圧あつ倒とうするような気き迫はくに満ちた声だった。

　その声に負けないように、眼がん光こうも鋭するどかった。大おお柄がらな男ではなかったが、そのたたずまいは一目見るだけで、殷雷が武ぶ人じんであると物もの語がたっていた。

　少年が自分は人間ではなく宝貝であると告つげても、殷雷と和穂は少しも不ふ思し議ぎには感じなかった。当の殷雷も、その本ほん性しようは殷雷刀とうという刀かたなの宝貝だったのだ。幾いくつかの宝貝は人間の姿をとる能力を持っていた。

　少年は殷雷に目をやるが、その笑顔は和穂に向けたものと全まつたく変わっていなかった。

「僕たち宝貝を地上にばらまいてしまった和穂仙人は、責せき任にんを感じて自分の仙術を封ふうじて宝貝回収の旅に出た。というのは本当の話だったんだね。

　仙術の使えぬ和穂には殷雷刀が護ご衛えいについているというのも本当なんだ。そっちの人が殷雷なんだろ？」

　和穂はこくりとうなずいた。後こう頭とう部ぶで括くくった彼女の髪が揺ゆれた。

　和穂は索具輪から手を離はなし、腰こしにつけたひょうたんを外はずした。

　ひょうたんもまた、断だん縁えん獄ごくという宝貝であった。宝貝、断縁獄の中に和穂は宝貝を回収しているのだ。

　ひょうたんを持ちつつ、和穂は言った。

「あの、お名前を教えていただけますか？」

　少年はうなずき、答えた。

「僕の名は帰き書しよ文ぶん。悪いけど、回収される訳わけにはいかないんだ」

　和穂の肩に手を置き、彼女を下がらせて殷雷が一歩前に出た。

「よく判わからん奴やつだな。自分が宝貝だとさっさと白状した割にゃ、回収されるつもりはないだと？　見たところ武器の宝貝じゃないんだろ。力ずくで回収されたいか！」

　何かが少し奇き妙みようだと和穂は感じた。

　今までに何度も繰くり返かえした宝貝回収だが、いつもと少し違っている。

　目の前にいる少年の正体が宝貝なのは、間ま違ちがいなさそうだ。

　だが、肝かん心じんの使し用よう者しやの姿がどこにも見み当あたらないのだ。

　いかに仙人が造つくり、尋じん常じようならざる能力を得たとはいえ、宝貝もまた道具である。

　誰だれかに使われたいという、道具の業ごうを持っているのであった。

　今までの回収では、一度の例れい外がいもなく、宝貝は宝貝の使い手と共ともに居いたのだ。

　和穂は尋たずねた。

「帰書文さん。あなたの使用者は、どこに居いるんです」

　殷雷も同じ疑ぎ問もんを感じていたのか、口を挟はさまず帰書文の返へん答とうを待った。待ちながらもその瞳ひとみは、隙すきなく少年を見つめていた。

　帰書文は、ゆっくりと目の前の土の塊かたまりを指ゆび差さした。

　大きな鰻まん頭じゆうのような形をした土の塊、それは墓はかでしかなかった。作られてからまだ数日も経たっていないのか、土はまだ乾かん燥そうしてはいなかった。

　驚おどろく和穂たちに、帰書文は言った。

「僕の使用者はこの人だ。

　僕の能力を知らずに僕を使った。でも、亡なくなっちゃった」

　和穂は言った。

「亡くなられた？」

「そう。でも勘かん違ちがいしないでね。盤ばん達たつは誰かに殺されたとか、そういうんではないんだ。

　年とし老おいて体が弱ったところに、厄やつ介かいな病気を背せ負おいこんでしまったんだ。

　たいして苦しまないうちに死んだのは、幸しあわせだったと言うべきだろうね」

　使用者を誰かに殺され、その仇かたきを討うちたがっているのでもない。殷雷は、少し焦じれた。

「なら、さっさと回収されちまえ」

　帰書文はうなずく。

「でも、盤達の為ためにも回収される訳にはいかないんだ」

　仇討ち以外の理由があるのだろうか。軽く溜ため息いきを吐つき、殷雷は棍こんを構かまえた。

「気持ちは判わからんでもないが、死んだ使用者に義ぎ理り立だてしてどうする」

　真の笑顔が少し崩くずれ、帰書文の笑顔が悪戯いたずらっぽいものに変わる。

「刀かたなの宝貝なのに、情じように脆もろい欠けつ陥かんを持つという殷雷刀の言葉とも思えないじゃないか。きみの欠陥は有名だからねえ」

　殷雷は挑ちよう発はつには乗らなかった。それ以前に帰書文に挑発する考えがあったのかも定さだかではない。

「義理立てするなというのは、一いつ般ぱん論ろんだ。

　だがな、使用者がいないのに、地上をふらついてどうする」

　帰書文は真の笑顔で言った。

「勘違いしているよ、殷雷。僕は盤達に義理立てしてるんじゃない。自分の宝貝としての機き能のうを全まつとうしたいだけだ」

　舌した打うちしながら殷雷は切り返す。

「お前の言葉は、いまいち理り解かいに苦しむが、抵てい抗こうするなら力ずくで回収させてもらうだけの話だ」

　帰書文は首を横に振った。

「無む理りだ。きみに僕は破は壊かい出で来きない」

　殷雷の唇くちびるが上うわ向むきに引きつり、笑顔を作った。

「け。珍めずらしく素す直なおな宝貝かと思ったが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいというやつか。こちとら、刀の宝貝なんでね。気き勢せいが乗れば、鎧よろいの宝貝とて叩たたき斬きれるんだ！　いくぞ和穂！」

「ちょっと待ってよ！　事じ情じようを教えてもらおうよ！」

「うるせい。武ぶ具ぐの宝貝でもないくせに、俺おれの刃やいばが通用しないとほざいてるんだ。ちょいとばかし、お手て合あわせ願ねがおうじゃないか」

　殷雷は銀色の棍を軽く宙ちゆうに放ほうり投げ、後ろに飛びすさった。

　飛びすさりながら、彼の体を爆ばく煙えんが包つつみ込んでいく。殷雷の体が消えた瞬しゆん間かんに、煙けむりの中から現あらわれた一ひと振ふりの刀を和穂は慌あわてて摑つかむ。

　この刀こそが殷雷刀であった。

　あたふたとした和穂の動きが、殷雷刀を握にぎった途と端たんに達たつ人じんの動きに転じた。

　断だん縁えん獄ごくを握ったままの左手を器用に操あやつり、殷雷刀の鞘さやを抜ぬく。鞘を抜く動作自体が、既すでに斬ざん撃げき動作の一部であった。
















　鞘から抜かれた時には斬撃速度は、神しん速そくの域いきに達し、そのまま迷まよいなく帰書文に刃を叩きこもうとした。

　少年の笑顔に変わりはない。

　帰書文には、この素す早ばやい一いち撃げきが見えていないと殷雷は判はん断だんした。

　刹せつ那なに生きる殷雷の動きに合わせ、和穂の思し考こうも加か速そくされていた。

　心を通じて、和穂は殷雷に言った。

『殷雷、無む茶ちやはしないでよ！』

『心配するな。頰ほおの皮一枚ぐらいしか傷つけやしねえよ』

　殷雷刀の刃が少年の頰に触ふれた。

　刃と頰の衝しよう突とつが、巻き起こす轟ごう音おんよりも先に、殷雷は少年の言葉が真実だと知った。

『馬ば鹿かな！　俺の刃じゃ斬れないだと！』

　殷雷刀は少年の体に弾はじかれた。にわかに信じられない殷雷は、二度、三度と少年に攻こう撃げきを加えた。が、結けつ果かは同じだった。

　殷雷は和穂を背はい後ごに飛びすさらせ、間ま合あいを離す。凝ぎよう縮しゆくされた時間は、ゆっくりと通常の時間へと戻もどっていく。

　殷雷刀が仕し掛かけ、弾かれた三つの攻撃の衝突音が、今になってやっと周しゆう囲いに轟とどろく。

　それから、宙に投げられていた銀色の棍こんが地面に落ちた。

　棍を見つめ、和穂は言った。だが、和穂の声を操あやつっているのは殷雷だった。

「お前の面つらに擦すり傷きずを負おわせて、その棍が他面に落ちる前に拾ひろうつもりだったんだがな」

　帰書文は言った。

「僕には宝ぱお貝ぺいとしての欠けつ陥かんが二つあるんだ。

　普ふ通つうの宝貝は、使う前に所しよ持じ者しやに自分の能力を伝つたえられるだろ。生あい憎にく、僕にはその能力がない」

　和穂の体は、殷雷に支配されているのではない。あくまでも主しゆ導どう権けんは和穂にあり和穂が望のぞまない限かぎり、殷雷は和穂を操る訳わけにはいかない。戦せん闘とうを殷雷に任まかせると決めたら、後は自分の体の力を抜けばいいのであった。

　だが今、和穂は自分の体に奇き妙みような緊きん張ちよう感かんがあると感じた。それが、殷雷の緊張感であるとはすぐには気がつかなかった。

『どうしたの殷雷？』

『……あいつは何者だ？　恰かつ好こうをつけてみたが、俺の刃で斬れない物もそりゃ存そん在ざいする。

　だがな、一度でも打ち込めば、斬れない理由は判わかるんだ。あと、どれだけ鋭するどければ斬れるか、どれだけ斬ざん撃げきに重みをかけたら、斬れるかなんてのも判る。

　……判らん。奴の硬かたさが全ぜん然ぜん判らん』

　帰書文は言葉を続けた。

「もう一つの欠陥は、僕が強すぎる事だろうな。龍りゆう華かは僕を恐おそれたんだ。龍華とて僕を簡かん単たんに止められはしないだろう」

　和穂は生なま唾つばを飲のみ込こんだ。

　龍華。和穂の師し匠しようにして、この地上にばらまかれた宝貝の制せい作さく者しやでもある仙せん人にんの名前だった。

　龍華でさえ彼を止められないとは、殷雷の斬撃どころか、龍華の仙せん術じゆつすら通用しないと語っているのだ。殷雷は軽かる口くちを叩たたいた。だが、その声は心なし上うわ擦ずっていた。

「へん。自分は無む敵てきで最強の宝貝だとでも、ほざきたいか！」

「そう言ってもいいかもしれないが、あんまり意味はない。

　僕は他の宝貝とは、ちょっとばかり質が違うんだ。上じよう等とうだ、下か等とうだなんて言ってるんじゃないよ。殷雷刀とうと僕では、宝貝としての意味が違うんだ」

　和穂は帰書文の声に、わずかな悲しみを感じた。

　強い弱いで言えば、帰書文はとてつもなく強いのだろう。だが、だからといって少年の願ねがいが叶かなうかと言えば、そうではないのかもしれない。

　殷雷刀ですら全まつたく歯が立たず、龍華でさえ自分を止められないと、少年は語ったのだ。

　誰だれも彼を止められない。

　が、止められないとしても、目的地に到とう達たつ出来るかどうかは別の問題なのだろうと、和穂は考えた。

　和穂は殷雷刀を鞘さやに収おさめた。

「帰書文さん。話を、聞かせてもらえますか？」

　少年はコクリとうなずいた。




　　　　二




　夕ゆう明めいは凄すご腕うでの商しよう人にんであった。

　二は十た歳ち過ぎの娘むすめの商人としては、尋じん常じようならざる資し産さんを得ていた。確たしかに、彼女の商しよう売ばいは一から始めたものではなく、彼女の親から引ひき継ついだものであった。

　だが、引き継いだ商売の規き模ぼを、彼女は僅わずか数年の間に何倍にも拡かく張ちようしていたのだ。これを才さい能のうと言わずしてなんと言う？

　商売の駆かけ引ひきに、生きがいを感じる夕明は、強ごう欲よくな商人というより、真しん剣けん勝しよう負ぶに生きる勝しよう負ぶ師しの気き迫はくに満みちていた。




　　　　＊




　市いちが立つ町まち中なかを夕明は、フラリとうろついていた。たまの休日である、気に入った服や小物でもあれば買おうと考えていたのだ。

　商売の才能と一いち脈みやく通じるのか、高価だから価か値ちがあるような服に彼女は興きよう味みを示しめさなかった。価値があるから高価な服には、彼女は金に糸いと目めをつけなかったのだ。

　結果として、夕明の服の趣しゆ味みはかなり良かった。体につけている装そう飾しよく品ひんで、一番目め立だつのは耳に付けた翡翠ひすいの飾かざりであったが、それとて論ろん外がいに高価な代しろ物ものではない。

　そんな夕明に声が掛かかった。

「こんにちは、夕明さん。

　御ご無ぶ沙さ汰たしてます、帰書文です」

　夕明が振り返ると、そこには一人の少年が立っていた。夕明は心の中で舌した打うちした。商売でそこそこ成せい功こうを収おさめているのだ、彼女の記き憶おく力りよくは確かであった。

　少年の顔には見み覚おぼえがあった。つい先日、仕事場に現あらわれた少年だ。

　そして、この少年は自分から、借しやつ金きんを取り立てようとしたのだ。

　夕明は商売用の笑え顔がおですっとぼけた。

「あら、どなたでしたっけ？」

　帰書文は頭を搔かきながら、以前に会った時にした説明を繰くり返かえした。

「あれ、忘れてましたか。まあ、いいです。

　それじゃもう一度説明しますね。

　夕明さんは、盤ばん達たつさんからお金を借かりましたね？

　金きん額がくはキッチリ百万源げんです。内うち訳わけは九十八万源に利り息そくが二万源。返へん済さいが半年遅おくれるごとに、二万源の利息がつきます。

　そういう契けい約やくのはずでしたね？」

　すっとぼけた笑顔の中で、夕明の頭ず脳のうは素す早ばやく回かい転てんを始めた。

　そう。この少年の言葉は真実だった。

　あれは数か月前、とっくに隠いん居きよを決め込んだ、元もと商人の盤達から金を借りた。その前より夕明はちょっとした情じよう報ほうを仕し入いれていた。わずかに体調を崩くずした盤達は、医い者しやにかかっていたのだ。

　夕明は医者から情報を買った。

　高こう齢れいの盤達の体力から考えて、このまま病気が癒いえるとは考えにくく、治ち療りようを続けたところで後あと、半年も生いき延のびられはしないと医者は語っていた。その事実を、医者は盤達自身には告つげていない。

　そこで夕明は、医者に口くち止どめをし、盤達に借金を申し込んだのだった。盤達に家族はおらず遺い産さんを相そう続ぞくする者もいないはずだった。

　夕明は軽く呟せき払ばらいして、世せ間けん話ばなしを装よそおい帰書文に探さぐりを入れた。

「ところであなたは、盤達さんの親しん類るいか何かですの？」

　ブンブンと帰書文は首を横に振ふった。

「いえ違ちがいます」

「盤達さんは、身み寄よりがなかったそうですねえ」

「はい」

　さてどうする？　夕明の頭の中を、借金に関係する、あまたの法ほう律りつが駆かけ巡めぐった。

　色いろ々いろ細こまかい部分を考こう慮りよにいれても、盤達の遺産を受うけ継ついだ者がいない限り、あの借金は法律上、消しよう滅めつしたも同どう然ぜんだ。




　夕明の分ぶん析せきは、戦せん闘とうに際さいしての武ぶ人じんの分析に通じるものがあった。

　形は違うにしろ、どちらも真しん剣けん勝しよう負ぶには変わりなかったのである。

　商売の一番肝かん心じんな原げん則そくを、夕明は思い出していた。

『払うべき金はさっさと払い、払ういわれのない金は絶ぜつ対たいに払わない』

　婦書文は遺産の相続人ではなく、ましてや国の役人でもない。

　ここは、とぼけるに限った。

「帰書文さん。あなたのお話は全ぜん然ぜん理り解かい出来ません」

「……法律は知っています。

　借金を認みとめた上で、返す必要がないと言われるのなら、それはそれで納なつ得とく出来るんですけどね」

　夕明の中にも罪つみの意い識しきはあった。最初から借かり得どくを狙ねらって、盤達に借金を申し込んだのに間ま違ちがいはない。さすがに後ろめたい気分がないではなかったが、だいたい、盤達は死んでいるのである。

　死んだ人間に金を返してどうなるのだ？

「しつこいですよ。帰書文さん」

　夕明が左手を上げると、人ごみの中から、巨きよ漢かんの男が現れた。

　彼は夕明の護ご衛えいであった。万が一の時の為ために、休日でも彼女は護衛を付けていたのだ。

　その辺あたりにぬかりのある女ではない。

「さて坊ぼうや。ここは天下の往おう来らいで、夕明お嬢じよう様に声を掛かけるのも勝かつ手てだ。でもな。お嬢様はこれ以上、お話はしたくないんだよ」

　護衛の拳けん撃げきは小さく鋭するどいものであった。

　護衛は人間の体が、どれだけの衝しよう撃げきに耐たえられるか熟じゆく知ちしていた。帰書文程度の体たい格かくなら、この一撃で充じゆう分ぶん身み動うごき出来なくなると、護衛は判断し、拳こぶしをみぞおちへと走らせる。

　ガキン。

　護衛は青ざめた。拳は帰書文に命めい中ちゆうしたが鉄てつ板ぱんを殴なぐったような衝撃が拳に走る。

　骨にヒビが入ったのを確かく信しんし、呻うめきながら護衛は言った。

「貴き様さま、化ばけ物か！」

「失しつ礼れいな。人間じゃないだけだよ。

　僕ぼくは暴ぼう力りよくが嫌きらいなんだ。借金の取り立てだけど、お金を強ごう奪だつするつもりはないんだ」

　護衛の大男のような拳をもろに受けて、帰書文は平気だったのだ。

　護衛と同じように夕明も驚おどろいたが、彼女の肝きもは護衛よりも据すわっていた。

「し、知らないものは知らないわよ！」

　喧けん嘩かとは少し様よう子すの違う騒そう動どうに、だんだんと人が集まってくる。

　と、その時。

　一いち陣じんの風のように一人の青年が現れた。

　青年の手には一本の銀色の棍こんが握にぎられている。

　青年は殷いん雷らいであった。

　殷雷は帰書文に向かい、棍を構かまえた。

「むむむ。その気け配はい、貴様、妖よう怪かい変へん化げの類たぐいであるか！」

　帰書文の顔に笑顔が浮うかぶが、少年はそれを慌あわてて隠かくす。

「ええい、うるさい！　お前こそ何なに奴やつ！」

「我わが名は殷雷。お前のような化け物を倒す事を生業なりわいとしている！」

　途と端たん、殷雷は棍を振り回し、帰書文に攻こう撃げきを仕し掛かけた。棍と人間がぶつかる音では決してありえない、金きん属ぞく音おんが周しゆう囲いに響ひびいた。

　護衛の攻撃は全まつたく平気だった帰書文も、殷雷の攻撃は通用するのか、打たれる度たびに足元がフラフラとしていく。

　帰書文は笑いをかみ殺し、言った。

「少しはやるようだな。

　だが、それじゃ僕を倒たおすのは無理だよ」

　出来るだけ不ふ自し然ぜんでないように言葉を喋しやべろうとすればするほど、帰書文の声は芝しば居いじみていった。

　だが、棍であれだけ打たれても、それほど効きいていない帰書文の異い様ようさのせいで、彼の芝居気に気付く者はいなかった。

　殷雷が攻撃を仕掛けてどれほど経たったか、続いて一人の娘むすめが現れた。

　娘は和かず穂ほだった。和穂の姿すがたを認みとめて、殷雷は言った。

「おお、我わが相あい棒ぼうの和穂道どう士しではないか」

　殷雷の言葉も帰書文に負まけず劣おとらず芝居じみていたが、攻撃は真剣そのものだったのでやはり気付く者はいない。

　殷雷は言葉を続けた。

「すまぬが、この妖怪変化に少々手こずっておるのだ。お前の仙せん術じゆつでこやつを打ち払ってくれはしないだろうか」

　和穂の顔が少々引きつった。

　殷雷のあまりの芝居臭くささに、思わず笑いそうになったのだが、ここで笑う訳わけにはいかなく、顔がついつい引きつってしまうのだ。

「ぷ。

　判わかりました殷雷。それでは私の仙術をもってその妖怪変化を追っ払ってみせましょう」

　さっきは殷雷の言葉に、笑いそうになったが、自分の台詞せりふもかなりのものだと和穂は感じた。

　が、今はそれどころではない。

　和穂は適てき当とうに道どう服ふくの袖そでをバタバタ振り回して、恰かつ好こうをつけようとするが、どう見ても袖の中に毛虫でも入って慌あわてているようにしか見えなかった。

　続いて適当に指を色々な形に動かし、印いんを形作るが今一つ、様さまにならない。

　そして、ゆっくりと呪じゆ文もんを唱となえる。

　呪文というより、調ちよう子しっ外ぱずれの歌にしか聞こえない呪文が炸さく烈れつする。

　殷雷の顔も、さっきの自分と同じように引きつっているのが和穂には見えた。

　彼も笑いを堪こらえているのが判ったが、それはお互たがいさまだ。だが、呪文を聞いた途と端たんに帰書文は頭を抱かかえてのたうちまわった。

「う、うわあ、何という仙術！　あ、頭が割れそうに痛いたい！」

　実際に頭が割れそうに痛いのに、自分の状じよう態たいを口に出して喋しやべる余よ裕ゆうがあるのか？　という鋭するどい疑ぎ問もんを覚おぼえる人間はいなかった。

　全体的に異様なのだ。細こまかい不自然さは全まつたく目め立だたない。

　帰書文は頭痛に耐たえ兼かねたのか、そのまま人ごみの中へ消えていった。

　呆あつ気けに取られ、キョトンとしていた夕ゆう明めいがどうにか口を開く。

「な、なんなんです、あなたたちは？」

　和穂が答える。

「はい、見てのとおりの道士です。私の名前は和穂で、こっちは相あい棒ぼうで武ぶ人じんをやってる殷雷です」

「娘の道士なんて、見た事もないわよ！」

　顎あごをさすりながら殷雷が言う。

「この高こう名めいなる和穂道士の名前を知らないとな？　まあ、腕うで前まえの程ほどは今の妖怪との戦たたかいで判ったであろう。素す晴ばらしすぎる、凄すごい仙術だったではないか」

　恰好はともかく、術が通用していたのは本当だった。それよりも、あの帰書文とは、何なのだ？

「和穂道士！　今の帰書文というのは化ばけ物なんですか！」

「はい。恐おそらく、何か目的があって、あなたにまとわりついているんだと思います。

　心当たりがあるなら、原げん因いんを解かい明めいしたほうが良いと考えますが」

「し、知らないわよ！」

　なにせ、百万源げんである。そう簡かん単たんに手て放ばなせる金きん額がくではない。が、このままあの帰書文とかいう化け物にまとわりつかれるのも、夕明は勘かん弁べん願いたかった。

「それじゃ、高名なる和穂道士様。和穂道士様なら、あの妖怪を倒たおせるんじゃないんですか！　お礼はしますから、どうか奴やつを倒してください！」

　和穂に夕明は言ったつもりだが、答えは殷雷から返った。金きん銭せん関かん係けいの受け持ちはこの男なのだろうかと、夕明は思った。

「妖怪退たい治じは少々、値ね段だんが張るぜ。俺おれと和穂で五十万源ずつ貰もらおうか」

　夕明の眉まゆ毛げがひくつく。

　何な故ぜ、百万源の金を守るのに、百万源も使わねばならないのだ。

「ふざけんじゃないわよ。武人だか道士だか知らないけど、払えるのは二人合わせて一万源が限げん度どよ！」

　一万源。だいたい四人家族が一か月暮くらせるぐらいの金額である。夕明の言葉はちゃんと相そう場ばを押さえている。殷雷が吠ほえた。

「たったの一万源で働はたらけだと？　そっちこそふざけんじゃねえぞ」

　和穂が殷雷をなだめつつ言った。

「駄だ目めだよ、殷雷。因こまってる人の足元を見て高いお金をふっかけちゃ。お金が目的の仕事じゃないんだから。

　判わかりました、それじゃ一万源で結けつ構こうです」

　金が目的じゃないのなら、ただにしやがれと夕明は思ったが、ここで値ね切ぎっている場合ではない。

　殷雷は不ふ服ふくそうだった。

「和穂道士が引き受けるのなら文もん句くはない。だがな、相手は妖怪だ。どこに住んでるかも判らないから、必ひつ然ぜん的てきにお前の屋や敷しきを見み張はって現れたところを始し末まつするようになるぞ」

　仕事場を兼かねた自じ宅たくの周まわりをウロチョロされるのは、あんまり気分のいい話ではなかったが、それは仕し方かたがなかった。

「……しょうがないわね。

　ただし、二週間経たってもなんの進しん展てんもないようなら、お金は払わないからね」

　和穂になだめられ、殷雷は怒ど鳴なるのをやめた。

「まあよかろう。その代かわり、寝る場所と食費は面めん倒どうみてくれよ。

　心配するな、鍋なべの一つでも、貸かしてくれりゃ、庭にわ先さきで自じ炊すいするから」

　当然だ。自分と同じ食事をするのなら、食費だけで雇やとい賃ちんを超こえるかもしれないと、夕明は思った。




　　　　三




　和穂と殷雷に、僅わずかばかりの胡う散さん臭くささを感じていた夕明だったが、彼女たちにとりたてて妙みようなところはなかった。

　たまたま仕事が早く終わったので、夕明は和穂たちの様よう子すを見に行く事にした。
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　庭先に和穂たちはいた。丸い卓たくを囲かこんで座すわり吞のん気きに茶をすすっている。

　夕明は皮ひ肉にくっぽく言った。

「おやまあ、なかなか忙いそがしそうじゃないの。和穂道士様、そろそろ十日経ったわよ、帰き書しよ文ぶん退たい治じはどうなってるの」

　和穂が答えた。

「あ、夕明さん、お茶でもどうです？」

　どうですも何も、自分の金で買っている茶なのだ。当然のように、夕明は卓の上に伏ふせてあった湯ゆ吞のみを取り、和穂に差し出す。

　殷雷は肩かたをコキコキ鳴ならして言った。

「高こう名めいなる和穂道士様に、茶をくませてどうするんだよ！」

「……そんなに凄すごいんなら、仙せん術じゆつで帰書文の居い場ば所しよを探さぐったらどうなのよ」

「和穂道士になんと無ぶ礼れいな口をきくか！　なんでも仙術でけりをつけるのは、無理なんだよ。そりゃそうと、夕明よ。趣しゆ味みでガラクタを集めてるって話を使し用よう人にんからきいたぜ」

　ガラクタ。その言葉を開き、夕明の眉まゆ毛げが軽くひくつく。夕明には骨こつ董とう品ひんを集める趣味があったのだ。

　ガラクタ呼ばわりされて、夕明もいい気はしない。

「ガラクタ？

　物を見る目のない人間にとっちゃ、どれだけ素す晴ばらしい骨董も、ただのゴミにしか見えないでしょうからね」

　ムッとした夕明の表情を見て、殷雷はニヤリと笑う。その笑顔に、相手をからかって喜よろこぶ以外の意味があったとは、夕明は気づかなかった。

「俺おれはこれでも目め利ききなんだぜ。ほら、お前のつけてる、その耳みみ飾かざり、本物の翡翠ひすいだがそんなに大きくないよな。でも時じ代だい物ものだから、一万源げんってとこか、和穂道士」

「そうだね」

　夕明は、ハッと息いきをのむ。殷雷の見み立たてどおり、この翡翠の耳飾りの価か値ちは一万源といったところなのだ。

「へえ、少し見直したわ。正せい解かいよ」

　もしも、殷雷たちに骨董の価値を見み極きわめる目がなければ、夕明はこんな行動には出なかっただろう。

「どうせ暇ひまなんでしょ。特別に私の秘ひ蔵ぞうの骨董を見せてあげる」

　物の価値が判わかるならば、絶対に自分の蒐しゆう集しゆうした骨董を見れば、感かん嘆たんするに違ちがいないと夕明は考えたのだ。なかなか、骨董の真の価値を見極める人間は少ないのだ。

　殷雷と和穂は椅い子すから立ち上がった。
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　それは特別に造つくられた蔵くらだった。蔵の中に棚たなが作られ、棚の上に茶ちや碗わんやら壺つぼやらが飾られていた。夕明が、自信を持つだけの事はあり、並べられた骨董は本物だけが持つ、独どく特とくの威い圧あつ感かんを放はなっていた。

　夕明は嬉うれしそうに説明した。

「たまにこうやって飾ってみるの。仕し舞まってるだけじゃつまらないでしょ」

　和穂が蔵の中を見回した。

「うわあ、凄すごいですね」

　褒ほめられて嬉しくもあるが、同時に壊こわされはしないかとの不安も入いり交まじる。

「言っとくけど、割ったりしたら弁べん償しようしてもらうからね！」

「承しよう知ちしてます。割れた物は仙術を使っても元もとには戻もどりませんからねえ」

「だったら気をつけるのね。弁償するのに一生かかるような物もあるんだから」

「はい。注意します」

「……立りつ派ぱな骨董ですね。返へん済さいはこの骨董でも構かまいませんよ」

　唐とう突とつに帰き書しよ文ぶんが出しゆつ現げんした。棚の上の透すき通るような白色の茶碗を手に取り、うなずきながらつぶやく。

「これなんか、相そう場ばじゃ五万三千源はくだらない」

　あまりの驚おどろきに夕明は口をパクパクするだけであったが、殷雷の驚きかたは妙みように冷れい静せいだった。

「や、貴き様さまは帰書文。まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつであるな！　だが、この殷雷、貴様を逃にがしはしないぞ！」

　片手に持った棍こんを構かまえた殷雷を見て、夕明は弾はじけるように叫さけぶ。

「ば、馬ば鹿か！　ここで暴あばれたりしたら！」

「んな事言われても、あいつがここに出たからにゃ」

「う、うるさい！　もしも、割ったりしたら弁償してもらうわよ！　必ひつ要よう経けい費ひだなんて言い訳わけはきかないからね！」

　殷雷は首を捻ひねる。

「なら、邪じや魔まになりそうな骨董は、お前が抱かかえてろ」

　言うなり、殷雷は手の届とどく場所にあった茶碗と湯ゆ吞のみを夕明に向かい放ほうり投げた。

　蜜みつをまぶしたような独特の黒い釉うわ薬ぐすりで飾かざられた、茶碗と湯飲みが宙を舞まう。

　瞳ひとみを完全な真円の形に見開きながら、夕明は茶碗と場飲みを受け取った。

　夕明の心しん臓ぞうは張はり裂さけんばかりに高たか鳴なっていた。もしも、受け取りそこねたらどうするつもりだったのか。

「ななな、なんて事をすんのよ！　もしも落としでもしたら」

　ガクガクと膝ひざを震ふるわせる夕明に、殷雷は思い出したように言った。

「そうだ、まだ護ご衛えい料りようを貰もらってないじゃないか。後で支払いを渋しぶられると困こまるから、今払ってくれ」

「今はそんな場合じゃ！」

　すまなさそうに和穂が言った。

「その翡翠ひすいの耳飾りで結けつ構こうです」

　今はともかく帰き書しよ文ぶんをどうにかして、骨董の安全を図はかるのが先決だと考え、茶碗と湯吞みを抱えながら夕明は翡翠の耳飾りを和穂に渡す。

　白色の茶碗を持つ帰書文に向かって夕明は悲ひ鳴めいじみた叫さけびを上げる。

「あんた、まさかその茶碗を盗ぬすむ気じゃないでしょうね！」

「あのね、僕ぼくは借しやつ金きんの取り立てをやってるだけで、泥どろ棒ぼうじゃないんだから。判わかりました、返しますよ」

　ポイと、白色の茶碗を夕明に向かい、軽く投げる。追い詰つめられた人間は、時に武ぶ人じんもかくやという動きを見せる。夕明は、恐おそろしく素す早ばやく動き、白色の茶碗を摑つかむ。

「な、投げんじゃないわよ！」

　殷雷は叫ぶ。

「さて、帰書文よ。始し末まつしてやるぜ」

　途と端たんに殷雷は棍こんを振り回し、帰書文に攻こう撃げきを仕し掛かけた。うなりを上げる棍は、壺つぼのすれすれを動きながらも、帰書文を打つ。

　しばし打ち合ったのち、帰書文は間ま合あいを外はずし、殷雷が追う。

「おっと、この皿さらと壺も邪じや魔まだな」

　殷雷の次の行動は見え見えだった。骨こつ董とうの危き機きに脂あぶら汗あせをダラダラ流し、夕明は先に釘くぎを打つ。

「投げるな！」

　皿に手を伸のばしていた、殷雷の動きがピタリと止まる。

「……壊こわれても構わないという意味かな？」

「ち、違う！」

「じゃ、やっぱりお前が持ってろ」

　帰書文の攻撃を避よけながら、殷雷は皿と壺を夕明に投げた。

「！」

　馬うまの絵え皿ざらと、鶴つるの首のように白く細長い壺を、慌あわてふためきながら夕明は受け取った。

　手にも汗をかいていた為ため、受け取った壺が僅わずかに滑すべった。

「ぎえい！」

　裂れつ帛ぱくの気合いで夕明は指先に力を入れ、壺の落らつ下かを防ふせぐ。

　湯吞みと茶碗を持ったまま、壺と皿を受け止める事自体がなかなか難むずかしかった。それ以上に心理的な緊きん張ちようが尋じん常じようではない。

　狭せまい蔵くらの中を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、殷雷と帰書文は戦たたかった。動く度たびに、殷雷は手近の骨董を夕明に投げつけた。

　夕明が手に持つ骨董を、戦いから離れた場所に置こうとするとすぐに、殷雷は壺やらを投げつけるのだ。

　今や夕明は両手いっぱいに骨董を抱かかえている状じよう態たいだ。悲ひ鳴めいのように夕明は叫さけぶ。

「いいいい殷雷！　もう受け取れないわよ、もう投げないで！」

「よし、和穂道どう士し様。帰書文がチョコマカ逃にげないように呪じゆ文もんを唱となえてくれ！」

　またしても、和穂のどう見ても無む茶ちや苦く茶ちやな呪文が炸さく裂れつするが、帰書文は苦しみだす。

「う、うわあ。体が動かないし、力もでないよう！」

「さあ、とどめだ！」

　殷雷は棍こんを帰書文の頭のてっペんに放はなつ。

「う、うわあやられた」

　いまだかつて本当に倒たおされた人間が叫んだ事のない叫びを上げて、帰書文は倒れかけた。倒れる帰書文の体の前には大きな絵皿があった。

　慌てて殷雷は絵皿に手を伸ばし、そして放ほうり投げた。

「いけね、別に投げなくても良かったか」

　夕明の髪かみの毛が逆さか立だった。この、仙せん人にんが力ずくで龍りゆうを押さえ込む絵が描えがかれた皿の値ね段だんは、五百六十三万三千五百源だった。
















　今までは、夕明が受け取りやすい位置に、殷雷は投げていたのに、今回は的まと外はずれな場所に向かい絵皿は飛んでいった。

　咄とつ嗟さに夕明は、尋じん常じようならざる素す早ばやさで計算する。今、自分が抱えている骨董の総そう額がくは百二万二千源だ。

　五百六十三万三千五百源の絵皿が、危き機きに陥おちいっている。

　ならば、答えは一つ。

　夕明は抱えていた骨董を放り投げ、絵皿に向かい、飛とび掛かかった。だが、あと一ひと息いきというところで間まに合いそうにない。

　夕明の目の前が真まっ暗くらになる、その時、別の手が絵皿を受け取った。

　和穂が五百六十三万三千五百源の絵皿を受け取ったのだ。

　殷雷は言った。

「何をしてるんだ夕明。お前にゃもう持ちきれないだろうから、和穂に投げたんだよ」

　夕明が放り投げた骨董が、床ゆかに向かい落ちていった。殷雷は神しん速そくの動きで小さな湯ゆ吞のみを地面に落ちる前に拾ひろい上げた。

　残りの骨董は音を立てて割れた。

　殷雷は言ったが、とても夕明の耳には届とどいてなさそうだった。夕明は大きく口をあけ、愕がく然ぜんとしながら硬こう直ちよくしている。

「自分の意い思しで、抱えていた骨董を壊こわすとはねえ。この湯吞みと和穂の絵皿は、ちゃんと返しておくからな。帰き書しよ文ぶんは始し末まつした。もうお前の前にこいつは現あらわれない」

　湯吞みの値段は三万二千源。結局、夕明は九十九万源の骨董を自分の意思で壊してしまったのだ。

　地面に倒たおれた帰書文は一枚の紙切れになっていた。その紙切れは、夕明が盤ばん達たつから金を借かりたと記しるされた証しよう文もんだった。
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　盤達の墓はかの前に、和穂と殷雷が居いた。そしてもう一人、証文の姿すがたから再ふたたび人間の姿になった帰書文も居る。帰書文は言った。

「ありがとう、和穂、殷雷。手を貸かしてくれて助かったよ」

　和穂が疑ぎ問もんを挟はさむ。

「これで取り立てになったんでしょうか？」

　帰書文はうなずいた。

「盤達はいない。でも夕明はお金を返さねばならない。だから、夕明には百万源分の財産を自分の意思で吐はき出してもらったんだよ。

　僕ぼくが見み立たてた骨董の価か値ちに間ま違ちがいはない」

　帰書文が言葉を続ける。

「これでいいんだ。僕の機き能のうは全まつとうされる、契けい約やくは果はたされるんだ」

　殷雷は言った。

「契約を果たす為ために、お前はほとんど無む敵てきの力を持つのか。恐おそるべしは契約だな」

　帰書文は、墓に翡翠ひすいの耳みみ飾かざりを供そなえた。

「これで百万源。さあ、仕事は終わった。喜よろこんで回かい収しゆうされるよ」

　耳飾りを墓に供え、帰書文の使し命めいは今、完かん璧ぺきに遂すい行こうされた。

　役目を終えた帰書文は白はく紙しの証文の姿に戻もどった。




『帰書文』

　証文の宝ぱお貝ぺい。契約内容を実行する為に作さ動どうしている間は、完全に無敵。そのあまりの完璧さに龍りゆう華か自じ身しんが恐れて封ふう印いんしたというのは本人の弁べん。
















災わざわいを呼ぶ剣けん士し
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　京けい重じゆうは叫さけんだ。

「つ、ついに追おい詰つめたぞ！　和かず穂ほめ、この始し末まつはつけてもらうからな」

　京重は、所ところ々どころ鞘さやが割れた、ボロボロの剣けんを杖つえのようにしていた。

　この杖がなければブッ倒たおれそうな疲ひ労ろう感かんが京重の周しゆう囲いに漂ただよっている。

　短めの髪かみの毛はバサバサしていて、今までに奥歯を食いしばり過ぎたのか、アゴの周まわりの肉が少し発はつ達たつしている。

　全身から疲つかれが漂っているが、ただ眼がん光こうだけは、開き直ったような活力に満ちていた。

　彼の体を包つつむボロ布は、風よけか、日よけか、雨よけか、それともその全すべてを兼かねているのか。

　本ほん来らいならば、スラリとした長身の若者なのだが、剣によりかかるその姿すがたは年とし寄よりめいて見えた。

　京重の頭ず上じよう高くには、餌えさを求めるカラスがグルグルと群むれをなして飛び回り、かあかあかあと鳴き続けていた。

　京重の視し界かいには、小さな店が見えていた。

　目め指ざすはあの蕎そ麦ば屋や。あの蕎麦屋に絶ぜつ対たいに和穂がいる。

　そうでも思わなければ、疲れ切った足は一歩も動かなかっただろう。

「せいぜい頑がん張ばれよ」

　京重とは明らかに違ちがう声が響ひびいた。だが、京重の側そばには人ひと影かげは一いつ切さいなかった。
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「本当に近くに宝ぱお貝ぺいの反はん応のうはないんだな？」

　青年は山葵わさびをすりおろしながら、卓たくの向こうに座すわっている娘むすめに確かく認にんした。

　青年の問とい掛かけに、娘は念をおすかのように、左の耳たぶに着つけられている、小さな耳みみ飾かざりに手をやった。

　娘は卓の上に置かれたざる蕎麦のつゆに、袖そでが引ひっ掛かからないよう注意する。娘の服ふく装そうは道どう士しが身に着けるような、袖の長い俗ぞくにいう道どう服ふく姿だった。

「ちょっと待ってね。もう一度、ちゃんと確認してみるから」

　娘の歳としは十五、六。そんな年とし頃ごろの娘が着けていても不ふ思し議ぎはなさそうな耳飾りだった。

　小さな純じゆん白ぱくの石の耳飾りだが、間ま違ちがっても真しん珠じゆには間違えられないだろう。

　真珠が持つ、白色の中に練ねりこまれた虹にじ色いろのきらめきがないのだ。

　そこらへんに転ころがっている、ただの石ころのような白色をした、質しつ素そな装そう飾しよく品ひんにしか見えない。

　昼下がりの蕎麦屋の中、客らしい客は娘と青年の二人だけだった。

　平へい凡ぼんに見えながらも、娘の耳飾りはただの耳飾りではなかった。

　同じように、青年もまた、見た目とその正しよう体たいには大きな隔へだたりがあった。

　青年は人ではない。耳飾りと同じく、その正体は宝貝であった。

　仙せん人にんが造つくりし、神しん秘ぴの道具を宝貝と呼よぶ。

　仙人が己おのれの秘ひ術じゆつを尽つくし、造り上げた宝貝は尋じん常じようならざる能のう力りよくを秘めていた。

　娘の耳飾りは、索さく具ぐ輪りんと呼ばれる宝貝で、他の宝貝の在あり処かを探さぐる能力を持つ。

　青年は生なま欠伸あくびをかみ殺した。

「いい蕎麦なのに、つゆが甘あま過ぎるな。

　つなぎが多いんだから、もうちょい辛からめにすべきだろうに」

　文もん句くを言いつつ、すった山葵をつゆの中に入れる。

　青年の名は殷いん雷らい刀とう。その名が示しめすように刀かたなの宝貝である。

　黒い袖付きの外がい套とうを羽は織おり、男にしては長い黒くろ髪かみを持っている。戦せん闘とうに際しては、鋭するどく引ひき締しまる猛もう禽きん類るいを思わせる眼がん光こうにも、今は締まりがない。
















　それは逆に彼が刀の宝貝として持つ本能、気け配はいを察さつ知ちする能力に不ふ審しんな物が引っ掛かっていない事を示している。

　それでも、彼が操あやつる銀色の棍こんは、万が一の時に備そなえて、卓に立て掛けてあった。

　殷雷の正しよう面めんに座る娘の名は、和穂。ほっそりとした輪りん郭かくの中に、まだあどけなさが残る娘だった。

　黒く澄すんだ瞳ひとみの上には、意い志しの強さを表あらわすかのような、太めの眉まゆがのっている。

　外はずれかけた耳飾りを直すような仕し種ぐさをしながら、索具輪に白く細い指を添そえ、彼女はまぶたを閉じた。

　途と端たんに彼女のまぶたの裏うらには、幾いくつもの光点が浮うかび上がった。

　この光点こそが、宝貝の反応だった。光点の中心は索具輪自身の反応で、その側そばに殷雷の反応があった。

　彼女が目め指ざす宝貝は、ここよりかなり遠くで光を放はなっていた。

　目を開け、和穂は答えた。

「だいぶ、遠いよ。次の回かい収しゆうは五日ぐらい後あとになるんじゃない？　向こうから近づくなら話は別だけど」

　ずるずると蕎麦をすすり、殷雷は首を縦たてに振った。

「ふむ。ま、たまにゃ、吞のん気きに旅を楽しんでもよかろう。最近、宝貝の回収がたてこんでたからな」

　宝貝の回収。それが和穂の使し命めいだった。

　彼女はかつては仙せん界かいに住む仙せん人にんであった。

　だが、とある事じ故この時、誤あやまって人間の世界に宝貝をばらまいてしまった。

　この地上に、七百二十六個の宝貝がばらまかれてしまったのである。

　責せき任にんを感じた和穂は、自みずからの仙術を封ふうじ宝貝を回収する為ための旅に出たのである。

　元もと仙人とはいえ、現在の彼女は普ふ通つうの娘にすぎない。

　仙人の持つ壮そう大だいな術は一いつ切さい使えないのだ。

　殷雷刀はそんな彼女の護ご衛えいである。

　和穂が、ふと小こ首くびを傾かしげた。たった今、使った索具輪だが、宝貝の反応に少し妙みようなものがあったのだ。

　殷雷は、蕎麦をほとんど嚙かまずに飲み込んだ。

「どうした和穂？」

「索具輪に変な反応があったの。なんていうか、暗い星みたいな、ハッキリしない反応なの。前にも言ったよね？」

　和穂が、この反応に気付いたのは、数か月も前の話だった。その時殷雷は、索具輪の捜そう査さを逃のがれる能力を持つ宝貝かと、一いち応おう警けい戒かいした。

「例れいの反応だな。気にするな」

「どうして？　もしかして、これも宝貝の反応じゃないの？」

「俺おれもそう思ったが、それが宝貝の反応だとしたら、行動が不自然だろ？

　俺たちに気がつかれないように、不ふ意いを打うつつもりならば、さっさと仕し掛かけりゃいいんだし」

　軽く傾げた和穂の首が、もう少し大きく傾かたむく。

「もしかして、私たちを探さぐってるんじゃないの？」

「探るって何をだ？」

　ここにいるのは、殷雷刀と術の使えぬ元仙人だ。和穂が宝貝を回収しようとしているのは、宝貝たちにとっても周しゆう知ちの事じ実じつだった。

　殷雷の言葉のように、何を今いま更さら調しらべる必要があるのだろう。

　和穂の接近を、他の宝貝の使い手に警けい告こくしている様よう子すもない。

　奇き妙みような反応に気付いてから、今までに和穂たちから逃げる素そ振ぶりをした宝貝はいなかったのだ。

　殷雷は端たん的てきに結けつ論ろんをだす。

「他の宝貝の反応の残ざん像ぞうか何かだろ」

「それもそうね」

「ちょいと、心しん配ぱい性しようになってやがるな。気が抜ぬける時には、気を抜いとかないと、いざって時に踏ふん張ばりが利きかないぞ。

　ほら、早く食わねば、蕎そ麦ばがのびるぞ」

「うん」

　和穂は蕎麦を掬すくい、つゆの中にじゃぶじゃぶとつけ、もぐもぐと嚙かみ締しめた。

　殷雷は溜ため息いきをつきながら、首を横に振った。

「このド阿あ呆ほうめ。蕎麦というものはそうやって食うんじゃない」

「別にいいじゃないの。どうせ、つゆにサッと通して、嚙まずにズルっと飲み込めっていうんでしょ？　私はこういうふうに食べたいの」
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　一歩一歩着ちやく実じつに京けい重じゆうは蕎麦屋に近づいていった。

　その歩みは、まるで今までの苦く労ろうを嚙み締めるかのようであった。

　京重の頭の中を、今日までに遭そう遇ぐうした無数の試し練れんが駆かけ巡めぐっていった。

「今となっては、美しい思い出だろ、京重様よ」

「だ、黙だまれ！」

　やはり、京重の近くには誰だれもいない。

「京重様。聞こえませんか？」

　京重は耳を澄すました。

　パカランパカランと、馬が駆ける音がしていた。

　京重の全身を脂あぶら汗あせが流れた。

「今度は馬か！」

「……正せい確かくには暴あばれ馬でございます」

　まさに疾風はやてのような馬だった。京重の視界にその姿が現あらわれたかと思うと、すぐさま彼の方に向かい駆けてくる。

　どんよりと疲つかれた、京重の目が一いつ瞬しゆん、鋭するどく光った。

　パカランパカランという足音が、ドカドカドカという轟ごう音おんに変わっていく。

　今まさに、京重が馬にはねられようとした、その瞬しゆん間かん、彼は飛とび退のき体をフラリと躱かわした。

　なんの訓練もしていないような人間に出来る動きではなかった。

　彼が持つその剣けんは、たとえボロボロでも見せ掛かけだけの物ではなかったのだ。

　馬をやり過ごし、脂汗は安あん堵どの汗に変わるが、まだ安心するには早かった。

「京重様。なんとなく、あの馬は京重様を気に入いらなかった御ご様よう子すです」

「な、な、な」

「獣けものの心というのは、気まぐれですからな。人に馴なれていない獣の動きは、『運』『不運』に影えい響きようされているのですかね？」

　確かく信しんしている事を、惚とぼけて語る嫌いやな口く調ちようだった。

　だが、声の指し摘てきのように、馬はグルリと大きな円を描えがきながら、再ふたたび京重に狙ねらいを定さだめているようだった。

「……やるしかないのか？」

「そうでしょうねえ」

　馬が駆け寄より、その足音が地じ鳴なりのように大きくなった。

　京重の持つ剣は、外見はボロだが、その実は名めい剣けん、なんていう事はなく、本当にただのボロボロの剣だった。

　だが、頼たよれるのはこの剣一本だ。

　京重は剣を構かまえた。

「僭せん越えつですが、京重様。鞘さやから抜ぬけていませんよ」

「静かにしやがれ！」

　そして、馬と京重が交こう差さした。

　京重は素す早ばやく、剣先で馬の点穴（ツボ）を突つく。己おのれの疾しつ走そうする力で、馬は地面を転ころがりながら吹ふっ飛とんだ。

「どうして、殺さなかったので？　思いの他ほかお優やさしい」

「……お前はこの馬を殺させたがってるような気がしてな」

　しばしの後、今度はドタドタと人間の足音が聞こえてきた。

　とてつもなく嫌な予感がしつつ、京重は足音の方角に顔を向けた。

　走ってきたのは、二人の男だ。キッチリとした。全まつたく同じ服を着ている。

　間ま違ちがいなく下っぱの役人だ。

　一人は馬の横に駆け寄り、もう一人は京重の前に立ちふさがった。

「貴き様さま、轟ごう髪はつ龍りゆうを殺したのか！」

　ヘラヘラ笑いながら京重は言った。たまに笑わなければ、精せい神しんが駄だ目めになる。だから、とくに笑う状じよう況きようでなくても京重は笑うようにしていた。

「もし、殺したのなら？」

「捕つかまえる。この轟髪龍は、県けん令れい様に献けん上じようする為ための名めい馬ばなのだ。それを殺すとは、盗ぬすむのと同どう罪ざい！」

　無む茶ちやな理り屈くつだと、京重が文もん句くを言おうとしたその時、馬に近寄った役人が声を上げた。

「おお、轟髪龍は息をしている。それに擦すり傷きずはあるが、骨に異常はないぞ」

　役人たちに安あん堵どの笑え顔がおが浮うかんだ。

　もし、この馬を殺していたらと考えると、京重はゾッとした。

「擦り傷ぐらいじゃ、文もん句くはあるまい。もともと、この馬が暴あばれたのが悪いんだから」

　今まで偉えらそうな口く調ちようだった、役人の態たい度どが途と端たんに変わった。

「先さき程ほどの無ぶ礼れいな言げん動どう、どうか許ゆるしていただきたい。我われら、轟髪龍を県令様のもとへお連つれする任にん務むに、命をかけていたのだ」

　失しつ敗ぱいしたら、くびが飛んでいたのだろう。職しよくを失うしなう意味か、言葉通りの意味か、京重は判はん断だんしかねた。役人は続けた。

「そこで、轟髪龍を助けていただいたお礼に、宴うたげを開きたいのだが、勿もち論ろん、参さん加かするであろうな」

　そうきやがったか。馬を殺そうが殺すまいが、役人は俺おれを連れていこうとするのだ。京重は笑う。可お笑かしくなかったが、笑う。

「だが、甘あまいぞ凶きよう鎖さ丸がん！」

　途端に京重は、鞘さや付きの剣を振り回し、役人の腹はらを打った。

　そして、今までの疲つかれた動きからは想そう像ぞうも出来ないような跳ちよう躍やくで、もう一人の役人に飛び掛かり、同じように腹を打った。

　二人の役人は、同時に地面に倒たおれた。

「京重様。人殺しは感かん心しんしませんな」

「殺してはおらん。ちょっと眠ねむっているだけだ」

「手て荒あらですな。せっかく私も知ち恵えを使っているのに、そう力ちから業わざでこられると」

　彼は左手の中指の指ゆび輪わに向かい、叫さけんだ。

「ほざけ、凶鎖丸！」

　宝ほう石せきが付いているでもない、単たん純じゆんな指輪だった。それは、まるで闇やみを溶とかしたような真まっ黒くろな指輪だった。
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　殷いん雷らいの、束たばねられた髪かみの毛がピクリと動いた。

　まるで、吞のん気きに昼ひる寝ねをしていた猫ねこが突とつ然ぜん起き上がり、見えない物を見ている仕し種ぐさを思わせた。

　ざる蕎そ麦ばをすすっていた和穂が驚おどろく。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　駆ける馬の音と、それ以外のドタバタとした幾いくつかの音。

　人間が生きている限り、常つねに無数のドタバタ音は巻き起こるのだ。

　その全すべてに殷雷は注意を払はらったりはしなかった。和穂の護ご衛えいとして、肝かん心じんの気け配はいを探さぐる為には、どうでもいい音に注意を向ける必要はなかった。

　殷雷は何なに事ごともなかったかのように、再ふたたび箸はしを持つ。

　だが、和穂は妙みような胸むな騒さわぎを感じた。

　何が、どう？　という訳わけではなかったが、まるで何かが背はい後ごに忍しのび寄るような不吉な感かん覚かくだった。

　その不安を紛まぎらわすかのように、半なかば無む意い識しきに、和穂は索さく具ぐ輪りんを作さ動どうさせた。

　先せん刻こくとほとんど変わらない、宝ばお貝ぺいたちの光の点だった。安心しながら、和穂は索具輪から手を離そうとし、気がついた。

「殷雷！　さっきの奇き妙みような反応がすぐ側そばに来ている！」

　次の瞬しゆん間かん、蕎麦屋の扉とびらを開けつつ、京けい重じゆうが店の中に転ころがりこんできた。

　間ま違ちがっても、さあこれから蕎麦を食うぞ、いやウドンにしようか？　と考えている人間の動きではない。

　片手に剣を持った男は、二人の姿すがたを見た途と端たんに声を上げた。

「見つけたぞ！　和穂！」

　殷雷は、京重の姿を見て、瞬しゆん時じにその腕うで前まえを判断した。

　武器を持つものは、その体たい格かくに微び妙みような特とく徴ちようが現あらわれる。全ての構えには表おもてと裏うらがあり、軸じく足あしが存そん在ざいする時点で、完全に均きん整せいのとれた肉体を持つ武ぶ人じんは存在しない。

　京重の右みぎ肩かたの僅わずかな下がり具ぐ合あい、京重の右手首の発はつ達たつ具合から、殷雷は男が剣けん士しだと結けつ論ろんを出した。

　片手に持つ剣は飾かざりではなさそうだ。そこそこの腕を持つ、一流の武人だろう。

　殷雷は立て掛けていた棍こんを取り、滑すべるように駆けた。

　殷雷は心の中で笑う。

『馬ば鹿かめ、油ゆ断だんしてやがったな』

　それでなくても、剣は長い。剣を抜ぬかずにノコノコ現れるのは、鞘から抜き打つ速さに自信があるからなのだろう。

　並なみの武人ならば、それでいいかもしれなかったが、殷雷刀は動きの素す早ばやさには自信があった。

　相手が剣を抜く前に、勝しよう負ぶをつける確かく信しんを持った。

「でい！」

　鋼はがねより硬かたい、銀色の棍は、殷雷の滑なめらかな動きに操あやつられ、まるで鞭むちがしなっているかのように見えた。

　殷雷の棍の一いち撃げきは、確かく実じつに京重の一番下の肋ろつ骨こつと腰よう骨こつの間を打った。

　完かん璧ぺきな手て応ごたえが殷雷の手に響ひびく。

　並なみの人間ならば、これで身動きが出来なくなるはずだが、相手は恐おそらく宝ぱお貝ぺいを持っているのだ。

　床ゆかにゆっくりとうずくまる京重を見ながらも、殷雷の構えは解とかれない。

　床にうずくまった男は声を上げた。

「くっくっく。このなまくらの殷雷刀め、そんな攻こう撃げきで俺おれを倒せると思ったか！」

「なんだと！」

　怒いかりながらも、殷雷は冷れい静せいさを失うしなっていなかった。

　僅かな違い和わ感かんを感じてはいたが、敵てきを排はい除じよするのが、今一番大事な事だった。

　殷雷は京重の顎あごを蹴けり上げ、その蹴りの衝しよう撃げきで京重の体が完全にのびた状じよう態たいで持ち上がる。

　完全に無む防ぼう備びの京重のみぞおちに、殷雷は棍こんの突つきを叩たたき込む。

　吹ふっ飛とぶ京重を見ながら、殷雷はさっきの違和感の理由を考えた。

　横では和穂が反はん射しや的に叫さけんでいる。

「最初の時と声が違ちがう！」

　そうだ。店の中に入ってきた時と、今の声は全まつたく違うではないか。

　が、だからどうした？　その行動に戦せん術じゆつ的てきな意味を殷雷は見み出いだせない。

　声を変えて何が面おも白しろい？

　あれだけの攻撃を受けながらも、辛かろうじて京重は意い識しきを保っていた。

　床に転ころがりながら、手を横に振っている。

　声ではなく、体を使い、京重は『違う、違う』と叫んでいた。

　疑ぎ問もんを覚おぼえつつ、殷雷は男の持つ剣に棍の一いち撃げきを浴あびせ、へし折おった。
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「困こまりますよ、お客さん。店の中で喧けん嘩かなんかされちゃ」

　蕎そ麦ば屋やの主人は迷めい惑わくそうに言った。

　が、殷雷は素そっ気けなく答えた。

「心配はいらん。この男が弁べん償しようしてくれるだろうよ」

「本当ですか？」

「もし、金がないようなら、役人に突き出しな。剣のない剣士なんざ、恐おそれるに足たりん。一応、棒ぼう状じようの物は近くにおくなよ」

「へい。心こころ得えました」

　和穂と殷雷が座すわっていた卓たくに、京重も座っていた。

　特に縄なわをかけられたりはしていない。だが殷雷が隙すきなく京重の挙きよ動どうを見守っている。

　下へ手たな動きをすれば、棍の一いち撃げきが炸さく裂れつすると、京重は重じゆう々じゆうに承しよう知ちしていた。

　体の痛いたみを堪こらえて、京重はやっと口を開いた。

　事の次し第だいを話す前に悪あく態たいの一つもつきたい気分だった。

「……人がこんなに苦労してるのに、お前らは吞のん気きに蕎麦なんか食ってやがったか」

　殷雷は意い地じ悪わるく笑った。

「宝ぱお貝ぺいを操あやつる連中は、ややこしいやつらばかりでな。

　たまにゃ、蕎麦でも食って息いき抜ぬきだ。

　お陰かげでお前みたいな間ま抜ぬけが釣つれた」

　お前呼ばわりされ京重は少し腹はらがたった。

「名前は京重だ。俺が間抜けだと？」

「そうだろうよ。俺たちの隙をついて、寝ね首くびを搔かこうとでも思ってたんだろ？　ところが簡かん単たんに返かえり討うちだ。己おのれの力りき量りようも判わからないのかねえ？」

　京重は息を荒らげながら言った。

「黙だまれ。こっちが平和的にやろうとしてたのに、勘かん違ちがいして、攻こう撃げきなど仕し掛かけやがってからに！」

「負まけ惜おしみか？」

「違う。俺は宝貝を返しに来たんだ！」

「見みえ透すいた噓うそをつくんじゃない」

　殷雷は強い口く調ちようで京重を問とい詰つめたが、和穂には京重が噓をついてるようには感じられなかった。

　殷雷との戦たたかいに敗やぶれ、少しでも自分を取り繕つくろおうとして『宝貝を返しに来た』などという言い逃のがれをする人間には見えなかったのだ。

　和穂は殷雷に言った。

「ねえ、殷雷。京重さんの話をちゃんと聞いてみようよ」

「ふん。時間の無む駄だだ」

　仕し方かたがないので和穂は京重に問い掛けた。

「どういう経緯いきさつなのか、教えていただけませんか」

　疲つかれ切った表情の京重をいたわる和穂の優やさしい声だったが、京重にはそれが逆に癪しやくに障さわった。

「うるさい、和穂め！　お前のせいだ。みんなお前のせいなんだぞ！」

　和穂の胸むなぐらを摑つかもうとする動きは、殷雷の棍の一撃で止められた。

「ほらみろ、和穂。逆さか恨うらみも甚はなはだしい奴やつではないか。

　宝貝を拾ひろっていい気になって、俺らを倒しに来たが返り討ち、とうとう和穂のせいにまでしやがったぞ。

　何が宝貝を返しに来た、だ。いらぬ宝貝ならドブにでも捨すてればよかろう」

　和穂は首を振った。

「いいから、黙だまってて。京重さん、私がばらまいた宝貝で何か困こまった事になったのなら、謝あやまります。

　だから、詳くわしい話を聞かせて下さい」

　舌した打うちをしながらだったが、京重は自分の悲ひ劇げきを語り始めた。

「言っておくが、今までの俺の言葉に噓うそはないし、これからの説せつ明めいにも噓はない。

　まあ、疑ぎ問もんに思うのも不ふ思し議ぎではないだろうからな。

　最初にハッキリさせておこう。俺は宝貝の所しよ持じ者しやだ。この宝貝は俺には必要がない。捨てて済すむ話なら、とっくにそうしている。

　だが、捨てるに捨てられないんだよ、この宝貝は！」

　今まで胡う散さん臭くさげに京重を見ていた殷雷の表情に鋭するどさが戻もどった。

「おい京重。まさか凶きよう鎖さ丸がんか？」

　京重はコクリとうなずく。

　殷雷は肺はいが引ひっ繰くり返かえりそうなほど、溜ため息いきをついた。

「京重よ。また早まった真ま似ねをしたもんだ」

　どうやら、殷雷は凶鎖丸の一言で事情がのみ込めたらしいが、和穂にはどんな事情だかさっぱり判わからない。

「凶鎖丸？」

　殷雷が答えた。

「そう。仙せん術じゆつでも武ぶ芸げいでも何でもいい。技ぎ芸げいと精せい神しん力りよくを鍛きたえる宝貝だ」

　殷雷の説明が京重には納なつ得とくがいかない。

「それは噓だ。俺も、そういう能力があるのならばと思って、凶鎖丸を使ったんだ。

　これでも修しゆ行ぎよう中の剣士のはしくれ、少しでも鍛たん錬れんの足たしになると思ったのに、なんだこの宝貝は？　欠けつ陥かんにも程ほどがあるぞ！」

　殷雷はジロリと京重をにらみつけた。

「いや。凶鎖丸には基き本ほん的てきには欠陥はない。凶鎖丸は己おのれの使命を果はたしているだけだ」

「なんだと！　凶鎖丸を使ってから、俺の身には不運ばかりが起きる。やる事なす事、全すべてが裏うら目めだ。街まちを歩けばスリにあうし、山道を歩けば山さん賊ぞくに襲おそわれる。船に乗ったら大おお時し化けで、喉のどが渇かわけば水すい筒とうの底が抜ぬけてる！」

　和穂にもゆっくりと、事情がのみ込めてきた。

「あ、もしかして、その不運を乗のり越こえるのが鍛錬ってわけ？」

　殷雷はコクリとうなずく。

「そう。例たとえば、こいつが何か目的を立てたとする。凶鎖丸は目的を妨ぼう害がいさせるような試し練れんを作り上げるんだ」

　それはとてつもなく強い能力ではないのかと、和穂は考えた。

「それって凄すごくない？　どんな事でも起こせるんなら」

　和穂の疑問をとっくに見通していたかのように殷雷は説明を補ほ足そくした。

「実はそれほど凄くない。ちょいとばかし偶ぐう然ぜんに作用する能力があるだけなんだよ。

　無むから有ゆうを生み出すほどの力はない。たまたま山賊が側そばにいれば、運悪くこいつが標ひよう的てきにされ、雨がふる気け配はいがあれば嵐あらしになるって寸すん法ぽうさ」

　卓たくを叩たたいて京重は叫さけぶ。京重の苦しみを察さつしたのか、殷雷は文もん句くを言わない。

「充じゆう分ぶんに凄い能力だ！　本当ならとっくに修行を切り上げて、故こ郷きように帰るつもりだったのに、この宝貝のせいで、それもままならぬのだぞ！

　俺の不運に故郷が巻まき込こまれたらどうしてくれる！

　もしも、唯ゆい恋れんが俺の不運に巻き込まれたらどうする！」

　和穂が言った。

「あの、唯恋さんて？」

「許婚いいなずけだ！　戻もどると約やく束そくした日から、もう何か月が過ぎたか！」

　そして、和穂は京重の困こん難なんを知った。

「それじゃ、もしかしたら凶鎖丸を外はずしたいという京重さんの目的にも反はん応のうするんだ」

　京重は左手をバンと卓の上に出し、凶鎖丸を二人に見せた。

「そうだ、和穂。外れないんだよ！　今までの苦労は水に流してやる。

　だからこの宝貝を外してくれ！

　凶鎖丸を外すには、宝貝を回収している和穂たちに会うしかないと、俺はどれだけ辛つらい旅を続けてきたことか」

　さすがの殷雷も、京重の苦労を思うとあまりきつい口を叩けなくなった。

「心しん中ちゆう察さつするに余あまりあるとはこの事か。さっき外でドタバタやってたのも、こいつが引き起こした騒そう動どうだったのか」

「そうだろうよ。たまたま、役人が連つれていた馬が暴ぼう走そうして、散さん々ざんな目にあった。

　下へ手たしたら和穂たちに会えなくなるところだったんだ！

　ともかく、早く外してくれ！　一いつ刻こくも早く故郷に帰って唯恋に会いたいんだ！」

　和穂は殷雷の側そばに寄った。

「事情が判わかれば、話は早いじゃない。

　殷雷、この凶鎖丸を壊こわしてあげようよ。殷雷刀とうなら斬きれるでしょ？」

　殷雷は京重の指で、不ぶ気き味みな黒光りを放はなつ凶鎖丸をじっくりと見た。

「ふむ。特に、防ぼう御ぎよ能のう力りよくに長たけた硬かたい宝貝でもなさそうだ。

　軽くぶった斬って、のびちまった蕎そ麦ばの代わりに新しい蕎麦でも注ちゆう文もんするか」

　途と端たん、殷雷の体が爆ばく煙えんに包つつまれた。和穂は慌あわてる様よう子すもなく、煙けむりの中から一本の刀かたなを取り出した。

　この刀こそ、殷雷刀。殷雷の本ほん来らいの姿すがたであった。

　京重は、殷雷が刀になった事よりも、刀を持った途と端たんに和穂の気け配はいが変わった事に驚おどろいた。和穂は説明する。

「ええと、殷雷刀を持っている間は達たつ人じんの技わざが身につくんです」

　同じ和穂の声で、口く調ちようが急に変わった。

「戦たたかいに関しては、俺が和穂の体を操あやつっている。ほらよ、間ま抜ぬけ面づらをさらしてる暇ひまがあったら、斬りやすいように、指を広げて卓の上に置きやがれ」

　逆さからう理由もなく、京重は黙だまって指し示じに従したがった。そして、殷雷刀が一いつ閃せんしようとした、その時。いや、一閃している最中に、京重の指がピクリと動く。

　元もとより、攻こう撃げきの速さには自信のある殷雷刀である。少しぐらい動いたところで、攻撃には何の問題もないはずだった。

　が、京重とて剣士である。その動きには実じつ戦せんで磨みがかれた、素す早ばやさがあった。

　殷雷刀は寸すん前ぜんで動きを止め、そのまま元の構えに戻もどった。

「動くな！　馬ば鹿か野や郎ろう。指が落ちるぞ！」

　京重は答えようとしたが、唐とう突とつに起きたシャックリでそれどころではない。

「凶鎖丸め、悪わる足あ搔がきしやがって。やい京重よ！　息を止めて目をつぶって、力を絶対に抜ぬくなよ！　シャックリの次はクシャミでしたなんて手には乗るなよ！」

　必ひつ死しの形ぎよう相そうで京重は手を卓に押しつけた。もはや、体を千本の剣で刺さし貫つらぬかれようが動かないつもりだった。この辛つらさに耐たえれば、愛いとしい唯ゆい恋れんに会えるのだ！　京重は必死に唯恋の事だけを考え続けた。

　そして、殷雷刀は一いつ閃せんした。

　京重は恐おそる恐る目を開けた。手の上には、何な故ぜか倒とう福ふく（上下を逆にした福の字の形をした図ず案あん。縁えん起ぎが良いとされる）の色しき紙しが乗っている。

　恐おそらく、商しよう売ばい繁はん盛じようを祈き願がんして蕎そ麦ば屋やの親父おやじが天てん井じようの梁はりに張はっていたのが『偶ぐう然ぜん』に落ちたのだろう。

　すると、またしても失しつ敗ぱいか？　京重はゆっくりと倒福の色紙を動かし、自分の手を見つめた。

　そこには、あるはずの凶鎖丸の姿すがたはなかった。

「や、やったぞ！　ついにやったぞ和穂！」

　京重は飛び跳はねて喜よろこんだ。和穂は片手に持った殷雷刀をポイと放ほうり投なげる。

　先せん刻こくと同じような爆ばく煙えんを上げ、今度は人の形をした殷雷が姿を現あらわす。

　喜ぶ京重に比くらべて、和穂と殷雷の表情はとてつもなく暗かった。

「どうした？　一体どうしたんだ！　これで唯恋に会えるんだ、喜んでくれよ！」

　和穂と殷雷は揃そろって京重の額ひたいを指ゆび差さした。京重もそれにつられて、自分の額を触さわった。

　そこにはツルリとした違い和わ感かんがあった。

　和穂たちの表情が全すべてを説明していた。

　この額の出でっ張ぱりは凶鎖丸。

　殷雷が言った。

「くそう。油ゆ断だんした。まさか、自分の意い思しで移い動どう出来る宝ぱお貝ぺいだったとはな、油断して二撃目を放はなとうと思ったら、天井から色紙が落ちるし！」

　殷雷の絶ぜつ望ぼうを嘲あざ笑わらい、凶鎖丸は言った。

「残ざん念ねんだったな、なまくらの殷雷刀め。俺おれは京重の頭ず蓋がい骨こつに食い込んでやったぞ。もし、俺を破は壊かいすれば、俺の破は片へんはこいつの脳のうに飛び散るって寸すん法ぽうだ」

　目の前が真っ暗になりつつも、京重は諦あきらめなかった。

「殷雷！　他ほかに手はないか？」

　殷雷とて武器の宝貝。状じよう況きようの分ぶん析せきには鋭するどいものがあった。殷雷は状況を完全に判はん断だんしていた。

「生あい憎にく、打つ手はない。お手上げ。もう俺にゃ何も出来ないし、この状況を解かい決けつ出来る宝貝も俺たちの手にはない」

　殷雷の言葉なら、悪い冗じよう談だんである可能性もあった。だが、その隣となりでは和穂が目に涙なみだを浮うかべている。

「ごめんなさい。京重さん」




　　　　＊




　三人はドンヨリと落ち込んでいた。

　もう打つ手はないのだ。厨ちゆう房ぼうからは楽しそうな笑い声が聞こえてくる。京重のこれからの人生で、本当の笑いはやってくるのか。

　と、その時、蕎そ麦ば屋やの扉とびらを開け、一人の娘むすめが姿を現した。

　スラリと伸のびた背せ筋すじに均きん整せいのとれた体。本ほん来らいは長い髪かみの毛をきつく縛しばっている。

　その姿はまさに旅たび人びとそのものだった。

　それも楽しい旅ではない。悲ひ愴そうな旅を送ってきた気き迫はくが娘の体から漂ただよっていた。

　悲しい事にその悲愴さが、娘の美しさをより際きわ立だたせていた。

　うつむく京重に向かって、娘は言った。

「京重様……」

　聞き覚おぼえのある声に、京重は跳とび起きた。

「ゆ、唯ゆい恋れん！」

　唯恋は、はらはらと涙なみだを流した。唯恋の涙は京重にとって、一番見たくないものであった。

「京重様。京重様はどうして唯恋をお捨すてになられたのですか？　私をお嫌きらいになったのならば、唯恋は諦あきらめます。

　でも、せめて別れの言葉が欲ほしかったのです。私を嫌って、姿を消される前に、一ひと言こと別れの言葉が欲しかったのです」

「ち、違ちがうんだ唯恋！」

　唯恋は、京重が自分を嫌い、姿を消したのだと考えていた。京重の行動だけを見ればそう考えても不ふ思し議ぎはない。

　京重は必ひつ死しに事じ情じようを説明するが、唯恋にとってはなんの説せつ得とく力りよくもない。

　それでも京重は説明するしか方法はなかった。そんな二人を見ながら、和穂と殷雷は困こまりながら言葉を交かわした。

「くそう。凶きよう鎖さ丸がんの圧あつ倒とう的とき勝しよ利うりではないか。京重にとって、唯恋を自分の不幸に巻き込むってのが一番試し練れんだ。

　凶鎖丸は最大の目的を達たつしたって訳わけだ。

　京重の望のぞみを妨ぼう害がいし、京重が避さけようとした事は着ちやく実じつに実行してやがる」

「それじゃ、京重さんがあまりにも可哀かわいそうだよ」

「だが、こいつばかりは打つ手がない。全まつたくもってどうしようもない」

　和穂は悩なやみ、一つの考えに辿たどり着つく。

「殷雷。唯恋さんの側そばに行ってあげて」

　殷雷はブルンブルンと首を振った。

「泣いてる女を慰なぐさめるのは、性しように合わん。ああいう問題は当人同士に任まかせてだな」

「いいから、唯恋さんの側に行って。……ちゃんと棍こんを持ってね」

　和穂の言葉の意味をしばし吟ぎん味みし、殷雷の顔にも微かすかな笑えみが浮うかぶ。

「判わかった」

　殷雷は棍を持ち、泣き続ける唯恋の隣となりに立った。

「事情はよく判りませんが、お嬢じようさん、泣くのはおよしなさい。あなたを捨てた、こんな男の為ために涙を流しては勿もつ体たいないですよ」

　てっきり、凶鎖丸の説明を手伝ってくれるだろうと思っていた京重は、驚おどろく。

「何を言い出す」

　優やさしく片手で唯恋の背中で撫なで、片手の棍で京重の胸むな元もとを突つく。

「唯恋さんに近づくんじゃないよ、この人でなしめ」

　殷雷につっかかろうという気分にはならなかった。理由はともあれ確たしかに、自分の行動がどれだけ唯恋を傷きずつけたか。

　京重は押されるまま、フラフラと後ろに下がった。

　それでも判って貰もらおうと、口を開く京重に和穂が声をかけた。

「京重さん」

「なんだ！　話なら後にしてくれ！　どうせ何も出来ないくせに！」

　和穂は京重の言葉を無む視しして続ける。

「結けつ局きよく、京重さんは自分の身が助かれば、それでいいんですよね？　他の人間がどうなろうとも知ったこっちゃないんだ」

「何を言い出す？　俺はただ、凶鎖丸の力から逃のがれたいだけだ！」
















「それで、私に凶鎖丸を押しつけようとしたんでしょ？」

「押しつけるだと！　厄やつ介かいな宝ぱお貝ぺいを返そうとして何が悪い！」

　和穂は京重の言葉を全まつたく信じようとはしない。それどころか、京重の神しん経けいを逆さか撫なでするように言葉を続けていく。

「違います。

　やっぱり京重さんは自分だけが助かればそれでいいんです」

　京重とて一応は剣けん士し。怒いかりに身を任まかせ、暴ぼう力りよくを振るう趣しゆ味みはなかったが、和穂の無ぶ礼れいな口のききかたに体が動いた。

　和穂の胸ぐらを摑つかみ、怒ど鳴なる。

「黙だまれ、この元もと仙せん人にんめ！」

　和穂は怯ひるまない。

「凶鎖丸を外はずす、いい方法が一つだけあるんですよ」

「なに！」

「物体を、瞬しゆん時じに入れ換かえる宝貝があるんです。これを使えば、凶鎖丸を他の人に付つけ替かえられるかもしれません。

　あ、勿もち論ろん私は御ご免めんですよ。

　どうです？　そこの唯恋さんにその凶鎖丸を付け替えてあげましょうか？」

　和穂を突き飛ばすようにして、京重は飛びすさった。そして、額ひたいの凶鎖丸を必ひつ死しに押さえつけた。

「駄だ目めだ！　なんて事を言いやがる！」

「いいじゃないですか。京重さんは助かるんですよ」

　葛かつ藤とうなど微み塵じんもなかった。

　自分の身を助ける為ために、唯恋を犠ぎ牲せいにするなど絶対に出来ない。

「駄目だ駄目だ！　凶鎖丸は絶対に唯恋に取りつかせないぞ！」

　次の瞬しゆん間かん、凶鎖丸は京重の額から外れた。

　絶対に凶鎖丸を、唯恋に取りつかせないという意い志しに、凶鎖丸が反応したのだ。

　外れた凶鎖丸は、電光の素す早ばやさで、唯恋の額に向かい飛ぶ。

　そして、唯恋の隣となりには凶鎖丸を待まち構かまえ、棍こんを握にぎりしめた殷いん雷らいがいた。

　電光の速さを上回る、殷雷の突きが凶鎖丸に到とう達たつした。




　ガシャン。




　鏡かがみが割れるような音を立て、凶鎖丸は砕くだけ散ちった。

　京重は力なく床ゆかに座すわり込み、締しまりのない笑え顔がおで笑った。

「はっはっは。和穂。物体を入れ換える宝貝なんてないんだろ？」

「はい。ごめんなさい。騙だましたりして」

「構うもんか！　これでやっと唯恋と故こ郷きように帰れるんだ」

　京重は、唯恋に一言、「すまない」とつぶやき、彼女を強く抱きしめた。

　その横では、のびた蕎そ麦ばを弁べん償しようしろと騒さわぐ殷雷を、和穂が必ひつ死しになって黙だまらせていた。




『凶鎖丸』

　確かく率りつに作さ用ようし、あらゆる不運を呼よび寄よせる宝貝。その災さい厄やくを乗り越こえる事により己おのれの修しゆ行ぎようとする為の宝貝である。
















傷きずだらけのたかかい







　　　　一




「いやあ、こうやって腹はら這ばいになって、干ほし肉にくをガシガシ嚙かんでると、いかにも極きよく限げんじ状よう態たいって感じがするよね」

　青年はそう言って、懐ふところの中に仕し込こんだ袋ふくろから干し肉を取り出し、口にくわえた。

　煙管きせるほどの長さの干し肉は、下へ手たな箸はしよりも硬かたかったが、男は手て慣なれたようにガリガリと齧かじり続ける。所ところ々どころに兎うさぎの毛皮を取り付けた男の服ふく装そうは、彼が猟りよう師しであると物語っている。




　そこは平へい原げんだった。

　視し界かいの中に、人工的な建たて物ものは全まつたく見えはしなかった。遠くに見える山々と森の影かげだけが地平線の邪じや魔まをしている。

　陽ひの光は柔やわらかく平原に降ふり注そそぎ、真まっ青さおな空では一匹の鷹たかがゆうゆうと輪わを描えがいていた。

　そんなのどかな平原の下、二人の青年と一人の娘むすめが地面にはいつくばっていた。

　風がそよぐ音以外に聞こえるのは、彼らの話し声だけだった。
















　腹這いになっている猟師は、干し肉を煙管のようにもてあそび、隣となりで同じように腹這いになっている娘に言った。

「どう。和かず穂ほさんも干し肉食べる？　あと五、六本はあるから遠えん慮りよなく」

　和穂と呼ばれたのは、年としの頃ころなら十五、六の娘だった。白色の袖そでの長い服、いわゆる仙せん人にんが着ていそうな道どう服ふくを身にまとっている。

　後こう頭とう部ぶで括くくられた柔らかい髪かみは、腹這いになっている為ために彼女の背中で広がっていた。　「いえ、いらないです」

「？　なんか顔色が悪いけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ちょ、ちょっと胸むね焼やけが。

　さっき食べた昼ひる御ご飯はんのうどんと、食堂のおばあさんがくれた、お汁しる粉こがお腹なかのなかで」

　息も絶たえ絶だえな和穂を見ても、猟師の声は吞のん気きなままだった。どことなく虚うつろな瞳ひとみには緊きん張ちよう感かんのかけらすらなかった。

「あそこの婆ばあさん、甘あまい物が好きだからねえ。猟師相手の商しよう売ばいだから、まだこの季節はやってないんじゃなかったっけ」

　たいした質問でもないので、捨すてておけば良さそうなものなのに、和穂は律りち儀ぎに答えた。

「お店は開いてなかったんですけど、一人で食事してもつまらないからって、一いつ緒しよに御ご馳ち走そうになったんです。あ、最初は道を尋たずねようと思って。丁ちよう度ど昼どきで」

　気分の悪さのせいで答えが要よう領りようを得えない。

　見かねたのか、もう一人の青年、殷いん雷らいが会話に割わって入った。

「やかましい。飯めし屋やの話なんかどうでもいいんだ。やい、猟師！　名前は丈じよう雲うんだったか？

　何がどうなってるか状じよう況きようを説明しやがれ。そもそも、アレは何なんだよ！」

　殷雷は黒い袖付き外がい套とうを羽は織おっていた。男にしては長い黒髪が目立つ。

　腹這いになりつつも、彼の片手には寄より添そうように銀色の棍こんが握にぎられている。

　殷雷の鷹たかや鷲わしのような、猛もう禽きん類るいを思わせる鋭するどい瞳ひとみは猟師の丈雲を睨にらみ付けていた。

「だから、雷らい渦か。あれは雷渦」

　殷雷の求める答えではなかった。

「雷渦ってなんだよ！」

　殷雷の額ひたいと頰ほおに幾いくつかの傷きずがあった。古ふる傷きずの類たぐいではなく、ついさっきついたばかりの生なま傷きずだった。その傷の一つから血がたらりとしたたった。それを見て、和穂は慌あわてた。

「あ、殷雷！　血が出てるよ！」

　和穂は腰こしに括くくり付けたひょうたんに手を伸のばしながら、立ち上がった。殷雷の傷の手当てをするつもりだったのだ。

「馬ば鹿か！　立つな！」




　ひゅん。

　刃やいばが空くうを斬きる音にとてつもなくよく似にた、音がした。

　稲いな妻ずまのように素す早ばやい、黒い影が疾はしった。




　尼しつ尾ぽを踏ふまれた猫ねこよりも素早く、殷雷は立ち上がり、和穂の肩を突き飛ばす。和穂は大地を転ころげ、黒い影は和穂が元もと居いた場所を過ぎ去っていった。

　そんな状況でも決して、殷雷の棍を握る手は力りきんではいなかった。殷雷の瞳は影の正しよう体たいを見み据すえた。

　和穂の安全を確かく保ほした殷雷は棍を旋せん回かいさせ、黒い影に打ち込もうとしたが、その隙すきはない。

　黒い影が体たい勢せいを整ととのえる前に殷雷は再ふたたび腹這いになった。黒い影は天てん空くうへと戻もどっていった。

　丈雲は干ほし肉を齧かじりながら言った。

「ほお。人の形をしている時でもそんなに強いんだ。さすがは宝ぱお貝ぺい、殷いん雷らい刀とう」

「やっと判わかったぞ。鷹か。

　黒い影の正体が、雷渦という鷹なんだな」

「ご名めい答とう」




　　　　二




　宝貝。

　仙人が造つくりし神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　仙人が己おのれの持てる仙せん術じゆつの粋すいを結けつ晶しようし造り上げた尋じん常じようならざる能のう力りよくを持つ道具たち。

　それはまた、決して人の世界にあってはならない道具たちであった。

　だが、ある事故により、数多くの宝貝が人間の世界にばらまかれてしまったのだ。

　しかも、その宝貝たちには何らかの欠けつ陥かんがあり、通常の宝貝よりもさらに危き険けんな可か能のう性せいを秘ひめている。

　宝貝をばらまいてしまった仙人は己の責任を果はたす為ために、宝貝の回かい収しゆうに乗り出した。

　その仙人の名は和穂。

　だが、彼女は地上にこれ以上の混こん乱らんを巻き起こさない為に仙術を封ふうじられていた。

　宝貝回収にあたり彼女に与あたえられたのは三つの宝貝であった。

　一つは彼女の腰こしに括くくられた、ひょうたんの宝貝、断だん縁えん獄ごく。一見、普ふ通つうのひょうたんにしか見えないが、その内部には莫ばく大だいな空間が広がっていてその中に回収した宝貝を閉じ込める役目を持つ。

　もう一つは耳みみ飾かざりの宝貝、索さく具ぐ輪りん。

　彼女の耳たぶにつけられた、質しつ素そで丸い白石の飾りの姿すがたをしたこの宝貝こそが、他の宝貝の居い場ば所しよを探さぐり当あてる能力を持っていた。

　索具輪は、この平原のどこかに宝貝の存在があると示しめしていたのだ。

　そして殷雷もまた宝貝であった。

　彼の本当の名は殷雷刀。

　断縁獄や索具輪とは違ちがい、人の姿をとり己の意い思しすら持つ宝貝であった。




　　　　＊




　時はほんの僅わずか遡さかのぼる。索具輪の反はん応のうをもとに平原にやってきた和穂たちだったが、そこには人影が全まつたく見当たらない。

　あてが外はずれた怒いかりを隠かくそうともせず、殷雷は意地の悪そうな口く調ちようで和穂に言った。

「誰だれも居いないぞ。これじゃ話になるまい」

「それはほら、やっぱり敵てきも警けい戒かいして気け配はいを消しているとかじゃ」

　殷雷は、和穂の胸むなぐらを摑つかみ持ち上げた。

「術も使えぬ能のうなしの仙人が、気配がなんだと利きいた口をきくなよ！

　戦術に関かんしては俺おれの方が専せん門もんなんでね」

　殷雷は空あいた手で平原を指さす。

「待まち伏ぶせでもしてると思うか？」

　手足をバタバタさせ、和穂は言った。

「違ちがうの？」

「見み事ごとな待ち伏せっぷりだな。

　わざわざ、こんな平原で待ち伏せとは余よ程ほどの馬ば鹿かだ。

　俺たちの接せつ近きんが察さつ知ちされていたとして普ふ通つうの神しん経けいならば、この平原に来る途と中ちゆうの山道か森の中に隠かくれるに決まってるだろうがよ！

　俺はそれよりも、ここには宝貝も宝貝の使い手もいないと信じたいね」

　どうにか地面に下ろされた和穂はそのままペタリと地面に座すわり込こんだ。

「殷雷の言う事も判わかるよ。でも、平原に潜ひそむのはそんなに無む茶ちやな話なの？」

「やってやれなくもないが。動きが取れん。

　草むらに潜んだ場合、少しの動きで気配が漏もれる。森ならば常つねに死し角かくが存そん在ざいするから、待ち伏せからの襲しゆう撃げきも可能だがな。

　ま、どちらにしろ刀かたなの宝貝に不ふ意い打うちを喰くらわせるのは簡かん単たんじゃない」

　和穂はポンと手を叩たたく。

「じゃ、やっぱり完かん璧ぺきに気配を消せる宝貝でね、ついでに使用者の姿も見えなくさせるような機能もあって、この平原に居いるんだけど見えないんだ」

　問もん答どう無む用ようとばかり、殷雷は和穂の襟えり首くびを摑み今来た道を引き返そうとした。

「思いつきだけで、喋しやべるんじゃない。

　そんな宝貝はないんだよ」

　殷雷に引きずられながらも、和穂はどうしても納なつ得とくがいかない。

「どうして？　気配と姿を消せる宝貝があっても不ふ思し議ぎじゃないじゃない」

　刀の宝貝は溜ため息いきを吐ついた。

「そんな宝貝が存在しちまって、こんな何もない平原で、いとも簡単に不意打ちを仕し掛かけられるんじゃ、武器の宝貝の商しよう売ばい上がったりだ」

「そんなの殷雷の都つ合ごうだけじゃない」

「うるせいな。逆に言えば、そんな宝貝が造れないから、武器の宝貝の存在価か値ちがあるんじゃねえか」

　かなり引きずられながらも、和穂は平原から目を離はなせない。

「じゃ、単たん純じゆんに気配を隠かくすのが上じよう手ずな宝貝だとしたら、相手も武器の宝貝？」

　勘かん弁べんしてくれという表情をしながら、殷雷は答えた。

「どんな間ま抜ぬけな武器の宝貝でも、平原で不意打ちを仕掛けたりしねえ！」

　風の向きが変かわった。

　和穂の疑ぎ問もんは解とけない。

「じゃ、この索さく具ぐ輪りんの反応は？　索具輪の使い方は間ま違ちがえてないよ」

　ずりずりと、殷雷は和穂を引きずり続けた。

　納得がいくまでは、自分の足を使いそうにはない。

「あぁ、もう。無む駄だに頑がん固こな奴やつだなお前も。

　いいか、前から思ってたんだが、索具輪ってのは高度までは探さぐれないだろ」

「？」

「ここはちょっとした、高こう原げんだ。来る途と中ちゆうに谷も越こえただろ。

　ここの地ち下かに洞どう窟くつか何かがあるんじゃねえか。場所はここだが、もっと地下に宝貝があるんだろうよ」

　小首を傾かしげ続けていた和穂の顔がパッと明あかるくなった。

「あ、そうか！」

　やっと納得がいったのか、和穂は立ち上がった。

　そして、殷雷の分ぶん析せきの鋭するどさに感心した。

「凄すごいね、殷雷。私じゃぜんぜんそこまで考えが回らなかったよ」

「け。お前に褒ほめられても嬉うれしくないな」

「でも、本当に凄いよ。

　さすが武器の宝貝だね。与あたえられた情報から的てき確かくに状じよう況きようを分析出来るんだもん」

　絶ぜつ賛さんされるのに慣なれていないのか、少しばかりの照てれを隠かくしつつも、軽く殷雷は悪あく態たいをついた。

「やかましい。これぐらいの事はそんな、たいした分析じゃない。ま、頭を使ったうちにも入りやしねえな」

「だったら、余よ計けいに凄いよ。

　私なんか、一いつ所しよ懸けん命めいに考えても気が付かなかったのに」

「お前の脳のう味み噌そと比くらべてどうするんだよ」

　いい加か減げん、殷雷の口の悪さにも慣なれてきた和穂は、これぐらいの言葉では怒おこらなかった。

「またまた、そんなに照れなくても。

　褒めてるんだから、素す直なおに喜んでよ」

「誰だれが照れるか！　うだうだ言ってないで、洞窟の入り口を探さがすぞ。洞窟の入り口探しか。ちょいとばかり面めん倒どうそうだがな」

　と、その時。

「おしいけど、間ま違ちがい。ここいらに洞窟なんかないんです」

　和穂と殷雷は完かん璧ぺきに虚きよを突つかれた。

　もしも、これが不意打ちならば殷雷は思し考こうよりも速く動いていただろうが、声の主ぬしはあまりにゆっくりと地面から立ち上がったのだった。

　最初は人の形をした草の塊かたまりにしか見えなかった男だが、立ち上がると共ともに、体の表面を覆おおっていた草が地面へと落ちていった。

「あなたは誰ですか？」

　驚おどろきにも幾いくつかの段だん階かいがあり、和穂の場合はビックリした程度で、すぐに口がきけるようになったが、殷雷の驚きはまさに驚きよう愕がくであり、口をパクパクと動かすだけであった。

「な、な、な」

　男はバサバサと自分の体を払はらい、草を振り落とした。

　そして、申もうし訳わけなさそうな顔をして殷雷に顔を向ける。

「殷雷さんですよね。

　お願いします。助けてください。雷らい渦かをどうにかしてください」

「なんだお前は！」

「もちろん説明しますが、その前に地面に伏ふせた方がいいですよ」

　猟りよう師しはそう言って、さっさと腹はら這ばいになった。




　そして、黒い影が殷雷を襲しゆう撃げきした。
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　雷渦は焦あせっていた。

　丈じよう雲うんの姿すがたを見み失うしなってしまったのだ。

　相手をみくびっていた。所しよ詮せん、人間の動きなど地を駆かけるものや、水の中を進むものに比べれば、とてつもなく鈍にぶいはずだった。

　いや、実じつ際さいに鈍い。

　だが、人間には知ち恵えがある。しかも、奴やつは猟師だったのだ。

　幾いくつかの傷きずを負おわせはしたが、まんまと姿すがたを消されてしまったのだ。

　逃にがしてしまったのかという、不安すら感じた。そのまま、里さとへ飛ぼうかという、とてつもなく強い欲よつ求きゆうを感じたが、それは出来ない。

　丈雲を見失ったままで、安あん易いな行動は起おこせない。

　雷渦は大きく空くうを舞まう。

　魚の鱗うろこが水を撫なでるように、雷渦の翼つばさは風を感じとった。やがて、丈雲を見つける代かわりに視し界かいに入ったのは一人の青年と娘むすめの姿だった。

　奴らの名は和穂と殷雷だと、足あし首くびの宝ぱお貝ぺいが教えてくれた。奴らは宝貝の回かい収しゆうを目的として旅をしているのだと。

　状じよう況きようが動き始めている。

　雷渦は判はん断だんし、その鋭するどい瞳ひとみで二人の動どう向こうを観かん察さつし続けていた。




　そして、丈雲は動いた。

　奴は草の中に姿を紛まぎらわせていたのか。

　雷渦は己おのれの瞳ひとみを引き絞しぼり、大きく広げられた翼をゆっくりと閉とじていく。

　今までねっとりと翼に絡からみついていた風の流れが途と端たんにサラリとしたものに感かん触しよくを変えた。第一の標ひよう的てきは黒くろ髪かみの男、殷雷だ。

　翼を閉じ、空を舞うことを止やめた雷渦は大地に向かい急きゆう降こう下かを始めた。

　邪じや魔まはさせない。




　　　　四




「はっはっは。面めん目ぼくない。鷹たかに宝貝を付けてやったら、突とつ然ぜん襲おそいかかられてね。まさに、飼かい犬に手を嚙かまれるってのはこの事だね」

　丈雲は吞のん気きに笑いながら、和穂に状況を説明した。

　殷雷に突き飛ばされ、和穂はかなりの距きよ離りを転ころがった。そこからここまで匍ほ匐ふく前ぜん進しんで戻もどる羽は目めになったが、体を動かしたお陰かげで胸むね焼やけがだいぶ楽になっていた。

　和穂は確かく認にんをとるように言葉を返した。

「それじゃ、鷹用の宝貝なんですか？」

「簡かん単たんに言えば、そうなんですよ。鷹の能のう力りよくを飛ひ躍やく的てきに向こう上じようさせる力を持つ、足あし環わの形をした宝貝でした」

「それじゃ」

　全すべてを承しよう知ちという表情をして、丈雲は答えた。

「そう。欠けつ陥かんは鷹の性格を凶きよう暴ぼうにしちゃうようですね。肉体的な能力だけじゃなく、知ち恵えも回るようになってしまって難なん儀ぎしていました」

　かなり鷹に襲おそわれつづけていたのか、丈雲の頭や顔には幾いくつかの傷きずが見て取れた。

　が、致ち命めい的てきな傷はないのか本人は平気な顔をしている。

　丈雲と和穂の隣となりで、殷雷が大声で怒ど鳴なった。

「ふざけんな！　無む茶ちや苦く茶ちや厄やつ介かいだぞ！」

　痛みになる前の痒かゆみの為ためか、丈雲は額ひたいの生なま傷きずを搔かいた。

「ご面めん倒どうをお掛かけして、申もうし訳わけない」

「いいか急降下攻こう撃げきなんてのは、確かく実じつに成せい功こうする時だけに仕し掛かけるものなんだ。

　言葉を換かえれば、外はずすと致ち命めい的てきな隙すきが出来るんだ！　それがなんだ、あの鷹は垂すい直ちよく降下から、いきなり水すい平へい飛ひ行こうに変わりやがるじゃないか！」

　一度雷渦の動きを把は握あくした殷雷は、正確に鷹の動きを分ぶん析せきしていた。

　うんうんと首を縦たてに振ふりながら、丈雲は説明した。

「宝貝の名前は界かい転てん翼よくと言って、鷹の能力の増ぞう大だいと、確たしか自じ在ざいに落らつ下か角かく度どを制せい御ぎよ出来るような機能があったはずです。

　さすがにある程度の隙があるようで、地上から一定の高さの間には下りてきません。だから、腹はら這ばいになってる間は安全です」

　殷雷の視界の隅すみで、雷渦は落下する速度で空へと向かい上じよう昇しようしていった。

「思いっきり不ふ利りじゃねえか、素す早ばやいだけの鳥かと思えば、対たい空くう、対たい地ち戦せん闘とうにも応用が利きくぞ」

　さらにさらに雷渦は上昇していった。

　油ゆ断だんなく雷渦の動きを見つづける殷雷に和穂は言った。

「ねえ、殷雷。刀かたなに戻もどってよ。

　素早い敵が相手なら、刀に戻って戦たたかった方がやりやすいんじゃない？」

　舌した打うちしながら、殷雷は吠ほえた。

「あ、そうかいいところに気がついたな、和穂。と、でも褒ほめて欲ほしいか？

　生あい憎にく、刀に戻る隙なんぞ見せようもんなら簡かん単たんに目め玉だまをくり抜かれるぞ。

　あの鶏にわとり野や郎ろうは今は上昇してるが、一いつ瞬しゆんでこっちに向けて襲しゆう撃げきがかけられるんだからな。

　いいからお前らは大人おとなしくしてろ。

　厄介だが勝てない相手じゃない」

　あまりにも吞のん気きな声が返る。

「それじゃお言葉に甘あまえましょう。

　しかしまあ、和穂さんも大変ですなあ。宝貝回かい収しゆうの旅とは、骨ほねが折れるでしょう。

　おっと、最初にお断ことわりしておきますが、私は抵てい抗こうする気はありませんからね。

　雷渦から命を助けてもらったんだし、雷渦をどうにかしていただければ、界かい転てん翼よくは喜よろこんでお返しします」

　和穂の顔が明るくなった。

「本当ですか！　ありがとうございます」

　丈じよう雲うんの声は低く、抑よく揚ようがない平へい坦たんな声であった。

「礼れいには及およびますまい。もともと、宝貝はあなたの物なんでしょうから」

「えぇと、正確には私の師し匠しようの物なんですけど」

　地上に飛とび散ちった、無数の宝貝。

　宝貝を解かい放ほうしてしまったのは和穂であったが、宝貝を制せい作さくしたのは彼女の師匠であった。

　隙のない瞳ひとみでどこまでも上昇する雷渦を見つめながら、殷雷は丈雲に言った。

「吞気に世せ間けん話ばなしかよ。

　いまいち、緊きん張ちよう感かんに欠けやがる男だな。

　それにしちゃ、気け配はいの消し方が上じよう手ずだったな。

　武器の宝貝にすら悟さとられないなんて、かなりの腕うで前まえだぞ」

　ゆっくりと顔を歪ゆがませ、丈雲は笑った。

「いやはや、お恥はずかしい。これでも猟りよう師しなもんで、気配の消し方は得とく意いなんです。

　野や生せいの動物相手の商しよう売ばいですからね」

　殷雷は静かに考えた。

　丈雲の言葉に噓うそはないだろう。いかに宝貝とはいえ、動物にすら気け取どられないような男の気配は簡かん単たんには読めない。

　恐おそらく、呼こ吸きゆう一つとっても風の流れに合わせて行おこなっていたのだろう。

　だが、殷雷は丈雲の吞気さが気に喰くわなかった。

「和穂さん、こんな山中にまで来るのは大変だったでしょう」

　和穂はこくりとうなずいた。

「でも、途と中ちゆうで小さな村があって、そこで休んできましたから」

「で、何か変わった事はありませんでしたかね。村に」

　丈雲もその村の人間ではないのだろうか？

　和穂は少し疑ぎ問もんに思った。

　村に辿たどり着つくまでの山道はかなり、長かったが、村から平へい原げんまではそんなに距きよ離りは離れていない。村の外はずれにある飯めし屋やから見れば、平原はかなりの近さだ。

「変わった事ですか？　別にありませんでしたけど。どうかしましたか？」

　和穂の声に含ふくまれる疑ぎ惑わくに丈雲は敏びん感かんに反応した。

「それは良かった。いえいえ、一度猟りように出ると、なかなか村には戻もどれませんからね。

　たとえどんなに近くても」

　微び妙みような違い和わ感かんを殷雷は感じたが、今はそれどころではなかった。

　天へと舞まい上がった雷らい渦かの動きがピタリと止まったのだ。鷹たかを見つめていた殷雷は不ふ敵てきに笑った。

「け。仕し留とめてやるぜ。かかってきな」

　殷雷は、棍こんを片手に立ち上がった。
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　さすがに武器の宝貝、そう簡単には倒たおす事は出来なかった。

　だが、負けるわけにはいかないのだ。

　絶対に負けるわけにはいかないのだ。

　雷渦は覚かく悟ごを決めた。

　これ以上、時間をかけるつもりはない。

　次の一いち撃げきで勝しよう負ぶはつく。

　これ以上昇のぼれば、雲に視し界かいが遮さえぎられるギリギリの高さまで雷渦は昇りつめた。

　雷渦は地上、遥はるか彼方かなたの殷雷の姿すがたを見つめた。

　尋じん常じようの生き物ならあり得ざる事に、殷雷と雷渦の目が合った。そして、殷雷はニヤリと笑えみを浮うかべた。

　猛もう禽きん類るいを思わせる、殷雷の瞳ひとみは伊だ達てではないのか。

　考えすぎる危険さを雷渦は知っていた。

　もはや、考えを巡めぐらす時は過ぎた。

　あとは行動あるのみ。




　ヒュルリと雷渦は天から落ちていった。




　風が轟ごう音おんとなり、雷渦の体を揺ゆさぶろうとするが、雷渦の羽はねは風の中をすり抜けていく。

　風の激げき流りゆうの中で、雷渦の視し線せんはゴウゴウと揺れていたが、それでも標ひよう的てきからは全まつたく視線を外はずさない。

　標的は銀色の棍こんを構かまえはじめていた。

　ゆっくりとした構えであったが、雷渦と殷雷がぶつかり合う瞬しゆん間かんには充分に間まに合う速度だった。
















　殷雷に隙すきはない。

　ならば、この加速に全すべてを賭かけ、殷雷の棍の一いち撃げきよりも素す早ばやく仕掛けるだけだ。
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　それは蜂はちの羽が数回交差するだけの時間の戦たたかいであった。

　雷渦の嘴くちばしは殷雷の頭ず上じようを捉とらえた。

　相手が通常の生き物ならば完かん璧ぺきな死し角かくになるはずだが、殷雷には通用しない。

　雷渦は承しよう知ちの上だった。

　死角にはならないが、攻こう撃げきをするには無理な場所には違ちがいない。

　が、殷雷の手には棍がある。

　あの棍で打ち払われる危険があった。

　棍の突つきがかわせるか、否いなか。それが勝しよう負ぶの分かれ目であった。

　間ま延のびした時間の中で、雷渦と殷雷の間ま合あいが交差する時がやってきた。

　まずは、棍の分だけ殷雷が先に有ゆう利りな間合いに入った。

　落下する雷渦と同じくらいに素早い突きが雷渦目め指ざして放はなたれた。

　大きくかわせば、次の一撃を相手に繰くり出す隙を与あたえる。雷渦は棍を寸すん前ぜんにまで引きつけ、そして注意深く棍を持つ殷雷の手を見た。

　力なく脱だつ力りよくされいかなる攻撃にも転てんじられるようなしなやかな握にぎりであったが、人間の手の形をしている以上、動きにくい角かく度どは存在する。

　雷渦は殷雷の小指のある方向へ、落下角度を調ちよう整せいした。

　棍の先せん端たんが雷渦の真ま横よこで空くうを斬きった。

　さながら、棍を伝つたう稲いな妻ずまのように雷渦は降こう下かを続けた。

　棍を突きから払いに転じて雷渦を叩たたき落とすのは角度的に無理だ。

『仕し留とめた！』

　雷渦は標ひよう的てきをさらに絞しぼり込む。殷雷の、さらに右目に嘴を突き刺さそうと雷渦は降下を続けた。猛もう禽きん類るいと同じ輝かがやきを持つ殷雷の瞳ひとみが細ほそく引ひき締しまった。

　それが、不ふ敵てきな笑えみから転じた、勝利の笑えみだと気がついたとき、雷渦は地面に叩きつけられていた。

　嘴は殷雷に触ふれられなかったが、それでも爪つめは殷雷の頰ほおに軽い傷きずをつけた。




「ま、当然といや当然だが。この鶏にわとりめ、棍との戦いには慣なれてないようだな。

　棍や槍やりは柄えを回かい転てんさせて使う物なんだよ。

　先端をかわしたとて、柄に触ふれれば只ただではすまぬのだ。

　お前はほんのちょいとばかり、羽が棍に触れたんだよ。棍の回転にお前の翼つばさは巻き込まれたって理わ由けだ。

　そう簡単に死角を見せると思ったか？」

　丈じよう雲うんの吞のん気きな歓かん声せいが上がる。

「ああ、さすがだ！」

　腹はら這ばいの体たい勢せいで掛けられる声せい援えんはあまり嬉うれしくはなかった。

　ちらりと殷雷は丈雲をにらむ。

「可愛かわいい鷹たかに怪け我がをさせちまったな。右の翼が折れてるはずだが、なに治なおせない傷じゃねえ」

　と、その時。

　翼のはためく音が周しゆう囲いに巻き起こった。

　不ふ規き則そくでもがくような羽は音おとだが、決して弱々しいものではない。

　ゆらりゆらりと、地面から雷渦は飛び上がった。

　雷渦の足音には銀ぎん色いろに輝く指ゆび輪わのような界かい転てん翼よくが嵌はめられている。その足あし環わから銀色の蔓つるが大たい木ぼくに巻きつくように、雷渦の足に巻きついていた。

　銀色の蔓は雷渦の体を伝い、右の翼にまで及およんでいた。蔓の先は銀色の翼へと形を変えている。

　殷雷は棍で自分の肩を軽く叩たたいた。

「諦あきらめろ。お前じゃ俺に勝てないし、それ以上やるだけ無む駄だだ。お前も獣けものなら、勝てない相手に歯は向むかうなよ」

　そんな殷雷の言葉が理り解かい出来たのか、雷渦は嘲あざけるように啼ないた。

　ぴいひょろろろろ。

　殷雷の頭に途と端たんに血が昇のぼる。

「鷹のくせに鳶とびみたいに、ぴいひょろ啼きやがって！

　もう、怒おこったぞ。お前は焼き鳥にして食ってやる」

　ゆらりゆらりと空を飛ぶ雷渦を追いかけ、殷雷は平原を駆かけはじめた。

　もはや、殷雷には雷渦の動きが読めていた。怪我の程度から見ても、先せん刻こくのような素早い動きは不可能だ。

「和穂！　ぼさっとするな！　今日きようの晩ばん飯めしが逃げちまうぞ！」

「あっ、待ってよ殷雷！」

　慌あわてて和穂も殷雷の後を追い、そして丈雲も軽く舌した打うちをしながら二人と一羽わの後を追った。
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　もはやこの手しゆ段だんしかない。あまりに危険な賭かけだが、選ぶ余よ地ちはない。

　殷雷には勝てないのだ。それはあまりに単純な理り屈くつだった。

　相手は戦せん闘とう用ように造つくられた宝ぱお貝ぺいで、こちらにあるのは鷹の能力を増ぞう大だいさせる宝貝なのだ。

　狩しゆ猟りようの手て際ぎわ良よさなら負けはしないが、純じゆん粋すいな戦闘では、やはり歯が立たない。

　突然の不ふ意い打うちならば、勝てたかもしれないが、それは今となっては意味のない妄もう想そうでしかない。

　あまりに頼たよりなく、雷渦は空を飛んでいた。

　だが、雷渦はまだ完全に諦めてはいなかった。

　切り抜ぬける。絶対にこの状じよう況きようを切り抜けてやる。

　雷渦は殷雷たちの動きを見た。

　どうにか、間まが取れているのは、和穂の足の遅おそさの為ためでしかない。

　殷雷は時間が経たてば経つほど自分が有ゆう利りになると判はん断だんして、わざと泳がせているのか。

　その判断に間ま違ちがいはないと雷渦は知っていた。今の雷渦は最後の力を振ふり絞しぼっているに過ぎない。

　静かに、だが確実に自分の命が足首の宝貝に吸すい取られていくのを雷渦は感じていた。

　己おのれを討うち滅ほろぼそうとする宝貝。

　しかし、この宝貝を外はずすわけにはいかない。

　バサバサと雷渦は空くうを舞まった。

　そして、ついに目的に辿たどり着つく。

　そこには、一人の男と一羽の鷹たかが草の上に横たわっていた。
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　和穂は一人息を切らせて走っていたが、殷雷と丈雲の息は全まつたく乱みだれていない。

　二人の足が止まったのを見て、ようやく和穂もここが、雷渦が辿たどり着ついた場所であると判わかった。

　大きく深しん呼こ吸きゆうしながら辺あたりを見回し、そこで和穂は意い外がいなものを見た。

「あ！」

　雷渦は草の上にとまっていた。

　そして、雷渦の隣となりには息いき絶たえた鷹がゴロリと転ころがっている。

　そして、雷渦の向こう側には一人の青年が横たわっていた。その服ふく装そうは丈雲と良く似にていたので、この男も猟りよう師しなのだろう。

　和穂は思わず息を吞のむ。

　横たわる青年の顔や、剝むき出しになった腕うでには無数の傷きずがあった。

　その傷は程度は違ちがえど、殷雷や丈雲につけられた傷と同じだった。だが、遥はるかに深い傷だった。

「ちょ、ちょっと殷雷！」

「……。鷹は死んでるが、人間の方はまだどうにか生きてるようだな。息の音がしているが、見てのとおり半はん死し半はん生しようだ」

　殷雷の声が静かに低くなっていく。

「雷渦よ。お前は本当に利り口こうな鷹だな。

　この土ど壇たん場ばで人ひと質じちをとって切り抜けようなんざ、たいした知ち恵えだ。どうやら俺はちょっとばかし判はん断だんを間違えていたか。

　丈雲の傷はたいしたものじゃなかったからよ、俺はてっきりお前は威い嚇かく程てい度どの襲しゆう撃げきしかしてないと思っていた。

　俺と戦たたかう時は、目玉を狙ねらっていたがあれは仕し方かたあるまい。俺を倒せなければ、自分の命いのちが危なかったんだからな」

　そして、殷雷は大きく息を吐はく。

「ところが、お前は面おも白しろ半分に人間を半はん殺ごろしにして、同族まで打ち殺していやがったのかよ。

　で最後にゃ、人質か」

　殷雷は雷渦の呼こ吸きゆうの乱みだれを感じ取っていた。

　雷渦は追い込まれている。

　が、追い込まれたとしても人質を取るような戦せん法ぽうは気に入らない。

　ジリジリと殷雷は間ま合あいを詰つめていく。

　その殷雷の姿すがたを雷渦はじっと見つめていた。

　殷雷は言った。

「お前はそれでも鷹か？　宝ぱお貝ぺいのせいで正しよう気きを失うしなったとは言わさんぞ」

　くぐもった声を上げ、地面に横たわる青年が上じよう体たいを起こしかけた。

　殷雷が叫さけぶ。

「立ち上がるな！嘴くちばしで喉のどを突つかれるぞ」

　丈じよう雲うんも叫ぶ。

「殷雷さん、早く雷渦を殺して下さい！」

　丈雲の声に後あと押おしされ、殷雷は雷渦に向かい飛とび掛かった。

　雷渦は舞まい上がった。が、傷ついた翼つばさの力では殷雷の身長程ほどの高さにまでしか上じよう昇しようできない。

　充じゆう分ぶんな加速もなしに、雷渦は水すい平へいに落らつ下かを始めた。宝貝の能力による、ありえない角かく度どの落下だった。

　殷雷は正しよう面めんから雷渦を叩たたきつぶそうと、棍こんを振り上げた。

　この速度ならば外はずすはずがない。

　が、雷渦が自分の体を標ひよう的てきとしていない事に殷雷は気づく。

　方角としては和穂の居いる場所だ。自分には敵かなわないから、和穂を道みち連づれにするつもりなのかと殷雷は考えた。

「この外げ道どうの鷹め！」

　悪あがきにしてもたちが悪い。躊ちゆう躇ちよなく棍を振り下ろそうとした殷雷の心を、違い和わ感かんが貫つらぬいた。

「？」

　違和感の正しよう体たいに気づくのに殷雷は半はん拍ぱく程ほどの時間がかかった。

　まず、死んでいる鷹に外がい傷しようがない。

　なぜだ？　雷渦に殺されたのなら、どこかに傷が残るのではないのか？

　そして、丈雲は雷渦を殺してくれと叫んだのだ。

　鷹を使う男が、自分の鷹を殺してくれと頼たのんだのだ。

　可愛かわいがっていた鷹が、人に危き害がいを加える化ばけ物になった。助かる見込みがないとみて、心を鬼おににしての頼みなのか？　いや、殷雷は丈雲の声になんの苦しみも感じ取れなかった。

　殷雷は寸すん前ぜんで棍を引き、そのまま体を捻ひねり雷渦の狙ねらうものを見た。

　そこには和穂が居る。

　和穂の背はい後ごには短たん刀とうを振り上げ、和穂に切りかかろうとする丈雲の姿すがたがあった。




　しまった、俺は状じよう況きようを読み違えていたのだ！

　殷雷は咄とつ嗟さに棍を持ち替かえ、丈雲に向かい棍を投げつけた。




　雷渦は和穂をかすめ、丈雲の短刀の柄つかに激げき突とつし、その刃やいばを地面に叩き落とした。

　殷雷の棍は丈雲の眉み間けんに命中し、昏こん倒とうさせた。




　全すべてが終わり、殷雷と雷渦は大きく息を吐はいた。

　一人和穂は状況が全まつたく理り解かい出来なかった。

「え？　え？　いったい何がどうしたってのよ？」
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　地面に倒れていた青年の名は紫し岳がく。消しよう耗もうは激はげしかったが、命に別べつ状じようはなかった。

　和穂は紫岳の傷に薬くすりを塗ぬり、包ほう帯たいを巻き、殷雷は雷渦の翼つばさに合うように副そえ木ぎを当てていた。

　雷渦の足からは界かい転てん翼よくは外はずされており、丈雲は荒あら縄なわでグルグル巻きにされていた。

　和穂には今回の事件の顚てん末まつが全く判わかっていなかった。

「で、その丈雲さんが私を殺そうとしたのはどうしてなの」

　殷雷は呆あきれた顔をした。

「馬ば鹿かかお前は。お前を殺せば、宝ぱお貝ぺいは全て丈雲のものじゃねえか」

「そりゃそうだけど、全然事じ情じようがのみ込めないよ」

　面めん倒どうそうに殷雷は言った。

「雷渦は紫岳の鷹なんだよ。紫岳を襲おそったのはそこで死んでる鷹。死んでる鷹の持ち主は丈雲先生ってわけだ。

　くそう、見み事ごとに騙だまされたぜ」

「じゃあ、雷渦は紫岳さんを守ろうとしていたの？」

　かなり細こまかく殷雷は雷渦の副そえ木ぎを調整していた。

「そう。雷渦は村に助けを呼びに行きたいが肝かん心じんの丈雲はまだ平へい原げんをうろうろしてるときやがる。丈雲を威い嚇かくしてた時に俺たちが来たのさ」

　やはり和穂にはのみ込めない。

「でも」

　紫岳が声を出した。猟りようで鍛きたえているためか、怪け我がの割わりにはしっかりとした声だった。

「最初から説明しましょう。界転翼を初めに手にいれたのは丈雲です。

　界転翼の能力を使えば、巣すの中の獲え物ものも追えるんで、こんな時じ期きにも狩かりが出来ます。

　それどころか虎とらや熊くまだって仕し留とめられます。

　別にそれだけなら構かまわないんですが、界転翼の欠けつ陥かんというのが」

　殷雷が言葉を続ける。

「鷹の体力を異常に消しよう耗もうさせる。だな？」

「そうです。丈雲は自分の鷹を使い捨すてるようにして狩りを行おこなっていたんです。

　私はそれを止やめるように丈雲に頼たのんだんですが、聞き入れて貰もらえませんでした」

「それどころか、自分の鷹にお前を襲おそわせたんだな」

　紫岳はこくりと頷うなずく。

「可哀かわい相そうな鷹です。丈雲の命令に忠ちゆう実じつに従したがっただけなのに、命を落として」

「代かわりにお前の命は助かったってわけだ」

「私は急いで、界転翼を雷渦に付つけてどこか遠くに捨ててくるように命じました」

　殷雷がヘラヘラ笑う。

「どこか遠くに回かい収しゆうしにいく身にもなれよ」

　和穂が余よ計けいな事を言わないの、と殷雷の背中を叩たたく。

「でも、雷渦は私の命を守る為ために、ここに留とどまったんです。

　後は殷雷さんの説明でお判わかりでしょう」

　和穂もようやく納なつ得とくがいった。

　殷雷は罪つみ滅ほろぼしのように、雷渦の怪け我がを丁てい重ちように手当てしている。

「ちっ。単純な分ぶん析せき間ま違ちがいだった。万が一、鷹が凶きよう暴ぼうになったところで、主人に歯は向むかうはずがなかったんだ。

　鷹の忠ちゆう誠せい心しんをコロッと忘れて、丈雲に利り用ようされるとはな」

　和穂がポツリと言った。

「そういや、殷雷の目って鷹に似にてるよね」

　雷渦を手当てしていた、殷雷の動きがピタリと止まり、ゆっくりと和穂に向かい振り向いた。その口くち許もとはひきつっていた。

　和穂は慌あわてて、笑う。

「いや、別に深い意味はないよ」

　そんな言い訳わけは殷雷に通用しない。

「ほお、なんか俺がお前に忠誠を誓ちかってるように聞こえたがな。忠誠を誓った相手のほっぺたをつねり上げるなんて、普ふ通つうは出来ないよなあ？　どうだ？　答えてみろ」

　和穂は声が出ない。殷雷の言葉の途と中ちゆうで、既すでに頰ほおをつねられていたからだ。




『界転翼』

　猛もう禽きん類るい用よう、足あし環わの宝ぱお貝ぺい。

　使用した猛禽類の能力を飛ひ躍やく的てきに向こう上じようさせ自在に落らつ下か角かく度どを制せい御ぎよする機能も持つ。

　欠けつ陥かんは、装そう着ちやくされたものの生命力を極きよく度どに消しよう耗もうさせ死にすら至いたらせる。
















最後の審しん判ぱん







　　　　虚きよの一




「？」

　それはとてつもない違い和わ感かんだった。

　目の前に見ず知らずの人間が居いたとしても、それほど違和感は感じないだろう。

　知らないはずの者を知らなかったとしても違和感は生うまれはしない。

　卓たくを挟はさんで目の前に座すわる女の名前を和かず穂ほは知っていた。

「泉せん棋きさん？」

　泉棋の顔はきつく見える。

　襟えり元もとにようやく届とどくくらいの髪かみの毛を、半なかば無む理りやりに後こう頭とう部ぶで結ゆっているから、どうしても眉まゆや瞳ひとみが引ひっ張ぱられてしまうのだ。

　だが泉棋が悪あく人にんではないと和穂は知っていた。

　泉棋の中には厳きびしさがあったが、その厳しさが向けられるのは自分に対してなのだろう。

　己おのれの甘あまさを戒いましめ、武ぶ芸げいの腕うでを上げようとする姿し勢せいがその引ひき締しまった表情から漂ただよっているのだ。

　若じやつ干かん大人おとなびて見えなくもないが、年としの頃ころは自分とかわらない十五、六だろうと和穂は考えていた。

　黒い武ぶ道どう着ぎの上から、赤い革かわ製せいの上うわ着ぎを羽は織おっているが、これには簡かん単たんな鎧よろいの意味もあるのだろう。

　その証しよう拠こに上着の形が微び妙みように左さ右ゆう対たい称しようではない。動きやすそうな右腕に比くらべて、左腕を包つつむ上着は若干ゴツゴツしていた。

　よく見なければ見み逃のがしそうだが、動きやすさと防ぼう御ぎよ力りよくを折おり合わせようとして作られているのは確実だ。

　泉棋の眉み間けんには皺しわが寄っていたが、それは不ふ快かいさを意味してるんじゃないと和穂は感じ取った。

　たぶん、違和感に戸と惑まどう自分も同じように眉間に皺を立てているのだろう。

「和穂？」

　奇き妙みような感かん覚かくだった。

　まるで時間の流れまでがギクシャクしているようであった。

　あまりに馬ば鹿かな質問で、泉棋が口にするのを拒こばんでいる問とい掛かけが和穂の口から出た。

「あの、泉棋さんって誰だれなんですか？」

　釣つられて泉棋も言った。

「そういう和穂は誰なんだよ？」

　顔見知りの人間相手に自じ己こ紹しよう介かいするという独どく特とくの恥はずかしさを感じながらも、このまま埒らちが明あかないよりはましだった。

「えぇと私は和穂……って名前は知ってるんですよね。

　元もと仙せん人にんで宝ぱお貝ぺいを回かい収しゆうする旅に出ていて」

　ここまで喋しやべったところで和穂は言こと葉ばに詰つまった。

　が、言葉に詰まった理由が判わからない。

　和穂の言葉が止まったので、今度は自分の番だと泉棋は口を開く。

「名前は泉棋。修しゆ行ぎよう中ちゆうの剣けん士しだ」

　和穂がなぜ黙だまったのか泉棋は理り解かいした。

　自分が最近何をしていたかを語る言葉が、出てこないのだ。

　和穂は首を傾かしげた。

「これって、二人ともごく最近の記き憶おくが抜け落ちてるんじゃないでしょうか？」

「はっはっは。何を馬鹿な事を言ってるんだい。

　そんな不ふ思し議ぎな話があるもんか……」

　和穂はキョロキョロと部へ屋やの中を見回していた。

　泉棋も同じように視し線せんを走らす。

　どうにか雨あめ風かぜを凌しのげるぐらいのあばら家やだ。

　壁かべの板の隙すき間まから外の光が漏もれこんでいる。

　掘ほっ建たて小ご屋やというか、狭せまい納な屋やとでもいったところか。

　部屋の中には四角い小さな卓たくがあり、自分と和穂が向かい合って座すわっているのだ。

　泉棋は瞳ひとみを閉とじ、卓に肘ひじをつき掌てのひらで顔を覆おおった。

　まるで頭ず痛つうに苦くるしむ姿すがたのようだった。

「和穂。『いちにのさん』で言うんだよ」

　泉棋はゆっくりと数を数かぞえ、合あい図ずに合わせて二人の娘は同時に言った。

「ここって何ど処こ？」

　この場所に見み覚おぼえはない。ついでに、ここへどうやって来たのかも記憶にない。

　寝ている間に連つれ去さられ、知らない場所で目が覚さめたのならば、こんな感覚を味わうのかもしれない。

　が、眠っていた覚えもなければ、今、目が覚めた感覚もない。ない。ない。綺き麗れいさっぱり何もない。

　あまりにも異い常じような事じ態たいだ。

　卓たくを引っ繰り返したい気分だったが、泉棋は言った。

「ついてるわね。少なくとも和穂は私の味み方かたなんでしょ」

「はい。でも不思議です。記憶がなくても、気持ちとか感情って残ってるんですね。

　それにしても、本当にここは何処なんでしょう？」

　と、その時。

　和穂と泉棋以外の声が小屋の中に響ひびいた。

「ここが何処かはたいして重要な問題じゃない。

　重要なのはコレさ」

　唐とう突とつに小屋の中に現あらわれた人物は、和穂たちが座る卓の上に小さな物を置いた。

　二人の娘は眉み間けんをひくつかせながら、卓の上に置かれた湯ゆ吞のみを見た。

　湯吞みからそっと手を離はなし、青年と少年の狭はざ間まに位置する男は言った。

「この湯吞みを敵てきに割わられたら、君たちの敗はい北ぼくなんだ。

　だから、充じゆう分ぶんに気をつけておくれ」

　掠かすれるような声で和穂は言った。

「あなたは帰き書しよ文ぶん！」

「そう。和穂、僕ぼくを信用してくれて本当に嬉うれしいよ」

　何をどう信用したのか和穂には判わからなかったが、しなやかな銀ぎん髪ぱつの下にある中性的な顔は優やさしく微笑ほほえんでいる。

　泉棋は意い地じになっていた。たとえこんな不ふ可か解かいな状じよう況きようであろうとも絶対に取とり乱みだすつもりはなかった。

「帰書文！　あんたの顔も見覚えがあるけど誰だか忘れちゃったみたいね。

　でもいいわ、そんな事はどうだって。

　それより、なんで湯吞みなの！」

　微笑みを崩くずさずに帰書文は泉棋を見つめた。

「ま、この湯吞みは偽にせ物ものなんだけどね」

「はい？　湯吞みに偽物も何もありゃしないでしょ？　骨こつ董とうじゃあるまいし」

「繰くり返すよ。

　この湯吞みを敵に割られたら、君たちの敗北なんだ。この偽物の湯吞みを割られたら敗北。

　そして期き限げんは三日だからね」

　泉棋はゆっくりと深しん呼こ吸きゆうをしている。

　厄やつ介かい事ごとが目の前で輪わを作って踊おどっているのだ。面めん倒どうでも少しずつけりをつけるしかない。

「敗北？　つまりこれは勝しよう負ぶだって言いたいのね？　期限は三日って事は、三日間この湯吞みを守りきれば私たちの勝ちなの？」

「期限は三日。

　この湯吞みを敵に割られたら、君たちの敗北」

　帰書文。彼も宝ぱお貝ぺいだ。それは覚おぼえている。でも帰書文が何の宝貝であったか、和穂は思い出せない。

「ねえ、帰書文。これって全部、宝貝の仕し業わざなの？」

「全部が全部ってわけじゃないけどね。

　不安すぎて進行に不ふ具ぐ合あいが出ても困こまるからこれだけは教おしえて上げよう。

　和穂と泉棋の記き憶おくの一部は封ふうじられている」

　うすうす感じてはいたが面と向かって言われて初めて、泉棋は憤いきどおりを感じた。

「一体、なんでそんな酷ひどい真似をしたのよ！」

「勘かん違ちがいしないでおくれよ。

　記憶は封じられているけど、ちゃんと許きよ可かはとってあるんだから」

　今にも帰書文の胸むなぐらを摑つかみそうになりつつも泉棋は自じ制せいした。

「誰だれが、なんの権けん利りがあってそんな許可を出した！」

　帰書文はチラリと和穂の表情を見た。許可を出したのは誰か？　そして、それがどれほど重じゆう大だいな意味を持っているのか？　和穂は理解しかけているようだった。

「そうだよ、和穂。

　和穂は和穂から、泉棋は泉棋から。

　自分の記憶を封じる事の了りよう解かいはちゃんと君たち自身から取っている。勝負が終われば記憶は戻もどる」

「帰書文。殷いん雷らいは？」

「心配無用。少なくとも勝負が終わるまでは無ぶ事じだよ。それと、索さく具ぐ輪りんや断だん縁えん獄ごくは勝負の間、僕が預あずかっているから」

　殷雷の記憶ははっきりと残っている。

　だが、殷雷が今、どこでどうなっているかが判わからない。いや、たぶんその記憶も封じられているのだろう。

　一体、何が起きたのか？

　思い出す努力は無む駄だに終わると知りつつも泉棋はついつい、頭をひねってしまう。

「あぁぁぁ。

　これは悪あく夢むよ。きっと悪夢に違ちがいない」

　帰書文は大げさな身み振ぶりで天を仰あおいだ。そこには天てん井じようしかなかったが。

「悪夢だなんてとんでもない。これは現実だよ」

「だいたい、負けたらどうなるの？　勝ったらどうなるの？」

「生あい憎にく、その質問には答えられない。

　じゃ、そろそろ僕は消えるけど、用事があれば遠えん慮りよなく呼び出してくれ」

　言葉と共ともに帰書文の姿すがたは消えた。

　椅い子すから立ち上がり泉棋は怒ど鳴なった。

「わけが判らないにも程ほどがある！　何がどうなってるのよ！

　馬ば鹿からしい！　三日も湯ゆ吞のみを守り続けろですって？

　そんな間ま抜ぬけな勝負に付き合う義ぎ理りなんてないわよ。そうでしょ、和穂」

　そうだ。確かに無む茶ちや苦く茶ちやだ。その無茶苦茶さが和穂には気き掛がかりだった。

「泉棋。でも、やるしかないと思う」

「三日も湯吞みを守れって？」

「うん。無茶苦茶で理り不ふ尽じんな勝負なのは確かよね。

　でも、私たちはその勝負を受けた。勝負を受けた記憶は封ふうじられているけど」

「言っておくけど、私はそんな悪ふざけに乗るような暇ひま人じんじゃないからね」

「でも泉棋も勝負に乗った」

「それって……」

「勝負に乗るしかないほど、切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようだったんじゃないかな？」

　和穂の言葉はもっともだった。普ふ通つうの状態ならこんな馬鹿げた勝負を受けるなんて考えられない。

「でも、やっぱり釈しやく然ぜんとしない。

　あの帰書文とかいう、ちょっとした色いろ男おとこが何かを仕し組くんでるんじゃないの」

「……それはない。帰書文は誰かを騙だますような宝ぱお貝ぺいじゃない、と思う」

　和穂は卓たくの上の湯吞みに手を伸のばした。

　焦こげた蜜みつをまぶしたような、ありふれた湯吞みだ。

「悪いけど、私は戦たたかってみる。

　ごめんね、泉棋。

　思い出せないけど、宝貝を回かい収しゆうする時の騒そう動どうにあなたを巻まき込こんだのは間ま違ちがいないようだから」

　居い心地ごこちが悪そうに泉棋は後こう頭とう部ぶをポリポリと搔かいた。

　釈然とはしないし、どことなく不ふ快かいですらあるが、それは和穂のせいではない。

　全すべては宝貝のせいだ。

　宝貝。仙せん人にんの創つくり出した神しん秘ぴの道具、神しん話わやおとぎ話の世界にしか存在しない道具。

　これだけ違い和わ感かんを感じながら、宝貝の存在を全まつたく疑うたがわない自分の心が泉棋には不ふ思し議ぎだった。

　それに、納なつ得とくはいかないが、一度は受けた勝負から降おりるのも癪しやくに障さわるといえば癪に障る。

「いいのよ、和穂。

　私も一いつ緒しよに戦う。別に恩おんに着きる必ひつ要ようはないからな」

「ありがとう泉棋！」

　先刻さつきからの苛いら立だちの正しよう体たいが泉棋にはゆっくりと判わかりはじめていた。




　記憶を封じられた不快さ。

　ふざけた勝負に参加させられる理り不ふ尽じんさ。




　勿もち論ろん、それが苛立ちを引き起こしているのは確かだが、それ以上に泉棋の魂たましいを逆さか撫なでするものがあった。

「礼れいには及およばん。和穂。これは和穂の戦いだけども、私の戦いでもある。

　和穂や私にこの勝負を仕し掛かけた人間を、私は多た分ぶん嫌きらい抜ぬいている。

　さっきから腹はらの虫むしがおさまらないのは、きっとそのせいよ」

　泉棋は椅い子すから立ち上がり、軽く伸のびをした。

　袖そでの細ほそい上うわ着ぎから伸びる泉棋の腕うでは薄うすい布ぬの製せいの籠こ手てで覆おおわれていた。

　が、肝かん心じんの剣けんはどこにも見えない。

　和穂は湯ゆ吞のみを袖の中に入れた。

「じゃ、湯吞みは私が持っているね。

　……でも、敵てきってなんなんだろう？」

　武ぶ人じんらしく泉棋は状じよう況きようを分ぶん析せきした。

　ならば少しでも作戦を練ねるべきだと、泉棋は言いかけたが敵はそこまで余よ裕ゆうを与えてくれない。

「この勝負を持ちかけた『敵』と湯吞みを割わろうとする『敵』は別べつ物ものでしょ。

　……本当の敵は、私や和穂が必ひつ死しになって湯吞みを守る様よう子すを高たかみの見けん物ぶつしていると思う」

「どうして？」

「対たい等とうな勝負を相手が望んでいるのなら、私たちの記憶を封じる理由がない。

　なんとなく判わかってきた。大おお昔むかしの刑けい罰ばつと同じ遣やり方なのよ、これって」

「？」

「大きな檻おりを用意して、その中に虎とらを放はなす。

　罪ざい人にんを連つれてきて帝てい王おうは言うわけよ。

『汝なんじ、この檻の中に入って一いつ刻こく（約二時間）の間、生いき延のびられればその罪は放ほう免めんとする』

　で、帝王は逃げまどう罪人を見物して、ご満まん悦えつって寸すん法ぽうよ。悪あく趣しゆ味み、ここに極きわまれりだね」

「やっぱり、この状況って結けつ構こうまずいのかな？」

　泉棋は不ふ敵てきにニヤリと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶ。私が受けた勝負なんだから、絶対に勝しよう機きはある」

　全く勝ち目がなく、なぶり殺しにされるのが見え見えだったら、最初からこんな勝負を受け入れてはいなかっただろう。

　突とつ然ぜん、小屋の扉とびらが吹ふき飛とんだ。

　反射的に泉棋は半はん身みに構かまえて、扉を蹴け破やぶった者の姿すがたを見る。

　どうやら自分の読みは当たっていたようだ。

　この勝負を仕し掛かけた敵と、部屋の中に転ころがり込んで来たものが同じとは、とても見えない。

　小屋の中に突とつ入にゆうしたのは、人間ではないようだった。

　和穂も化ばけ物ものの姿に啞あ然ぜんとしている。

「これって？」

「虎じゃなかったか。なんて幸こう運うんなんだろうね、私たちって」

　扉を破った弾はずみで、躓つまずくように膝ひざをついていたそれは、ゆっくりと立ち上がろうとしていた。

　それは巨大な泥どろの人にん形ぎようだった。

　泉棋より二ふた回まわり程ほど大きい。人の形に似にているが、人形を作るほどの手て間まがかけられているようには見えない。

　胴どう体たい、手、足、頭と文も字じ通どおり人の形をしているが、それだけに過すぎない。

　頭には顔もない。

　不ぶ気き味みといえば不気味だが、どこか滑こつ稽けいでもあった。

　生まれたばかりの動物が、自分の体の使い方に試し行こう錯さく誤ごしているように動きがぎこちない。

　泉棋は手を伸のばし、先刻さつきまで座すわっていた椅い子すを引き寄せる。

「和穂、あんたも手て伝つだいな。

　椅子をもってこっちにおいで」

「椅子でどうするの？」

　嬉うれしそうに泉棋は笑った。

「椅子で、しばき倒たおす！」

　言こと葉ばと共ともに泉棋は椅子を泥人形に向かい振ふり下おろした。

　どうみても化け物でしかないが、万が一その正しよう体たいが人間であった時の事を考えて取とり敢あえず、足あし元もとに狙ねらいを定さだめる。

　最初の一撃で、椅子は大たい破はしたがその攻こう撃げきで泉棋はピンと来た。

　やはりこいつは人間ではない。

　人の体は皮かわ、肉にく、血ち、骨ほねで出で来きているが、この殴なぐった感かん触しよくはそれとは全まつたく違ちがう。

　この化け物はたった一つ、見たままの泥だけで出来ている。

「和穂！　遠えん慮りよはいらん」

　相手が人でないと判わかった途と端たん、泉棋は加か減げんせずに椅子の残ざん骸がいで殴なぐり掛かかった。

　容よう赦しやのない釣つる瓶べ打うちに和穂は心配そうな声を上げた。

「ちょっと泉棋、あんまり無む茶ちやは」

「問もん答どう無む用よう。

　やられる前にやるの、勝しよう負ぶの鉄てつ則そくよ！」

　ドカスカと景けい気きのよい太たい鼓このような音が小屋の中に響ひびく。

　和穂が何度か呼びかけたが、泉棋の動きは止まらない。

　どれだけの時が流れたのか、やっと泉棋は一ひと息いきついた。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、手に持った椅子の残ざん骸がいを放ほうり投げる。

「よし！　どうやら完全に伸びたみたいね。

　いやあ、一ひと汗あせかくと気持ちがいいねえ」

　床ゆかの上には泥人形が横たわっていたが、仰あお向むけなのかうつ伏ぶせなのか、和穂には判らなかった。

「……まさか、この泥人形の正体が殷いん雷らいでした。なんて事はないよね？」

　軽く言葉を詰つまらせて泉棋は答えた。

「ははは。その時はその時よ。

　あいつがこの程度の攻撃で伸びるはずがないでしょ」

　いまいち根こん拠きよがはっきりしないが、今はそう信じるしかない。

　言葉を誤ご魔ま化かすように、泉棋は叫さけぶ。

「帰き書しよ文ぶん！　出ておいでよ。

　勝負はついたよ。敵てきは倒した！　私たちの勝ちだ！」

「大声を出さなくても聞こえるよ」

　泉棋と和穂が振り向くと、そこには帰書文が居いた。

　いつものような笑えみを浮うかべ、帰書文は言った。

「和穂。この泥の人形は化か修しゆうといって、殷雷じゃないから安心していいよ」

　泉棋は勝利の笑みを浮かべた。

「さあ、帰書文。勝負は終わった。約やく束そく通り記き憶おくを元もとに戻もどしてよ」

　首は横に振られる。

「期き限げんは三日。

　敵に湯ゆ吞のみを割られたら、君きみたちの負け。

　それが勝負の規き則そくだよ」

　舌した打うちする泉棋に代かわり、和穂が質問した。

「まだ、敵が居るって事？」

　返へん答とうの代わりに微笑ほほえみが返る。

　泉棋の笑みもまだ消えない。

「ま、そうだろうね。

　こんな泥人形……化修を倒して、勝負が終わり。なんて簡かん単たんな話じゃないのは、予想出で来きた。

　それはそうと、帰書文」

「なんだい？」

「別にこの小屋から出るのは構かまわないんだろうね？」

「ああ。どこに行くのも自由さ。もしも羽はねがあるのならば空を飛とぶのも自由さ」

　和穂が言った。

「……でも、ここがどこかって記憶はないから地ちの利りを生かすのも無む理りなんだ」

　泉棋はテキパキと行動を始めていた。

　手始めに卓たくを蹴けり割わり、卓の足を武ぶ器きがわりに手にする。

「いいよ和穂。三日ぐらいだったら、移動しながら時間を稼かせいだほうがいい」

「そうね」

「じゃ、さっさと移動しよう。次の敵はもう少し歯はごたえがあるといいけどね」

　やせ我が慢まんを口にし泉棋は小屋を出た。

　続いて和穂も後を追う。

　小屋の中の帰書文は、そんな二人を手を振ふって見送る。

　ゆっくりと静かに小屋の中を時間が駆かけ抜ぬけていく。




　和穂たちが立ち去り数すう刻こくの時が過すぎた時、ゆらりゆらりと佇たたずむ帰書文の足あし元もとで、化修がゆっくりと立ち上がった。

　帰書文は言った。

　化修に言ったのか、それとも独ひとり言ごとだったのかは当の帰書文にしか判わからない。

「三日は長いよ。

　一日持ちこたえられれば、僕は奇き跡せきだと思う」




　　　　実じつの一




「お、恐おそろしい！　あの御お方かたに歯は向むかうなんて正しよう気きの沙さ汰たじゃない！」

　これじゃまるで悪あく人にんだと思いつつも、殷いん雷らいは村人の胸むなぐらを揺ゆすった。

「そんなに怖こわいのか？　だったらちょうどいいじゃねえか。

　俺おれがそのおっかない奴やつを始し末まつしてやるからさ。そいつの情じよう報ほうを教えてくれよ」

　村人は血ちの気けを失うしないながら、首を横に振ふった。

「下へ手たなことを喋しやべって、江こう棋き様さまににらまれたらどうするんだ」

　あんまり脅おどかしちゃ可哀かわい相そうだという和穂の意見を無む視しして、殷雷は尋じん問もんを続ける。

「ありがとうよ。まず最初の情報を教えてくれたな。

　そいつの名は江棋。うむ、君きみは名前ぐらいはと思うかも知れないが、結けつ構こう重要なんだよな名前って」

　別に名前を知った所で何がどうなるものでもない。だが、殷雷はそうやって村人の恐きよう怖ふ心しんを煽あおった。

「勘かん弁べんしてくれ」

「で、江棋の大おお馬ば鹿か野や郎ろうは具ぐ体たい的てきにどんな厄やつ介かい事ごとをしでかしたんだ？」

「大馬鹿野郎だと？　野郎じゃない、江棋様は女の方かただ」

　殷雷は胸ぐらをさらに締しめつけニッコリと笑う。

「情報その二。江棋は女だ。いやあ、これまた重要な情報提てい供きよう、感かん謝しやするよ」

「お願いだから離はなしてくれ。これ以上は本当にヤバいんだ！」

「もう手て遅おくれだって。どうせ助からないんだったら、俺たちに協力した方が利り口こうってもんだ。

　そう、いちかばちか、その江棋様を俺が倒たおすって言う賭かけに乗れよ」

「博ばく打ちは嫌きらいなんだよう。それに負けが確実な賭に乗る奴やつがいるもんか！」

「……判わかったよ。

　じゃあ、話わ題だいを変えて楽しい世せ間けん話ばなしをしようじゃないか」

「胸ぐらを摑つかまれたままで世間話もあるもんか！」

　慌あわてて殷雷は男から手を離し、続いて銀色の棍こんを構かまえた。

「よし。これで楽しい世間話の準じゆん備びはいいよな」

　棍の先は確実に村人の眉み間けんを狙ねらっている。

　和穂は殷雷の腕うでを動かそうとしたが、刀かたなの宝ぱお貝ぺいの腕はビクともしない。

　村人は哀あい願がんした。

「頼たのむ！　見み逃のがしてくれ！」

「では世間話を始めるぞ。

　一つ。こんな山の中にどうしてこんなにでかい街まちがある？　街かい道どうからこれだけ離れてるのに不ふ自し然ぜんじゃないか。

　ここに来る前に地図で見たが、地図じゃここは小さな村だったぞ。

　二つ。街の規き模ぼに比くらべて住んでいる奴が少なすぎるのは何な故ぜだ？　だいぶ街のなかを探さがして、やっとあんたを見つけたんだぞ」

「あああ、なんで見つかってしまったんだ」

「質問の答え……じゃなかった、世間話の答えになってないぞ」

　どこの世間話が返へん答とうを強きよう要ようするのだと思いつつも、村人は気が気ではない。

「み、みんな逃にげてしまったんだよ。この村に残っているのは、逃げる勇気がなかった連れん中ちゆうさ。

　そ、それにこの街を造つくったのは江棋様なんだ。元もと々もとは小さな村だったんだ。

　もういいだろ！」

　本気で恐おそれている人間をいたぶるのは、殷雷の趣しゆ味みではない。

　殷雷は棍の構えを解とく。

「判ったよ。最後にこれだけは教えてくれ。

　その江棋様ってのは、あの屋や敷しきに住んでいるんだな？」

　殷雷が指さした先には巨大な豪ごう邸ていがあった。

　平ひら屋やの建たて物ものではあるが、天てん井じようそのものが高いせいか屋や根ねが高く、一種の城じよう砦さいのように見えなくもない。

　変わってはいるが、あり得えないような建けん築ちく物ぶつではない。

　が、幾いくら人の気け配はいが少ない街とはいえ、繁はん華か街がいの中心部に建たっているのはすこぶる不自然ではあった。

　村人は殷雷の指さし示しめす方角と正反対の方向に逃げ出しつつ叫さけぶ。

「そうだ、あれが江棋様のお屋敷さ。

　悪いことは言わん！　江棋様にはかかわるな！」

　あっと言うまもなく、村人の姿すがたは街の中へと消えていった。

「殷雷！　無む茶ちやしすぎよ！　可哀かわい相そうじゃない！」

　ボリボリと殷雷はうなじを搔かく。

「仕し方かたあるまい。でも、幾つかの情報は手に入ったぞ。

　あいつに迷めい惑わくがかからないように、さっさと江棋様とやらの宝ぱお貝ぺいを回かい収しゆうするぞ」

　その街は静かすぎた。

　その街はあまりにも綺き麗れいすぎた。

　少なくとも人の住む街ではない。

　和穂は言った。

「この街を造り上げた宝貝？」

「大だい工く道どう具ぐ一いつ式しきの宝貝だったら、大笑いだがそうはいくまいな」

　確かに大工道具一式では、先刻さつきの村人の恐れの説明がつかない。




　　　　＊




　ゆらりゆらりと鳥とり籠かごは揺ゆれていた。

　この鉄の鳥籠はどこから吊つり下げられているのかと泉せん棋きは不ふ思し議ぎでならなかったが、考えるだけ無む駄だだろう。

　部へ屋やの中は燦さん然ぜんと輝かがやいていたが、明かりの源みなもともよく判わからない。

　一つだけ確実なのは、部屋の中に散ちらばる黄金こがねやら宝ほう石せき自じ体たいが光を放はなっているはずはないという事だ。

　黄金そのものは自みずから光を放ちはしない。

　ゆらりゆらりと鳥籠は揺れている。

　これは巨大な鳥籠なのか、それとも私が小こ鳥とりの大きさになったのか？

　どことなく遠えん近きん感かんの狂くるったこの部屋の中ではそれを確かめるのも困こん難なんだった。

　鉄で組まれた円えん柱ちゆう型がたの鳥籠だ。

　鉄の隙すき間まから上を見上げてみた所で、天てん井じようは見えない。

　ゆらりゆらりと鳥籠は揺れていく。

　この鳥籠の中に閉とじ込こめられて何日が過すぎたのだろうか。

　少しばかり空くう腹ふくに悩なやまされはしたが、座すわる気にはなれなかった。

　ちょっとでも弱った所を見せれば、あの女は大おお喜よろこびするだろう。

　腕うでを組み泉棋は正しよう面めんを見み据すえ、負け惜しみのような気がしながらも思いをめぐらせた。

『楽しいわ。楽しいわ。江棋に正面きって楯たて突つけるなんて、私は幸しあわせ者だ』

　青白い光が、泉棋の視し線せんの少し下で弾はじけた。

　光の中から一人の女が姿すがたを現あらわす。

　女は椅子に座り、その椅子は中ちゆう空くうに浮うかんでいた。

　泉棋は微笑ほほえむ。

　微笑む理由は簡かん単たんだった。

　自分の笑顔が、椅子に座る女、江棋にとって一番腹はら立だたしいのは確実だったからだ。

　出で来きるだけ相手の神しん経けいを逆さか撫なでしようとして、泉棋は優やさしく言った。

「どうやら、この鳥籠が大きいんであって、私が小さくなったんじゃないのね」

　椅子に座った江棋の姿は巨きよ大だいには見えない。

　ならば、自分の体の大きさは元もとのままなんだろう。

　江棋の姿は二は十た歳ち前後に見えた。

　しなやかな髪かみには幾いくつかの飾かざりが差さし込こまれ、その指には無数の指ゆび輪わが光っている。

　意い地じ悪わるく江棋は笑った。

　こんなに意地悪な笑顔が似に合あう女なんてそうそういないと、泉棋は思った。

「相あい変かわらず、やせ我が慢まんだけは得とく意いね、泉棋ちゃん。

　命いのち乞ごいをしろなんて言わないけど、少し恐きよう怖ふや焦あせりを感じて欲ほしいのに」

「江棋。あんたの趣しゆ味みの悪さには感かん心しんする。一つ一つは綺き麗れいなのにあんたを中心として飾られた宝ほう石せきたちのなんと無ぶ様ざまな事」

　華はなやかといえば華やかな江棋の姿だったが、あまりに着き飾かざり過すぎている。

「泉棋ちゃん。あなたは礼れい儀ぎには厳きびしいと思っていたけどね。

　江棋じゃなくて、江棋姉ねえさんでしょ」

「今いま更さら、先せん輩ぱい風かぜを吹ふかされてもねえ。

　剣けんを捨すてたあんたを姉さん呼ばわりする義ぎ理りはないでしょ」

　二人の会話はとても静かだった。

　が、その静けさの意い図とは、いかに相手を憤ふん慨がいさせようかという一点に集中されている。そのせいで異い常じような緊きん張ちよう感かんが周しゆう囲いに広がっていった。

「まあまあ。そんな剣を捨てた駄だ目めな先輩に手も足もでなかったのは、だあれ？」

「剣の勝しよう負ぶだったら、負けなかったでしょうね。

　噓うそだと思うなら、やってみる？」

　もしも、江棋の心の何ど処こかに剣士の意い地じが残っていたのなら、この挑ちよう発はつに乗るだろう。

　泉棋は考えたが、期き待たいしていたのではない。

　江棋は笑う。

「私は剣を捨てた。あんなくだらない武ぶ芸げいに興きよう味みはない」

「その方が、あんたの為ためだったし他ほかの皆みなの為でもあったね。

　だいたい、稽けい古こが嫌きらいな癖くせに勝負には汚きたないんだから」

「あら、負けず嫌いって結けつ構こう、大たい切せつな要よう素そなのよ」

　言うだけ無む駄だだ。説せつ教きようして反はん省せいするような人間じゃないのは泉棋も承しよう知ちしていた。

「まあいい。化ばけ物ものに文もん句くをいってもね」

「化け物じゃなくってよ。私は宝ぱお貝ぺいを手に入れたの」

「それで悪さを働き、その悪あく評ひようが師し匠しようの耳にも入った。

　いかに破は門もんされたとはいえ、同門の不ふ始し末まつのかたはつけねばならない」

「で、私を懲こらしめにやってきた泉棋ちゃんは籠かごの鳥って大だい失しつ態たい。笑っちゃうよね」

　数年ぶりの再会であったが、あいも変わらない駄だ目めっぷりに、泉棋はクラクラしてきた。

　少しは人間として成長してるかと期待した自分が馬ば鹿からしくなってきた。

　口を閉とじ軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける泉棋に怯ひるむような江棋ではない。

　江棋は軽く、椅い子すのひじ掛かけを叩たたく。

　途と端たんに虚こ空くうから一ひと振ふりの剣が出しゆつ現げんし、椅子の周まわりをクルクル回りだす。

「ふふふ。泉棋ちゃん。あなたの剣よ。

　剣士が剣を奪うばわれてちゃね。

　剣は剣士の命なのに」

　もう一度泉棋はひじ掛けを叩く。

　途と端たんに剣は二つに折おれた。

「あははははは」

　高笑いする江棋と一いつ緒しよに、何な故ぜか泉棋も笑う。

「……泉棋ちゃん。何が可お笑かしいの？　剣士の誇ほこりでもある剣を折られたのよ？」

「だって、うっかりあんたを斬きり殺ころしたら、剣が汚よごれちゃうもん。

　私の剣は師匠の所に置いてきたの。それはそこいらの武ぶ器き屋やで買った、護ご身しん用ようの安やす物もの。　そんなのも判わからない？」

「……しばらく見ないあいだに、腕うでを上げたわね泉棋ちゃん」

　何なに気げない江棋の言葉ではあったが、それが一番泉棋の胸むねに応こたえた。

　なんとなく人じん格かくの駄目っぷりが互ご角かくになったような気がしたからだ。

　が、ここで怯んではいけない。

「江棋。いや江棋姉ねえさん。あなたは私の進む剣の道の指し標ひようだった」

「あら、お世せ辞じ？」

　ブルンブルンと泉棋は首を横に振った。

「本当よ。剣に誓ちかってもね」

　剣に誓うとは尋じん常じようじゃないと、さすがの江棋も知っていた。

　泉棋は続ける。

「私はいつも江棋姉さんを見ていた。

　絶対、ああいう風ふうにはならないぞ、決してあんな自じ堕だ落らくな人生は歩あゆまないぞって」

　江棋の笑顔が僅わずかにひきつる。

「……冗じよう談だんが上う手まくなったな。泉棋ちゃん、私に屈くつしないかぎりご飯はんはあげないわよ。

　お得とく意いのやせ我が慢まんがいつまで通つう用ようするか楽しみね」

　と、その時。日の光が部へ屋やの中に差し込んだ。

　壁かべ際ぎわの扉とびらが開ひらかれ、一つの影かげが部屋の中に転ころがり、それに遅おくれてもう一つの人影が部屋の中に入った。

　江棋は別べつ段だん驚おどろきはしなかった。

「珍めずらしい。お客人とはね。

　でも、招まねいた覚おぼえはない。覚かく悟ごは出で来きてるの？」

　部屋に現あらわれたのは殷いん雷らいと和かず穂ほだった。

　部屋の中に散らばる金きん銀ぎん財ざい宝ほうに和穂は驚いたが、殷雷は鳥とり籠かごの女と浮うかぶ椅い子すの女から目を放はなさない。

「どっちが江棋だ！」

「私よ。道どう服ふくを着つけた若い娘むすめと、黒い袖そで付つき外がい套とうの男……。

　和穂と殷雷か。この授じゆ術じゆつ座ざを回かい収しゆうしに来たか」

　椅子の宝ぱお貝ぺい。

　殷雷は、その能力を把は握あくしかねた。

「いいから降おりてきな。さっさと返せば痛いたい目に会わずにすむぞ！」

　反はん射しや的てきに泉棋は怒ど鳴なった。

「逃にげろ！　あんたでも勝てない！」

　一ひと目め見て、殷雷が武術の達たつ人じんだと泉棋は見み抜ぬいた。

　しかし、どれだけ腕うでが立とうが意味はないのだ。

　江棋はトトンと小こ刻きざみにひじ掛かけを叩たたく。

　同時に幾いくつかの雷らい球きゆうが椅子の周しゆう囲いに浮かび上がり、殷雷に向かい放はなたれた。

　殷雷は鋭するどく飛びすさり、雷かみなりは床ゆかを打った。

　甲かん高だかい音を立て金きん塊かいが吹ふっ飛ぶ。

「雷を操あやつる宝貝？」

　江棋は勝ち誇ほこった笑えみを浮かべた。

「そんなつまらない能力じゃない」

　両手の指が無む造ぞう作さに、ひじ掛けを叩く。

　再ふたたび雷球が浮かぶ。

　続いて炎ほのおと水の柱はしらが蛇へびのように椅子の周まわりをのたくりはじめた。

「！」

　愕がく然ぜんとする和穂と殷雷の顔を見て、江棋は満まん足ぞく感かんを得えた。

「宝貝の回収者なら、判わかってくれるよね。

　授術座を使用する者は、仙せん術じゆつを操あやつる事が出で来きる！」

　椅子。椅子の宝貝。その素す性じようが朧おぼろ気げながら殷雷にも理り解かい出来た。

　あれは仙せん人にんの座る椅子だ。

　仙人が仙術を研けん究きゆうする時に使う椅子なのだろう。

　研究時にいちいち仙術を唱となえるのも面めん倒どうだから、椅子そのものに仙術を封ふうじ込め、簡かん単たんな指し示じで術が発はつ動どう出来るように仕し掛かけてあるのか？

「け。大だい体たい、奴やつの宝貝の正しよう体たいが判ってきた。

　あの椅子に座ってれば、仙術が使える。簡単な仙術だけだろうがな！」

　江棋が呆あきれた声を出す。

「簡単？　たとえそうでもこんなに便べん利りな宝貝はないでしょ！」

「まあな。逃げるぞ和穂！」

　まがりなりにも仙術が使える相手に、正しよう面めん切きって戦たたかうなど、無む茶ちやな話だった。

　ここは一度退たい却きやくし、作戦を練ねるしかない。

　が、殷雷の動きよりも江棋の指の方が先に動く。

　中指の動き一つで、部へ屋やの中から扉とびらが消しよう滅めつした。

　江棋は軽く思し案あんした。

「刀かたなの宝貝。どんな奥の手があるか判ったもんじゃない。

　ならば、憂うれいを断たつか！」

　江棋を包つつむ雷かみなり、炎ほのお、水が一つに入り交まじり拳こぶし大だいの黒い球となる。

　その球は殷雷に向かい放はなたれた。

　直線的な雷らい撃げきは避さけられたが、今度の黒い球はゆっくりと殷雷を追い詰つめた。

　江棋は叫さけぶ。

「鷲わしにでもなってな」

　黒い球が殷雷を直ちよく撃げきした。

　不ふ自し然ぜんな軋きしみを上げ、殷雷の体が爆ばく煙えんに包つつまれた。

　爆煙の中から現あらわれたのは、一羽わの巨大な鷲だった。

　和穂は叫ぶ。

「殷雷！」

　鷲はその鋭するどい瞳ひとみを江棋に向けた。瞳の輝かがやきは殷雷であった時と何の変わりもない。

　鷲は大きく羽はばたき、江棋に向かい飛び掛かかろうとした。

　が、既すでに鷲の足には鎖くさりが繫つながれていた。

　鷲となった殷雷に近寄ろうとする和穂の前に、椅い子すに座すわった江棋が滑すべり込こむ。
















「生あい憎にくだったね、和穂。あんたの負けだ」




　　　　虚きよの二




　袖そでの中の湯ゆ吞のみを落とさないように気をつけながら、和穂は森の中を歩きつづけた。

　和穂のほんの少しばかり前には泉せん棋きが居いた。

　片手には卓たくの足を棍こん棒ぼう替がわりに握にぎっていた。

「何とかこの間ま抜ぬけな戦たたかいを、さっさと終わらせる方法はないのかな？」

　無む理りだろう。三日という期き限げんが重要なのは確実だった。

「泉棋さんって、何か武ぶ術じゆつを？」

　こくりと泉棋はうなずく。

「一応は剣けんを操あやつる」

「？　でも剣が？」

「出で掛かける前に師し匠しようの所に置いてきた」

　やはり居い心地ごこちが悪い。

　記き憶おくが所々抜ぬけ落ちているのは、完かん璧ぺきに記憶がないよりも始し末まつに負おえなかった。

　師匠の所に剣を預あずけて、ここまで来た。で、ここがどこかの記憶はないのだ。

　それは和穂も同じだった。いいようのない焦あせりを感じてはいるが、何な故ぜ焦っているのかは判わからない。

　多た分ぶん、殷雷の身に何らかの危き機きが訪おとずれているのだろうが、思い出せないし、帰き書しよ文ぶんも答えてくれそうにない。

　ふと、泉棋の足が止まった。

　和穂も周しゆう囲いを見回す。

「どうしたんです？」

「二人目の敵てきか？　さっきよりはマシなようだね」

　泉棋の耳は草を踏ふむ足音を聞き分けていた。

　さっきの化か修しゆうとかいう泥どろ人にん形ぎようよりはしっかりとした、足運はこびをしているようだ。

　だが、気け配はいを隠かくそうなどとは考えていないようだった。

　それに足音は一つしか聞こえない。

　こんな勝しよう負ぶ、数に任まかせれば一気にけりをつけられるはずだった。

　やはりどう考えても、本当の敵はかなりの悪あく趣しゆ味みな人物としか考えられない。




　ガサリ。




　姿すがたを現あらわしたのは、またしても人形だった。

　化修と比くらべて、より人間らしくなっている。

　体の前と後うしろも見て取れるし、顔もちゃんとあり、目や鼻はなや口も確かく認にん出で来きる。

　化修に比べれば、かなり水みず気けが減へってはいるが、やはり泥か土で出来た人形だ。

「面めん倒どうね。結果の見えてる勝負なんて、やるだけ無む駄だなのに」

　よっこらせとばかりに泉棋は卓たくの足を構かまえた。

　どう見ても、気の利きいた戦たたかいの出来る相手ではない。

「和穂。湯ゆ吞のみは頼たのんだからね」

　軽く踏み込み、棍こん棒ぼうの一いち撃げきを泉棋は見み舞まう。

「！」

　棍棒はへし折おれた。その衝しよう撃げきで、泉棋の左手首は軽く捻ねん挫ざした。

「大だい丈じよう夫ぶ、泉棋！」

　打ち損そこねたのではない。相手の硬かたさを見み誤あやまったのだ。

　折れた棍棒を右手で握にぎり直す。短たん刀とうを構かまえるように逆さか手てに握り、一度間ま合あいを外はずした。

「さっきの奴やつよりは厄やつ介かいね。巻き込まれないように、後うしろに下がってて！」

　棍の一撃の衝撃で、人形を包つつむ泥の一部が崩くずれ落おちた。

　中にあるのもまた泥に違ちがいなかったが、人形の形が少し変わってきたのに和穂は気がついた。

　精せい巧こうな木き彫ぼりの人形を作る時は、最初は大まかな形に彫ほり、それをだんだんと仕上げていく手しゆ法ほうをとるが、それに似にていた。

　粗あら削けずりな泥人形の下からは少しばかり精巧な泥人形が現れているのだ。

　今まではおおざっぱな人形でしかなかったが、今の泥人形は全身を薄い鎧よろいで覆おおっているように見えた。

　泉棋は再ふたたび踏み込み、突つき刺さすように棍棒の破片かけらを叩たたきつける。

「な、何よこいつ！」

　泉棋とて鎧を着つけた人間と戦った事がある。

　鎧のせいで、攻こう撃げきが通用しないぐらいでは驚おどろきはしない。

　通用しなくとも、叩きつけられる力で少しは体たい勢せいが揺ゆらぐのが普ふ通つうだったが、この泥人形は言こと葉ばどおりに全まつたくビクともしないのだ。

　少しばかりの反撃があったが、泉棋は軽く避よける。そして和穂の側そばにまで後こう退たいした。

「なによこいつ！」

　歩くよりは少しばかり早い動きで、泥人形は和穂に近ちか寄よってくる。

　あとずさりながら、和穂は事の重大さを知った。

　この動きならば、走れば逃にげられるだろう。

　だが、三日も走りつづけるなど和穂には出で来きない。泉棋にも無む理りだろう。

　疲つかれ、足が遅おそくなった所で確実に追いつかれる。

　泉棋は笑う。

「良かった。これで敵てきの狙ねらいが判わかって、すっきりしたわね和穂」

「いや、それはまあそうですが」

　狙いは判ったが対たい抗こう策さくはない。

　腹はら立だたしげに泉棋は怒ど鳴なる。

「せめて剣けんがあれば！　ギンギンに研とがれた剣があれば、もしかして」

「剣だね。ギンギンに研がれた」

　言葉の主ぬしは帰き書しよ文ぶんだった。

　いきなりの出しゆつ現げんに驚おどろく和穂たちに向かい帰書文は言った。

「じゃ、剣」

　いつの間まに現あらわれたのか、帰書文の手には大おお振ぶりな剣があり、その剣を帰書文は泉棋に渡す。

「助かった！」

　剣を受け取り、泉棋は前に出る。

　そして大だい上じよう段だんに構かまえ、一気に振り下ろす。

　泥人形の脳のう天てんに直ちよく撃げきした時点で剣はピタリと止まった。

　が、泉棋は怯ひるまない。

「でも斬きれないってわけじゃない。剣と鋸のこぎりは引いて斬るんだ！」

　止まった剣を一気に泉棋は引いた。

　するりと刃やいばは泥人形の中に沈しずみ込み、人形は真まっ二ぷたつに分ぶん断だんされた。

　疲れの汗あせというより、冷ひや汗が泉棋の体を流れ落ちた。

「帰書文。胡う散さん臭くさい奴やつだと思っていたのは謝あやまる。あんたのお陰かげで助かったよ」

「気にしないで。

　希き望ぼうの武ぶ器きを提てい供きようしてもいい規き則そくなんだ。

　その規則を教おしえていい規則はないんだけどね」

　言っている意味が少し判わからなかったが、当面の敵は倒たおされたのだ。

　真っ二つになった泥人形はピクリとも動かない。

　和穂は言った。

「この泥人形って、何なんですか？」

「前にも言ったよ。

　これは化か修しゆう。そう化修なんだよ」

　嬉うれしそうに剣を振り回し泉棋は言った。

「今のはどういう意味だ。敵は『化修』という名前の泥人形たちを使うのか？」

「化修は化修さ」

　さっきの化修よりは今の化修の方が強い。

　ならばどうして最初からこの化修を敵は使わなかったんだろう。それが和穂には不ふ思し議ぎだった。

　敵は私達をいたぶって喜よろこんでいるだけなのだろうか？

　いや、違ちがう。

　和穂はゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「この化修って、さっきの化修と同じ化修なんだ！」

　泉棋は引きつった笑えみを浮うかべた。

「それじゃ何か？　さっきの化修は、椅い子すでぼてくりこかされたから、打だ撃げきに対して耐たい性せいが出で来きたとでも。

　それが万が一本当だとしても、それじゃ」

　今は動かない化修も再ふたたび、いや三みたび動きだすのか。

　そして、その時は切せつ断だんに耐性が生まれているのだろうか。

「うわ和穂！　どうしよう！」

　実じつ際さいに化修をなぐった泉棋が一番承しよう知ちしていた。

　打撃に強くなったというより、全まつたく打撃という行こう為いが化修の前では無む意い味みになっていたのだ。

　打撃の強きよう弱じやくはあまり関係ない。ならば、どんな鋭するどい剣でも次の化修は斬きれない。

　帰き書しよ文ぶんは静かに言った。

「先は長いよ。まだ半日ぐらいしか経たってない。

　ちなみに、君きみたちは疲ひ労ろうはするけど、空くう腹ふくや渇かわきは感じないからね。そういう規き則そくなんで」

　なんて分ぶの悪い戦たたかいを受けたのか。そして、受けなければならないほどの、際きわどい状じよう況きようになっていたのだろうか。

　帰書文はさらに言った。

「ちなみに、化修の『学習』速度は加か速そく度ど的に速はやくなるからね。

　今はまだ可愛かわいいもんさ」

　泉棋が文もん句くを言う。

「一体どうすればいいのよ！」

　考えろ、考えろ。手はあるはずだと和穂は思った。

　私や泉棋はこの勝しよう負ぶを受けたのだ。絶対に打つ手はある。

　和穂はポンと手を打つ。

「そうだ！　倒そうと考えるから大変なんだよ泉棋」

「降こう参さんしろっての？」

「違うよ。化修を遠くに追いやればいいんだってば」

「それが出来れば苦く労ろうしないわよ」

　追おっ払ぱらえるのなら、最初から問題はないのだ。

　和穂は首を横に振る。

「甘あまい考えかもしれないけど、谷かどこか、断だん崖がいでもいいけど、そこから化修を落とせば時間が稼かせげるよ。

　どんな断崖から落ちても化修は平気だと思う。

　でも、断崖を登のぼる時間が稼げるじゃない」

　和穂の言こと葉ばには一理ある。

　問題はこの見ず知らず、もしかしたら知っているのかもしれないが、記き憶おくのない土地のどこに崖がけがあるというのか。

「いい作戦ね。崖さえあれば」

　ここで和穂は言葉に詰つまった。

　帰書文は笑いつづけていた。

「崖が必要なのかい？　どんな崖？」

　和穂の顔がパッと明るくなる。

「崖があるの？　出来るだけ落らく差さの大きい崖がいい」

　トントンと爪つま先さきで帰書文は地面を叩たたいた。

「この森を道沿ぞいに真まっ直すぐ進めば、崖があるよ。かなり大きな崖さ。それはもう、『出来るだけ大きな崖』だよ」

　いつもの事だが帰書文の言葉の端はし々ばしが妙みようであった。

　しかし気にしている場合ではない。いつ化修が復ふつ活かつするのか判わからないのだ。

　和穂と泉棋は急いそいで、斬り倒たおされた化修を引きずりながら道を進んだ。

　帰書文はそんな二人を手を振って見送る。

　間まもなくして二人の姿すがたが帰書文の視し界かいから消えた。

「いいのかよ。公こう正せいじゃないんではないか」

　誰だれの物とも判らない、声だけが帰書文の周まわりに響ひびく。帰書文は答えた。

「規き則そくに反してはいないよ」

「本当にでかい崖だぞ。着ちやく地ちするのに五日はかかる。

　崖から化修を落として、和穂たちの勝ちって事か？」

「僕にきくより、君きみの方が詳くわしいんじゃないか」

「そりゃそうだが」




　　　　実じつの二




「殷いん雷らい！　殷雷はどうなったの！」

　慌あわてる和穂の表情を江棋は楽しむ。これが泉棋だったらどんなに嬉うれしかったろうか。

「心配はない。

　私は殺しは嫌きらいなんだよ和穂。

　授じゆ術じゆつ座ざが壊こわれれば、全すべては元もとに戻もどるよ」

　鳥とり籠かごの中の泉棋が吠ほえる。

「殺しは嫌いだけど、弱いもの苛いじめは大好きなんだけどね、その女は。

　江棋。その娘むすめは逃にがしてやんな。あんたの邪じや魔まになりはしない」

　江棋は泉棋の言こと葉ばを無む視しして、和穂に語かたりかけた。

「授術座は強すぎる。強すぎて、最近つまらないんだ。

　こんな田舎いなかでくらすのも馬ば鹿からしいから、街まちを造つくってみたけどあまり面おも白しろくないし、金きん銀ぎん財ざい宝ほうも集めれば集めるほど、価か値ちが消えていく感じがしてね」

　泉棋は唾つばを吐はきたい気分になった。

　殷雷を助けて欲ほしければ……とほざいて、あの娘、和穂を苛めるのだろう。

「やめろ江棋。あんたの相手は私がしてやるから。その和穂とかいう娘は逃がしてやれ」

「あいつの名前は泉棋という、馬鹿な剣けん士しさ。

　他人が困こまっている顔を見るのが嫌いなんだろうね」

　状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的てきに悪い。

　しかし、どうにかしなければならない。和穂は必ひつ死しになって考えた。

　相手は仙せん術じゆつを使えるのだ。尋じん常じような作戦では太た刀ち打うち出で来きない。

　せめて授術座の欠けつ陥かんが判わかれば打つ手もあるのだが。

　江棋は和穂の瞳ひとみにいまだ希き望ぼうの光が宿やどっているのを見た。

「ちなみにこの授術座の欠陥は、移い動どう能のう力りよくに欠かける事なんだ。自じ在ざいに空を飛ぶぐらいは出来るんだが、その移動速度は人間の徒と歩ほと同じぐらい。

　都みやこにでも行けば、こんな田舎いなかより遥はるかに楽しいんだろうけど、いつ着つくか判わかりゃしない。だから街を造つくったんだけどね」

　欠陥は判はん明めいした。だが、欠陥につけいるのは無む理りだった。

　必死に知ち恵えを絞しぼる和穂の姿すがたを見て、江棋は満まん足ぞくそうに笑う。

「さあ、大変だ。どうやって私に勝つ？」

　泉棋は鳥とり籠かごを揺ゆさぶる。

「あんたって奴やつは、本当に勝しよう負ぶに汚きたないわね。勝ち目のない相手をいたぶって、何が楽しいのよ」

「だって、負けるのは嫌いやなんだもん」

「そうだったわね。碁ごを打ってて、あんたが負けそうになった途と端たんにぶん殴なぐられた奴もいたっけね」

　泉棋という人が江棋と喋しやべっている間に、少しでも手を打たねばならない。

　が、何が出来るというのか？　相手は仙術を使えるのだ。それに対たい抗こう出来る宝ぱお貝ぺいなんているのか？　和穂は考えた。仙人にすら対たい抗こう出来る宝貝は一つしかない。だが、彼は力を貸かしてくれるだろうか？……駄だ目めだ。彼は公こう正せいな宝貝だ。味方にはなってくれまい。

　泉棋は怒ど鳴なり続けた。

「だいたい、勝負事が嫌きらいなら、それはそれでいいわよ。

　勝負が好きなのに、負けるのが嫌いってのが泣けてくるわよ」

「さっきも言ったでしょ。負けず嫌いは大たい切せつなんだって」

　相手をぶん殴って勝負をうやむやにするのは、負けず嫌いとは言うまい。

　もっとも、そんな意見を取り入れる女じゃないのは百も承しよう知ちだった。

　二人の会話を聞いているうちに、和穂の中で一つの考えがまとまりだした。

　彼は公正だ。公正だから頼たよれるのではないか？

　この状況は打だ開かい出来る。

　和穂は腰こしの瓢ひよう簞たんを外はずす。

「江棋さん。私と勝負をしませんか？」

　江棋は蛇へびの目で、和穂を睨にらむ。

「あんた、今の状況を判ってる？　この状況で私が五ご分ぶの勝負を受けるとでも？」

　受けはしないだろう。

　和穂が名を呼ぶと、手にした断だん縁えん獄ごくから小さな八角形の板が飛び出した。

「……これは疑ぎ戦せん盤ばんと言って、色々設せつ定ていした条件で戦たたかいが出来る宝貝なんです」

　和穂の手からふんだくるように、江棋は疑戦盤を取る。

　途と端たんに疑戦盤の使用方法が江棋の意い識しきの中に流れ込む。

「ふん。それで私と戦えっていうの？　面めん倒どうだね」

　やはり駄だ目めだったか。和穂の背せ筋すじを冷ひや汗あせが流れた。このままでは負けだ。

　疑戦盤を放ほうり投げようとして、江棋は面おも白しろい物に気がつく。

　疑戦盤には既すでに設せつ定てい済ずみの状況が幾いくつか組み込まれていたのだ。

　その中の一つに江棋は興きよう味みを覚おぼえた。

　湯ゆ吞のみの宝貝を倒たおすための計算に使われた設定だ。

　湯吞みを倒すために、化か修しゆうといういかなる攻こう撃げきも学習し、抵てい抗こう力りよくを得える仙術的兵器を投とう入にゆうするという設定になっていた。

　意い地じ悪わるく江棋は笑う。

　この化修という化ばけ物ものと泉棋を戦わせてみるのも面白そうだ。

　いかに泉棋とはいえこの化修には手こずるだろう。いや、敗はい北ぼくするだろう。

「和穂。いいわよ。そのかわり、泉棋にも参加してもらう」

　勝ち目があるのかどうか知らないが、泉棋は和穂を信用してみる事にした。

「いいでしょ」




　　　　＊




「それで僕ぼくにどうしろっていうのかい？」

　断縁獄から疑戦盤に続いて帰き書しよ文ぶんが呼び出された。

　和穂は答えた。

「帰書文には勝負の審しん判ぱんをして欲ほしいの」

　泉棋は江棋が審判を立てる事に同どう意いしたのが意外でならなかった。

　この女に公こう正せいな勝負を楽しもうという気持ちが微み塵じんにでもあるとは信じられなかったのだ。

　帰書文は江棋の座すわる、授じゆ術じゆつ座ざをチラリと見た。

「お安やすい御ご用ようさ。僕を信しん頼らいしてくれて嬉うれしいよ、和穂」

　江棋が口を開く。

「三日の間に化修が湯吞みを割る事に成功したら、私の勝ち。

　私が勝てば泉棋ちゃん。あんたに土ど下げ座ざでもして詫わびてもらおうかしら」

「ふん」

「ついでに剣けんの道も捨すててもらう。殷いん雷らいは永えい久きゆうにこのままで、和穂には手持ちの宝ぱお貝ぺい全すべてを渡してもらって、以後私の宝貝を狙ねらってはいけない。これでいい」

「私たちが勝てば？」

「殷雷を元もとに戻もどして、授術座は破は壊かいする。それでいいでしょ」

　泉棋が笑う。

「私や村の人に『ご迷めい惑わくかけてごめんなさい』の一ひと言ことと、黙だまって師し匠しようの所にしょっぴかれるという約やく束そくも欲しいわね」

　江棋は首を縦たてに振った。

「いいわよ。

　当然、湯吞みの宝貝は宝貝としての能力を一いつ切さい削さく除じよ、ただの湯吞みとする。

　それと、疑戦盤に立った瞬しゆん間かんから、この勝負とそれに関する記き憶おくは封ふうじて欲しいんだけど、帰書文、あんたにそんな能力はある？　なければ、この勝負は無なし」

　やっと江棋の魂こん胆たんが見えた。何も知らずに化修と死し闘とうを繰くり広げる私の醜しゆう態たいを見たいのだろう。それに和穂の作戦を封ふうずる意味もある。和穂が、この二つの宝貝を使い、自分を策さくにはめる危険をなくしたのだ。どんな奥の手があろうが、その作戦を思い出さなければ意味がない。

　帰書文はうなずく。

「僕は何だって出来るよ。和穂と泉棋が納なつ得とくすればだけどね」

「三日の間、空くう腹ふくや渇かわきは感じないようにして」

　江棋の言葉に泉棋は驚おどろく。

「優やさしいじゃない」

「その代かわり、肉体的苦く痛つうは普ふ通つうに感じるようにして」

「前ぜん言げん撤てつ回かいする」

「あと、戦いに必ひつ要ような物は全すべて和穂と泉棋に与あたえて。但ただし、仙せん術じゆつ的てきなものは駄だ目め」

「まあ優しい。今度のオチは？」

「戦いに必要な物は全て与えられるという規き則そくは、本人たちが望むまで秘ひ密みつ」

　この規則の意味は簡かん単たんだった。

　出来るだけ化修との死闘を盛もり上げて欲しいんだろう。

　倒たおしても倒しても現あらわれる化修に対する、恐きよう怖ふの顔を見たいのだろう。

　帰書文は何度もうなずく。

「武ぶ器きに関しては疑戦盤に出してもらおう。但し、僕を通つうじてだ。

　僕はその勝負の審しん判ぱんと、勝負が成せい立りつする為ための情じよう報ほうを和穂たちに与えればいいんだ。

　これは和穂たちと化修の戦いと理り解かいしていいんだね？」

　江棋はそうだと答える。勝負というよりは、賭かけに近い。当然、互ご角かくの賭ではないが。

「以上で取り決めは終わりかな？」

　泉棋が不ふ服ふくを唱となえる。

「ふざけないで。こんなの私達に勝ち目がないじゃない。

　そんな条件は飲のめないね」

「じゃ、勝負は無なしよ」

　和穂が泉棋の袖そでを引ひっ張ぱる。

「お願いです、泉棋さん。この勝負を受けてください」

　必ひつ死しの和穂に泉棋は言こと葉ばを詰まらせた。

　自分の場合は泉棋に頭を下げ、剣の道を捨すてればいい。確かに辛つらいが、それは自分にとってだけの話だ。

　だが、和穂は違ちがう。あの殷いん雷らいとかいう男を助けなければならないのだ。

　どんな条件でも戦うしかないだろう。

　和穂の肩を泉棋は叩たたく。

「……判わかったよ。手を貸かしてあげる」

「大だい丈じよう夫ぶです、絶対に負けません」

　虚むなしい言葉だと泉棋は思った。本気で言っているのだろうか。

　帰き書しよ文ぶんは一同を見回した。

「では一番肝かん心じんな所だけ、最後に確かく認にんしておこう。

　勝負は三日。化か修しゆうが湯ゆ吞のみを割われば江棋の勝ち。皆みんな、判わかったね」




　　　　虚きよと実じつの三




「何だか化修が可哀かわい相そうな気がします」

　和穂の言葉が理り解かい出で来きないでもなかった。

　戦たたかい倒たおされさらに強くなる。それを繰くり返かえす化修は哀あわれといえば哀れだ。

「可哀相だね。でも、それどころじゃない」

　和穂に返す言葉はない。

　底の見えない崖がけの上から、泉棋と和穂は化修を投なげ捨すてた。

　既すでに打だ撃げきに耐たい性せいの出来ている化修である。

　地面に叩たたきつけられても大丈夫なのだろう。

「ともかく、これで化修はしばらくは出てこない。その間に三日が過すぎてくれればいいんだけどね」

「そうですね」

　そして二人は崖に背を向けて歩きはじめた。

　何十歩進んだであろうか。

　泉棋と和穂の足がピタリと止まった。

　背はい後ごに何かの気け配はいがする。

　何かが空くう気きを押さえつけているような奇き妙みような雰ふん囲い気きだった。

　恐おそる恐る泉棋と和穂は後うしろを振ふり向いた。

　そこにいたのは化修だった。

　もはや化修の姿すがたは人と全まつたく同じだった。

　泥どろ色いろの絵の具で描かかれた人間だ。

　全身を覆おおう薄うすい鎧よろいと一体化した肉体はどことなく昆こん虫ちゆうめいてみえたが、その顔は紛まぎれもなく人間だった。

　化修は宙に浮うかんでいた。

　泉棋は力なく怒おこる。
















「そんなの絶対、勝てないじゃない！　落ちている最中に落らつ下かする事に耐性が出来て、飛べるようになったっての！」

　化修が答えた。

「そう。その通り。だから私に逆さからうのは無意味だ。さっさと湯ゆ吞のみを渡しなさい」

「知ち恵えまでついてきたか」

　叫さけび、泉棋は化修に飛とび掛かかる。宙に浮かんでいるとはいえ、引きずり下ろすことぐらいは出来るだろうと、化修の足を引ひっ張ぱったがビクともしない。

　そういえば、落下には耐性が出来ているのだと泉棋は思い出す。

　化修は言った。

「失しつ礼れい」

　わずかに化修の体が地面に近寄り、泉棋の鳩尾みぞおちを膝ひざが打つ。

　さほど痛みはなかったが、泉棋の全身に痺しびれが走る。

　そう言えば、最初の泥人形だった時に鳩尾を殴なぐったなと思いつつ、泉棋は意い識しきを失うしなった。

「泉棋！」

　和穂の前に化修が立ちふさがる。

「さあ、お嬢じようさん。湯吞みを渡すんだ」

　和穂は首を横に振った。

　化修は答える。

「お嬢さん。お嬢さんは私に色々と優やさしい言葉をかけてくれたね。

　出来ることなら、お嬢さんが嫌いやがる真ま似ねはしたくない」

　化修はぐいと和穂の胸むなぐらを摑つかむ。

「でも、『優しさ』にも耐性が出来たんでね！」

「帰き書しよ文ぶん！」

「およびかな。何か御ご用ようで？」

「もう一度、勝しよう負ぶの規き則そくを！」

「期き限げんは三日。その間に化修に湯吞みを割わられたら、和穂たちの負け」

　化修は笑う。

「渡しなさい。湯吞みを」

　和穂は袖そで口ぐちに手を入れ、湯吞みを取り出す。

「そう。それでいいんだ」

「化修に湯吞みを割られたら負けなのよね？

　だったら！」

　和穂は地面に向かい、湯吞みを叩たたきつけようとした。




　　　　＊




　気き絶ぜつする泉せん棋きの姿すがたを見て、大笑いしていた江こう棋きは慌あわてて椅い子すから立ち上がりそうになった。

　疑ぎ戦せん盤ばんは村の外はずれに設置されている。江棋は、和穂たちの闘いを部屋の中で見物していた。

　授じゆ術じゆつ座ざの力で空間を歪わい曲きよくし、和穂たちからは見えない一いつ方ぽう通つう行こうの窓まどを作り出していたのだ。

　無ぶ様ざまに戸と惑まどう泉棋たちの姿は彼女を満まん足ぞくさせてくれたが、和穂の行動は予定外だった。　そうだ、もっと規き則そくを厳げん密みつに決めておくべきだったのだ。

　あの規則では和穂が湯吞みを割った時点で化修による湯吞みの破は壊かいが不可能になる。

　負ける訳わけにはいかない。

　いや、負けたところで何も恐おそれるものはない。帰書文とて仙せん術じゆつの前には打つ手があるまい。

　しかし、あんな小こ娘むすめにしてやられるのは、癪しやくだった。

　和穂の行動を見て、江棋は授術座のひじ掛かけを叩きまくった。

　途と端たんに無数の雷かみなり、炎ほのお、氷こおりの刃やいばが、浮かびあがる。

　授術座から放たれた仙術たちは、いとも簡単に窓をくぐり抜け疑戦盤上で炸さく裂れつした。

　江棋は思った。「私に勝ちかける」という無ぶ礼れいをはたらいたのだ。当然の報むくいだろう。

「ふん。小こ細ざい工くなんかして。ちょっと痛い目にあってもらうわよ」

　和穂たちが居た場所は爆ばく煙えんに包つつまれていた。既すでにその衝しよう撃げきで森は消しよう滅めつしていた。

　江棋の攻こう撃げきによって疑ぎ戦せん盤ばんの機き能のうに障しよう害がいが発はつ生せいしていたのだ。

「いい気き味みだわ」

　もうもうと立ち込める煙けむりが薄うすれ、そこにはうっすらと人ひと影かげが浮うかんでいた。

「化修？」

　そんなはずはない。化修は疑戦盤の造つくった物でしかない。その疑戦盤は今の攻撃で大たい破はしている。

　人影の正しよう体たいがやがて江棋の前に姿を現あらわす。

　それは帰書文だった。

　帰書文の足あし元もとには気き絶ぜつし目を回している和穂と泉棋の姿が見えたが、怪け我がはしていないようであった。この状じよう態たいでは帰書文が和穂たちを守ったとしか見えない。

　帰書文の視し線せんが江棋と交こう差さする。

　珍めずらしく無表情で帰書文は言った。

「規則を破やぶったね。これは化修と和穂たちの勝しよう負ぶだったはずだ。貴女あなたが手を出すのは規則違い反はんだ」

「だ、だからどうした！　それよりどうしてお前が仙術を防ふせげるんだ？　武ぶ器きの宝ぱお貝ぺいでもないくせに！」

　帰書文は静かに笑う。




「僕は『絶ぜつ対たい』なんだ。貴女は契けい約やく者しや。契約した時点で僕は貴女に対して『絶対』になっていたんだよ。宝貝も仙術も、たとえ貴女が仙人であろうと関係はない。

　貴女は契約を履り行こうする義ぎ務むがある。

　和穂たちの権けん利りは守らなければならない。

　さあ、覚かく悟ごはいいね」




　　　　＊




　殷いん雷らいはバツが悪そうに眉み間けんを搔かいていた。

「つまり、最初から江棋が反はん則そくをするって読んでいたのか？」

　和穂はこくりとうなずく。

「うん。もし規則を破れば、帰書文が動きだす。帰書文なら仙術にも平気だと思ったの」

　もとより、帰書文は契約書の宝貝。仙人同どう士しの契約にも立ち会えるように作られているはずだった。

　呆あきれた瞳ひとみで、殷雷は帰書文を見た。

　殷雷の瞳の先で、帰書文は大破した疑戦盤に謝あやまっていた。

「ごめんよ、疑戦盤。

　きみを守るところまで手が回らなかったんだよ」

　疑戦盤は吠ほえた。

「結局、俺おれが一番貧びん乏ぼう籤くじをひいたんじゃないのか！」




　縄なわでグルグル巻まきにされ、その縄を泉せん棋きに摑つかまれた江棋は言った。

「軽はずみに契約書を使うもんじゃないわ。

　肝きもに銘めいじる」

　泉棋が言った。

「あら、少しは勉強になった？」

「次からは口くち約やく束そくに徹てつする。それならば、どうにでもごり押せるからね」

「……私たちが勝てば『その身勝手な性格を改あらためる』って条件も出しときゃよかったよ」

　振り向き帰書文は言った。

「さすがにそれだけは、僕にも無む理りだよ」




『授じゆ術じゆつ座ざ』

　座すわる者の意志により仙術を繰くり出だす椅い子すの宝貝。移い動どう能力に難なんがあり、迅じん速そくな動きができない。







　　　あとがき







『好友、人和、教訓、心情、長寿はくれてやるが親の死に目にゃ会えぬと覚かく悟ごせい』




　朝の五時すぎの話。

　起きてるんだか寝ねてるんだか判わからない状じよう況きようで原稿用のネタを考えていると、テレビで早そう朝ちよう番組が始まった。




　碁ごの番組である。




　悪いが過去三十年間生きてきて、碁に興味を持ったのは、今まで三回ぐらいしかない。

　小学校の頃、将しよう棋ぎが流行っていたのでついでに興味を持った事は何度かあり、その度たびにルールが全まつたく理り解かい出来なかったのだ。

　そんな体ていたらくだから、その番組を見ていても何が何やら理解出来るはずもない。




　番組の構成としては、通常の碁ご盤ばんより小さいミニ碁（九きゆう路ろ地じ盤ばん）を使って、素人しろうと同士を対局させるというものである。

　当然、別べつ室しつにはプロ棋き士しとアシスタントが控ひかえており、大きな碁盤に素人が打った手を再さい現げんして解説してくれるのだ。

　当然の当然として、この戦いは勝かち抜ぬき戦せんで、勝ち抜けば勝ち抜くほど豪ごう華かな商品がいただけちゃうのである。

　当然の当然の当然として、豪華商品の中には『時計』とか『パソコン』も含ふくまれているが『賞金百万円』とか『ユーラシア大陸横断食くい倒だおれの旅』は含ふくまれてはいないので、豪華な豪華商品というより清せい楚そな豪華商品といった感じだ。




　そんなこんなで対局が始まり、見るともなしに、ワシはテレビを見ていたのだ。

　プロ棋士のおっさんが、「これは良い手」だ「これは悪い手」だと解説している時、その事件はおきたのだ。

　先せん手てか後ご手てか忘れたが、ある一手を打った。

　途と端たんに、プロ棋士とアシスタントが大爆笑したのである。




　やや、これはどうしたハプニングか？

　と身を乗り出してテレビを見ると、別に何も起きていない。

　純じゆん粋すいに、その一手が大爆笑ものだったらしい。

　あぁ、なんて悔くやしいんだ。千せん載ざい一いち遇ぐうの笑える一手に遭そう遇ぐうしながら、ワシはそれを理解出来なかったのだ。

　てな理由で、最近碁の勉強を始めた。

　小学生の頃から数十年の時を経へて、少しは利り口こうになったのか、どうにか碁のルールは一部を除のぞいて理解出来た。

　判わからないのは、どっちが勝しよう負ぶに勝ったのかという部分である。

　碁の入門書によると「勝負をこなせば、勝ち負けが判るようになります」と、なかなか頓とん智ちの効きいたコメントが書いてあった。

　深しん遠えんなる碁の世界、一ひと筋すじ縄なわではいかないようである。




『作品解説』

　毎度お馴な染じみ、各短編についての作品解説をやってみよう。

　毎度毎度、全然作品解説になってないぞという意見もチラホラあるけど、気にしてはいけない。

　一応、ネタが割れる可能性があるので要よう注ちゆう意いだ。




「名めい誉よを越こえた闘たたかい」

　格闘トーナメントとであり、バトルであり、ついでにワシは戦闘民族『南みなみ河かわ内ち人じん』なのである。

　こうやってバトル巨編（短編だけど）を書けるとは夢にも思ってなかっただけに、感かん無む量りようであるというか何というか、こんなのばっかしかというか。




　あまたの実戦をくぐり抜けた（ケンカとかじゃないよ）経験から言えば『強い相手』には、頑がん張ばっても勝てやしません。

　何な故ぜかというと、『強い相手』は自分よりも頑張っているから『強い相手』なんだからねえ。




　鍛か冶じ屋やの跡あと取とりがあんなに恰かつ好こう良くていいのか？




「その男の名は」

　全くもって素す晴ばらしい、五人が卓たくに座すわってああでもないこうでもないと知ち恵えを巡めぐらせるだけの、アメリカ映画じゃまずこうはいかないぞ、という話である。

　これが四人で頭を捻ひねっていたら麻雀だ。




　あれ？　おかしいぞ？　殷いん雷らいがいない回かい収しゆう劇げきは、奮闘編の書き下ろし用の設定じゃないのかな？

　てな事を言ってはいけない。

　ワシもこの作品解説を書くまで、気がついてなかったのだ。




「揺ゆるぎなき誓ちかい」

　長編で殷雷が『最さい強きよう』などという概がい念ねんはない。みたいな話をしていたので『最強』の宝ぱお貝ぺいが出てくる話を考えてこうなった。




　死人が借金の取り立てにやってくるという話は民話に多いパターンで、中には結けつ構こうハードなバリエーションもある。

　そのパターンの中でワシがお気に入りのやつを披ひ露ろうしたいところだが、冗じよう談だん抜ぬきに洒落しやれにならんので、気になる人は各自調べてみよう！

　ヒントは中国の民話。後あと味あじの悪さは天下一品なので、見つかればピンと来るはず。




「災わざわいを呼ぶ剣けん士し」

　逆境を乗り越えて人は成長していくんだ。という、たいへん有あり難がたい教訓に満ちた話であり、諸君らの人生の道しるべとなれば幸さいわいである。

　という冗談はさておく。

　実際には少しぐらいの不幸より、中ちゆう途と半はん端ぱな幸福の方が余よ程ほど質たちが悪いのだ。

　不幸には対たい抗こう出来るけど、幸福には対抗出来ないからねえ。




「傷きずだらけのたかかい」

　タイトルは新担当のＫ氏の発案。大変良く出来ました。

　あんまり頓智の効きいたタイトルを考えると作家が落ち込むので以い降こう気をつけるように。

　短編の中では珍めずらしく敵がちゃんと敵になっている話。

　宝貝以外の部分で捻ひねっているのも、珍しいかもしれない。




「最後の審しん判ぱん」

　いわゆるキリスト教圏における、教義としての最後の審判と古代中国の神しん仙せん主義が……という深しん遠えんな問題を扱っている筈はずもはなく、当然あの人が出てくる話であった。




　で、実戦において化か修しゆうはあの宝貝の破壊に成功したのかどうか興きよう味み深ぶかいところである。




『以下、次巻』




　そろそろ紙数も尽つきた。

　続く四巻は、割わりと早めに出せるかもしれないので、乞こうご期待。

　ではまた。




「どうも。挑戦者の、ろくごまるにです」

　てな感じでワシも出てやろうか。パソコンを手に入れるか、それともワシの一手でスタジオを爆笑の海に沈しずめてくれるか。







　　　　初出
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